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エピローグⅠ







　さて……と。

　そう、この一いち連れんの事件を語るには気持ちの切り替えが必要です。

「さて」というのは、朝の珈コー琲ヒーに混ぜる砂糖のようにサラリとしていながら、実に重要な言葉ですよね。それまでの会話、行動、思し念ねん、集中に区切りを……いや、見切りをつけると言ってもいい。とにかく、それだけの意味が含まれているという事なんです。




　さて、と……。

　それじゃ、そろそろ本題に移りましょう。

　今回の一連の事件についてですね。

　一連、というよりも、対外的には一つの事件として扱われる事になるかもしれません。

　今後どうなるかは解わかりませんけれど。

　素す敵てきなクルージングでしたよね？

　豪ごう華か客船とは、海の上にたゆたう一つの閉じられた世界です。

　ホテルであり城じよう砦さいであり、同時に棺かん桶おけにもなりうる。

　そのまま沈めば水すい葬そうの手間が省けます。生も死も全て内ない包ほうされた世界。




　さてと。

　では、今の状況をおさらいしましょう。

　ああ、悲しい事ですね。もう三回も私は「さて」という言葉を使ったのに、貴方あなたは何も変わらない。話を聞く方にもなんらかの切り替えが欲しいのですが。

　絶望の表情も、逃げようと這はいずる動きも、喉のどからさえずる声こわ色いろも。

　そして、貴方の運命も変わらない。




　さて。

　それじゃ、そろそろ、尋じん問もんの続きと行きましょう。

　ああ、とはいえ──何も吐く必要はないですよ。

　別に私は貴方に聞きたい事なんてないんですから。

　強いて言うなら、悲鳴でも聞かせてください。

　耳みみ障ざわりだったら喉を潰つぶすだけですから、どうぞ御ご自由に。
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プロローグ１　映画好きなビジネスマン達







２００２年　８月　南なん米べい大陸　某ぼう所しよ




　カチャカチャカチャリ　カチャ　カチャ　カチャチャ




「で、あれだ。『スピード』って映画あるだろ。知ってるか？」

「１は見た」

「俺も」

「俺も」

「私も」

「２だよ。２を見ろよ。今の俺らには２が重要だろうが」

「ウィレム・デフォーが悪あく役やくだった奴やつか？」

「それだ！　ウィレムだよ。主演のサンドラ・ブロックより先にその名前が出てくるあたり、お前よく解わかってる。解ってるよなあ、うん」

　カチャリ　カチャリ

　ナイフとフォークが陶とう器きの皿を打ち鳴らす音に合わせ、テーブルの上は盛り上がる。

　南なん米べい大陸の南に位置するこの街では、８月は冬真まっ盛さかり。昼下がりだというのに外気は冷たく、レストランの料理の熱気を奪い去る。

　天てん井じように空調は付けられている。しかし、その効果は望めない。

　それもその筈はずで、回り窓という窓は開放され、外と中の差を無くしている。

　外の空気を流し込んでいたのは、窓だけではなく──壁に開けられた無数の穴も加えられる。

　よく見れば、窓も開け放たれているというわけではなく、窓まど枠わくはしっかりと閉じられたままであり、その中にある筈の硝子ガラスだけが粉こな々ごなに砕け、店の外と内側に散さん乱らんしている。

　更さらに視線を動かせば──

　店内には、無数の赤が散らばっていた。

　中央のテーブルを囲んで、ダラダラとした会話を続けながら食事を続ける十人前ぜん後ごの男女。

　人種も背せ格かつ好こうもバラバラで、年ねん齢れいは大体20～40の間に纏まとめられると思われる。

　そんな彼らとは対たい照しよう的に、床に転がるのは命を微み塵じんも感じさせない無数の塊かたまりだった。

　店みせ全体が巨大な円えん卓たくだとすれば、さながら死体の群れはケチャップをぶちまけられた挙あげ句くにフォークで散さん々ざんつつかれた料理のように、ただ、そこに無む造ぞう作さに転がり続ける。

　そして、そんな死体の山などの存在を微塵も感じさせず──その集団は、何ら変わらぬ調子で食事を進め、会話も同時にこなし続けた。

「やっぱりウィレム・デフォーはすげえよな。一人だぜ？　一人！　たった一人でシージャックを成功させたんだぞ！」

「いや、そこは役やく名めいでガイガーって言ってやれよ」

「よく役名を覚えてるな？　俺の中じゃウィレムの演じた役は全部ウィレムだ」

「……『処しよ刑けい人にん』の刑事も『スパイダーマン』のゴブリンも全部ウィレムか」

「ウィレムだ。ていうか、そういう聞き方するなら『プラトーン』のタイトルも入れろよ」

「それは見てない」

「マジか」

「俺は見た」

「まだ見てないな」

「面白いの？」

「いや、あれは見ておかないと！」

「お前、なんの映画でも『見ておかないと』って言うよな」

「待て待て、ウィレムの話に戻すけどよ、『シャドウ・オブ・ヴァンパイア』の吸きゆう血けつ鬼きもウィレムか？　あれは流石さすがにマックス・シュレックっていう役名で呼ぶべきだろ。実在の役者を演じてるわけだからよ」

「知るか」

「なッ……、あ、謝れ！　『吸きゆう血けつ鬼きノスフェラトウ』に謝れ！」

「ニコラス・ケイジにも謝れ！」

「なんでだよ!?」

　混こん沌とんとした会話。

　もはや誰が誰に向けて言っているのかも解わからぬまま、ただ言葉だけがテーブルの上を飛び交っていく。

「ともかくだ、ウィレムはすげえよ、たった一人で豪ごう華か客船を一つモノにしちまうんだからな。あれはウィレム・デフォーじゃなきゃできねえ。やっぱり奴やつは天才だぜ」

「でもラストはその……あのラストだったろ？」

「ウィレムならあのラストでも奇き跡せき的に生き残ってるね！　ヒルの力で！」

「ヒルか。ヒルって凄すごいよな。病気治なおすんだもんな」

「今はヒルはどうでもいいだろうが！」

「ヒルの力とか言い出したのはオメーだろうよ」

「とにかく！　一人で客船を乗っ取るなんてなぁ並じゃねえって事だ！　尊そん敬けいに値するぜ」

「……ああ、そうだな」

「ああ」

「確かに」

　妙みように力の入った男の言葉に、周囲の面めん々めんは皆苦く笑しようしながら頷うなずいた。

　何な故ぜなら彼らは──

　彼らがこれからやろうとしていた事は──

「俺達は、三十人もの大所帯で同じ事をやろうってんだからな」

　ケラケラと笑いながら呟つぶやき、一人がグラスに注そそいだジュースを煽あおる。

「今ここにいる十三人だけじゃ無理か？」

「無理だな」

「俺達がデニス・ホッパーかクリストファー・ウォーケンなら可能だったと思うが」

　続いて、やはり笑いながら、残りの面子めんつもグラスを煽った。

　気付けば、いつの間にかテーブルの上の皿は空になっており、それぞれがグラスの中に注いでいた液体で自らの喉のどを洗い流す。

　そして、プハ、と息を吐きながら、何事もなかったかのようにダラついた会話を再開した。

「こういうノリは嫌いじゃない」

「まるで『レザボア・ドッグス』のオープニングだな」

「いいねえ」

「じゃあ、俺がスティーヴ・ブシェミね」

「ブシェミは俺だろ」

「私だってブシェミがいい」

「馬鹿、女にスティーヴ・ブシェミが務まるか」

「ブシェミが演じたのはミスター・ピンクでしょう？　ピンクなら女でもいいじゃない」

「なんだそりゃ。日本のなんとかレンジャー感覚か？」

「ええ、勿もち論ろんそうよ」

「そうなのかよ！」

　全く変わらない空気だが──彼らの周囲の景色は、先せん刻こくとは一いつ変ぺんしていた。

　その事に気付いているのかいないのか、会話はのらりくらりとした雰ふん囲い気きで続けられる。

　と、男の一人が、不意に振り返って、背後に立っていた男に声を掛けた。

「で、あんたはどうだ？」

　世せ間けん話ばなしの調子で声を掛けられた男は、ただ、その場に立っていた。

　無数の死体が転がる異常な空間と、食事を終えたばかりの妙みような集団との間で、腕を組み、仏ぶつ像ぞうのような無表情を携たずさえて。

「ああ、俺も『レザボア・ドッグス』は好きだ」

　無ぶ愛あい想そうな声だったが、褐かつ色しよくの肌はだの男は流りゆう暢ちような英語で呟つぶやいた。

「そうか、話が解わかるな」

「だが、この状況があの映画と被かぶるとは思えんな」

　男は身長２メートル近い大おお男おとこで、地元住民に多い口くち髭ひげと褐色の肌が特とく徴ちようだった。

　そして──その男の周りには、同じく地元の人間と思われる男達がずらりと顔を取りそろえていた。地元の住人、と言ってもその風ふう貌ぼうや体に纏まとう雰囲気は明らかに堅かた気ぎの人間とは異なり、それを強調するかのように、それぞれの手に銃やナイフ、ナタなどの得え物ものが握られている。

　人数は四十人前ぜん後ごだろうか。テーブルと死体の山との間に壁を作り、人間の檻おりとなって食事を終えた集団を取り囲んでいた。

　そして、長身の男は腕組みをしたまま、首をコキリと鳴らして呟いた。

「一いち応おう聞くが……周りで転がってる連れん中ちゆうを殺やったのはお前らか？」

　問いかけられた方の男は、空になったグラスを手の中で燻くすぶらせながら、楽しげに口を開く。

「そうだと言ったら？」

「何な故ぜ殺した？」

「ビジネスだ」

「……どこかの組織の雇やとわれものか？」

「まあ、そんなとこでね。たまたまレストランで喧けん嘩かを売ってきたのが、俺らの目的だったってだけの話だ。本当はこいつらのボスだけでいいって話だったんだけどさ、まあ、勢いで」

「……」

　あっさりとした返答に、苦にが々にがしい沈ちん黙もく。

　周囲の空気が冷えていくのも構わず、テーブルの角に座る男は軽い調子で語りかける。

「しっかし、この国の魚さかな料理は徹底的に鱈たらばっかだなオイ。前に、あれだ、日本に行ったときは水すい族ぞく館かんですかってぐれえ色んな魚料理が出てきたもんなのによ」

「文句があるのか？」

「いや？　俺、魚嫌きらいだしな。やっぱり肉に限る。その点、この国は好感が持てる。肉にく料理が豊富だ。量も多い」

「気に入ってくれて何よりだ。あとは何か不満はあるか？」

「ああ、あんた達が銃を降ろしてくれれば最高だな」

　肩を竦すくめながらの言葉に、テーブルについていた男女から失しつ笑しようが漏れる。

　それとは対たい照しよう的に、周囲を取り囲む男達の空気は冷え込んでいった。

　レストランの外では、時とき折おり通行人がレストランの中を遠とお目めに覗のぞき込むが、中にいる集団がどのような類たぐいのものか気付くと同時に、自然と足を遠ざける。

　警察はまだ来ない。

　来る気け配はいも無い。

　それだけで、周りの集団がどのような集団であるか想像はつくだろう。だが、テーブルの中の男達はまったく余よ裕ゆうを崩さない。

　取り囲む側のリーダーらしき男は、歯を僅わずかに嚙かみしめながら、油ゆ断だんせぬまま言葉を紡つむぐ。

「……とりあえず、俺達と一緒にピクニックでもいくとしようか」

　周囲を取り囲む男達の空気が更さらに冷え込むのを感じ取り、テーブルの男は静かに笑う。

「嫌だと言ったらどうなる？」

「綺き麗れいに取り囲んでるからな。多分、半分ぐらい俺達は同どう士し討うちで死ぬ事になる」

「そりゃ、この状態で一いつ斉せいにドンパチ始めるって事？　そりゃすげえ」

「そのぐらいしないと、貴き様さまらは殺せそうにないんでな」

　決して油断はしていない。

　本当に撃うち合いとなれば、同士討ちになるのも構わずに銃の引ひき金がねを絞しぼる事だろう。

「……ったく、頭あたま悪い覚かく悟ごしてくれちゃって」

　テーブルの男は、呆あきれながらナプキンで口を拭ふく。

「そんなに怖いなら、遠くから狙そ撃げき銃じゆうとか爆ばく弾だんで俺らを始し末まつすれば良かったのに」

「うちの狙撃手しゆと解体工こうは昼寝中ちゆうでな」

「素す敵てきな理由だ。安あん眠みんを妨害すると魔ま王おうにでもなるのか？」

　ブツブツと言いながら、お手上げだ、というように手をあげる。

「で、あんたがこの一帯の組織のボスかい？」

　無言のままの大男に、テーブルの男は溜ため息いきをつき──

「違うみたいだな。まあ、こんな危ない場所にノコノコ来るようなボスなら、とっくに他に潰つぶされてるか」

　ヒヒ、と笑う声に、大おお男おとこは相変わらず表情を変えぬまま、ゆっくりとテーブルを睨ねめ回した。

「言いたい事はそれだけか？　なら、来るのかここで死ぬのか、とっとと選んで貰もらおう」

「あー、そうそう、最後に、間違いが一つ」

「なんだ？」

　訝いぶかしげに眉まゆを顰ひそめる大男に対し、テーブルに肘ひじをつきながら、男は淡たん々たんと『間違い』を正す。

「周りの連れん中ちゆうを殺したのは俺らかってアンタが聞いた時さ、俺。『そうだと言ったら？』って答えたろ？」

「……？」

「実は、俺らじゃないんだなあ」

　男はクク、と意味ありげに笑い、少しだけ哀あわれむように周囲の男達を見回した。

「……『病イルネス』、『死デス』、彼らにお前達を振りまいて差し上げろ」

　刹せつ那な──

　周囲を取り囲む男達を挟み込むように、室内の東南と北西に位置する方角から、それぞれ一つずつの影がぶら下がった。

「なッ……」

　男達の間に緊きん張ちようが走るよりも速く──

　逆さまにぶら下がった『それ』が人であると気付くよりも疾はやく──

　天てん井じようからぶら下がった二つの人ひと影かげは、それぞれの両手に持った黒い得え物ものを構え──

　呆ぼう然ぜんとする集団に向けて、熱く滾たぎる鉛なまり玉だまを雨のように降り注そそがせた。







「あーあー、やり過ぎだっての。皆みな殺ごろしにしてどうするよ」

　静せい寂じやくが訪れたレストランの中で、その沈ちん黙もくを最初に破ったのはテーブルの角にいた男だった。

「ったく、天井からぶら下がって両手で銃を景気よくぶっぱなしやがって。ああ、それで思い出した。『トゥームレイダー』の映画見たかお前ら」

「見た」

「うん、良かったよ」

「お前ら本当にメジャーな映画ばっか見てんな」

「俺はゲームやってた頃から、主演はアンジェリーナ・ジョリーしかいないと確信してた」

　再びそんなダラダラとした会話を始めた頃──天井からぶら下がっていた二人がクルリと回転して、音もなく地面に降り立った。

　天てん井じようにはいつの間にか大人おとな一人が通れる程ほどの穴が開けられており、どうやら二人は天井裏うらに潜ひそんで機会を待ち続けていたようだ。

　降りてきた二人はそれぞれ、ある意味でこの場に相応ふさわしい服装をしていた。

　動きやすい軍ぐん服ぷくを、迷めい彩さい柄がらの代わりに漆しつ黒こくで染め上げたような──映画などで警察の特殊部ぶ隊たいが身に纏まとっているようなスーツに全身を包み込み、顔面もマスクと機械式のゴーグルで覆おおわれている。

　真まっ昼ぴる間まなので暗あん視しゴーグルという事は無いだろうが、この状態で外そうとしないという事は、何らかの理由があるのだろう。

　口くち元もと以外を完全に隠かくした漆黒の暗あん殺さつ者しや。

　国の機き密みつを知った者達を消しにくる残ざん酷こくな特殊部隊。

　女おんな子供とて容よう赦しやはしない冷れい酷こく無む比ひな殺人マシーン。

　もしくはその逆で、市民を護まもる為ためにあらゆる敵を陰で排除する軍の英雄。

　一般人が見れば、恐らく大たい半はんの者はそうした感想を抱くであろう外観だ。無む論ろん、それを『格かつ好こういい』と取るか『恐ろしい』と取るかは別として。

　一人は引き締まった男性の体。もう一人は、服装に見合わず背を丸めているが──その線の細さから女性である事が見て取れる。

　すると、女性の方が両手の銃を下に降ろしたまま首を傾かしげ、外見とは全く合わない可愛かわいらしい声を吐き出した。

「ええと、いいかな？　ちょっと発言していいかな？」

「なんだよ『病イルネス』、勝かつ手てに喋しやべれよ」

「うん、あのね、血と硝しよう煙えんの臭においが気持ち悪くて、吐きそう、ていうか吐いていい？」

　言うが早いか、イルネスと呼ばれた女──まだ少女と言ってもよい年ねん齢れいかもしれない──は、そのままエロリと床に吐と瀉しや物ぶつをまき散らす。

「ぎゃあああああ！　吐きやがったこいつ！」

「ばっ……お前、俺ら飯めし喰くったばっか……」

「格好良よく敵を殲せん滅めつしたのが台だい無なしじゃねえか！」

「なんでお前は戦せん闘とう技術とメンタル面のバランスが取れてねえんだ！」

「ゲーム感覚か！」

「あなた本当に現代ッ子ね！」

　仲間と思おぼしき男女に散さん々ざんな事を言われたイルネスは、銃を握ったままの両手をブンブンと上下に振りながら、プウ、と頰ほおをふくらせる。

「だってしょうがないもん！　人を殺して平気な奴やつの方がおかしいもん！」

「ちょッ！　待て！　こっちに銃を振り回すな！　おかしい！　お前やっぱおかしいぞ！」

　慌あわててテーブルの下に隠かくれたりする仲間達に対し、特殊部隊『っぽい』少女は怒りながら胸を張る。

「ふんだ、周りに死体がある状態で御ご飯はんをたくさん食べる貴方あなた達の方がどうかしウェロッ」

「また吐きやがった！」

「なんでこいつ、作戦の前にこんなに腹になんか入れてんだよ！」

　周りからの罵ば声せいを浴びつつ、少女はようやく気分を落ち着かせ、目の前の男達に可愛かわいらしい声で呟つぶやいた。

「あのねあのね、この店……天てん井じよう裏うらにゴキブリとネズミと見たことの無い蟲むしが山ほど、山ほどいたよ？　ちょっと衛生面めんで心配だよね？」

　ブフリ。

　何人かが含んでいた水を噴ふき出す。

「嫌がらせか！　嫌がらせかイルネス！」

「ふんだ。貴方達も吐けばいいんだから」

「子供か！」

「ああ、お前が『病イルネス』ってコードネームな理由がよーく解わかった！」

「病院に帰れ！」

　ギャーギャーとわめく仲間を余よ所そに、もう一人の暗殺者である黒ずくめの男は、無言のまま周囲を警けい戒かいし続けていた。

　圧倒的な威い圧あつ感かんを放ちながら、どこまでも冷たい気け配はいを感じさせる男。視し界かいに入らなければその存在すら気付かず、目に入れば恐怖で動けなくなる。そんな空気を身に纏まとっている。

　テーブルの喧けん噪そうに惑まどわされない彼の姿を見て、食事をしていた面子めんつが感心したように言葉を吐いた。

「ほう……『死デス』は流石さすがだな。プロって感じがするぜ」

「実際プロだしな。こんな言い方すると安っぽいが、組織の中でも最強って奴やつだ」

「……『病イルネス』、『死デス』、『生ライブ』、『老エイジング』……俺達の誇る四大兵器の中でも、やっぱお前は格かく別べつだぜ。四よん強きようって奴か。日本じゃシテンノーって言うらしいが……まさに、その中でも別べつ格かくだ」

「お前に比べりゃあれだ。イルネスなんざ最初に殺されて、お前や『老エイジング』に『奴は我々の中でも最弱の存在よ』とか『あの小こ娘むすめを倒した程度でいい気になるな』とか言われる役だ」

　好き勝かつ手てな事を言う仲間達の横で、イルネスは不満そうに俯うつむいている。

　そんな彼女の御ご機き嫌げんなどは無視し、テーブルの角の男は首をコキリと鳴らしながら──

「ともかく、あとはここのボスを始し末まつして終わりなんだが……皆みな殺ごろしにしちまったからな。警察が来る前にとっとと逃げるか、それとも警官隊たいにボスの居い場所を聞いてみるか？」

　と、そんな事を言い出した。

　全くだらけた態度だが、彼らは本気で警察とやり合うかどうかという算さん段だんを始めている。

　そんな状況にも全く動じず、デスと呼ばれた男はその名に恥じぬ雰ふん囲い気きで、周囲に死の気配を振りまいていた。

　ほんの数秒後──

　口から侵入した弾だん丸がんが、彼の後頭部を砕くまでは。













プロローグ２　睡眠不足の猟犬







「あ？」

　突然の銃じゆう声せいに、テーブルの男達は身み構がまえ──

　横でドサリ、と倒れる仲間の姿を見た。

　最強と信じて疑わなかった『兵器』である男が、今はもう時とき折おりビクリと体を震わせるだけの肉にく人形と化している。

「で……『死デス』？」

　その光景の理由も意味も全く理解できなかった彼らは、暫しばし呆ぼう然ぜんとしていて、レストランの中に入ってくる一人の男に、銃を向ける事さえできなかった。

「な、なんだ手前てめえ」

　その男は、一いつ見けん手ぶらだった。

　褐かつ色しよくの肌はだに比較的ラフな格かつ好こう。

　だが、よく見ると両手には大型の拳けん銃じゆうが握られている。

　それだけ見ると、周囲に転がっている死体の山と同じ類たぐいの人間に思われた。

　年は30前後だろうか。口くち髭ひげは無く、代わりにアゴに無ぶ精しよう髭ひげが生はえている。

　ガンマン。

　テンガロンハットも被かぶっていなければ、銃の収められたギターケースも持っていない。

　それでも、男はガンマンである。そう思わせる佇ただすまいが、荒れ果てたレストランの中を映画の撮さつ影えい所じよと錯さつ覚かくさせる。

　何者かと問われた男は、両手に握った銃をぶらつかせ、精せい悍かんな声で答えを吐き出した。

「狙そ撃げき手しゆだ」

　言いながら──彼はあっさりと死し地ちに足を踏み入れる。

　テーブルの男達も、当然ながら丸まる腰ごしというわけではない。

　懐ふところにはそれぞれ拳けん銃じゆうが収められており、何人かは既すでに手を伸ばしている。

「狙撃手だぁ……？」

「今まで昼寝をしていてな。出遅れた」

「……」

　先せん刻こく撃うち殺された大おお男おとこの言葉が、テーブルにいた集団の脳のう髄ずいに甦よみがえる。




──『うちの狙撃手と解体工こうは昼寝中ちゆうでな』




「なるほど、ジョークじゃなかったわけか」

　言いながら、彼らは静かに緊きん張ちようの糸を張り巡らせる。

「用よう心じん棒ぼうってわけか？　それにしちゃ、今になって出てきちゃ番ばん犬けん失格だろ。お前の飼い主どもはもう殆ほとんど残ってねえぞ」

　一方の男は、集中しているのかいないのか、眠そうな目を見開きながら、やたらと渋い声をレストランの中に響ひびかせた。

「私は、番犬ではない」

　堅かた苦くるしい英語で、冗じよう談だんのようなガンマンは、暗い表情のまま答えを返す。

「私は、猟りよう犬けんだ」

　刹せつ那な、銃じゆう声せいが二つ店内に響き渡った。

「故ゆえに、例え主あるじが全て死のうと、獲え物ものの喉のど笛ぶえには食らいつく」

　ガンマンは、相変わらず手をぶらつかせていた──ように見えた。

　しかし、弾だん丸がんは確実に発射されており、下を向いた銃じゆう口こうからは真新しい硝しよう煙えんが立ち上っている。

　男達の間から、床に倒れ伏す音が二つ。

　倒れた体の手を見ると、どうやら既すでに銃を抜いていたらしい。

　抜いたから撃うたれた。

　ただのそれだけ。

　単純なルール。

　それに気付いた『ビジネスマン』達の行動は迅じん速そくだった。

　即そく座ざに自分達の座っていたテーブルをガンマンの方に蹴けり倒し、雪崩なだれのような勢いで、誰もがその裏側に飛び込んだ。

　ただ一人、両手に銃を持ったままヌラリと佇たたずんでいたイルネスを除のぞいて。

　──あのボケガキ、何やってんだ!?

「ええと……」

　仲間達の心しん中ちゆうの叫びなど当とう然ぜん彼女に届く筈はずもなく、ウーンと暫しばし考えていた娘だったが──何かに気付いたのか、機械的なゴーグルの下で唐とう突とつに目を見開き、形の良い胸を張りながら勝ち誇ったように言い放つ。

「えへへ、『死デス』は私達の中で一番の小こ物ものなんだからね！　いい気になったら駄だ目めだよっ！」

「……」

　テーブルの裏側の男女は一いつ斉せいに沈ちん黙もくし、同時に彼女はもう死んだものとして扱う事にした。

　先せん刻こく、自分が馬鹿にされていた事がそこまで気になっていたのかと思いつつ、男達は自分達の得え物ものを握り直す。

　そんな状況で、ガンマンはふむ、と頷うなずき、少女に向かって口を開く。

「……さっき私が殺した、嬢じようちゃんと同じ格かつ好こうの奴やつは仲間なんじゃないのか？」

「そうだよ？」

「悲しまないんだな」

　無む表情で尋たずねる男の声に、イルネスは再び「うーん」と考え込み、やがて悲しそうに笑い、周りに転がる死体を見ながら答えを返した。

「んー。ほら、こんなお仕事してるから、私達ってもういつ殺されてもおかしくないから、もう最初から死んでるって思ってるから、もう悲しいとか思わないって言うか、ええと……。……。ねえ、なんて言ったらいいのかな？　なんて言ったらいいのかなぁぁぁぁー？」

　と、手にした銃を向けるイルネス。口元は笑っているが、完全に隠かくされた顔の上部──その目は泣いているのか笑っているのか、それはガンマンにも計り知れない。

「言いたい事はなんとなく解わかる。すまんな。野や暮ぼな事を聞いた」

　男の返事を合図として、吐き出される弾だん幕まく。

　ガンマンはその直前にユラリと体を揺らめかせ、そのまま入口近くにあったサラダバーのカウンターに身を隠かくす。

　陽かげ炎ろうのような滑なめらかな動きだったが、その速度は明らかに異常。

　追いすがる鉛なまり玉だまの群を引きはがすように、ガンマンの体は物もの陰かげに消え──

　次の瞬しゆん間かん、カウンターにめり込む弾だん幕まくと入れ替わるように、入った場所からそのまま顔を出し、綺き麗れいに二発弾だん丸がんを撃うち放つ。

　着ちやく弾だんする音。続いて、呻うめき声。

　だが、それはイルネスの声ではなく、テーブルの裏から銃を構えて顔を出した二人の仲間のものだった。

　握っているのはただの拳けん銃じゆう。

　『死デス』を最初に殺した事から、次に狙ねらわれるのは確実に自分だと思っていたイルネスは、先せん刻こくと今、立て続けに予想を裏切られ、再び銃じゆう口こうを下に向けた。

　下へ手たに銃を抜けば撃たれると理解したのか、テーブルの裏側の面子めんつは息を潜ひそめて、ほんの数秒、状況を見定めている。

　その僅わずかな静せい寂じやくの中、イルネスは再びカウンターの奥に身を潜めたガンマンに問いかける。

「ねえねえ、なんで今、私の方を撃たなかったのかな？」

「知らないのか」

　カウンターの奥から返ってきたのは、硬い布が擦すり切れたような渋い声こわ色いろの塊かたまりだった。

「私は女と子供は殺さない」

　単純にしてこの状況では最も複雑怪かい奇きな答えを受け取り、イルネスはテーブルの後ろに隠かくれている仲間達に声をかける。

「どうしよう！　なんだかあの人、かっこいい！」

「知るかボケ！」

　当然ながら、返ってくるのは呆あきれ声の罵ば声せい。

　無視されなかっただけまだマシだと言えるだろうか。

「舐なめられてるって気付いて怒ってくれ頼むから！」

「あのガンマン野や郎ろう、とんだ男女差さ別べつ主義者だ！」

「子供差別主義者だ！」

　それらの怒ど声せいは基本的に無視していたガンマンだが──

「畜ちく生しよう！　『契けい約やく殺人』の主人公みてえな事を抜かしやがって！」

　という声には、カウンター越しに僅かに声を張り上げる。

「ジョン・ウェインみたいと言え」

　敵からの合いの手に、映画好きの『ビジネスマン』達は、現在の状況から３秒だけ逃とう避ひして、それぞれの会話を紡つむぎ出す。

「ジョンってなんかの映画で、んな台詞せりふ言ったっけか？」

「全部見てるわけじゃねえからな」

「今度レンタル屋でも巡るか」

　西部劇の名めい優ゆうについて緊きん迫ぱくした言葉を交わす集団に対し、ガンマンは再び声を張り上げた。

「ウェインがそんなことを言ったかどうかは知らない。だが、彼ならば、銀ぎん幕まくの中で今のような言葉を述べていなかったとしても──述べた事にして構わない。そうだろう？」

　その答えを聞いて、今度はビジネスマン達が一いつ斉せいにニヤリと笑う。

「あんたとは気が合いそうだ、ガンマン」

「ああ、それだけに敵てき同士なのが残念だ」

「だが、あんたはジョン・ウェインじゃねえ。どう見てもアントニオ・バンデラスだ」

　返答と同時に、ビジネスマン達は目め配くばせで合図をし、懐ふところから一斉に手しゆ榴りゆう弾だんのような形状のものを取りだし、レストランの中にばらまいた。




「む……？」

　それは、特殊な煙えん幕まく弾だんだった。

　爆発的に広がった白はく煙えんにより、窓の無い店内にも関わらず、僅わずか数秒で視し界かいが奪われる。

　埋め尽くされた白い闇やみの中、ガンマンは思う。

　恐らくこの状況で一番有ゆう利りなのは、なんらかの特殊なマウントゴーグルを付けていたあの少女だろうと。

「面白い、と言いたい所だが──」

　氷の表情で溜ため息いきをつくガンマンは、微かすかに聞こえるエンジンの音に耳を傾け──

「済まない。うちの解体屋やが昼寝から起きたようだ」

　呟つぶやくが早いか、そのまま手て近ぢかな窓へと向かい、外に向かって勢いよく体を躍らせた。




　外に飛び出したガンマンは、想像通りのものをそこに見た。

　数秒前まで自分がいたレストランが──

　無人の巨大トラックに壁を突き破られ、そのまま内部に鈍どん重じゆうな破壊が吹き荒れる光景を。

　そして、そのまま振り返らずに駆け出すガンマン。

　１００メートル程ほど、表情を変えぬまま全力疾しつ走そうし、手近な建物の陰に身を隠かくす。

　僅かに遅れて大だい音量を街に轟とどろかせた、トラックとレストランの大爆発から逃れる為ために。




　　　　⇔




「……逃げられたな」

　死体の数を確認したわけではないが、ガンマンはある種の確信を持って呟いた。

【いよぉ、アンジェロの旦だん那なぁ。調子はどうだい？】

　腰の無線機からケラケラと笑う声が聞こえてきたのを聞き、アンジェロと呼ばれたガンマンは無表情のままそれを手に取り口を開く。

「問題はない。とりあえずの目的は果たした」

【レストランから追い払えって奴やつかい？　それよりも、ボスに代わるよ。ヒヒっ】

　下げ卑びた声で笑う『解体屋や』の後に続き──無線機の奥から、ボスの言葉が紡つむがれた。




　　　　⇔




数日後　北アメリカ　西にし海岸某ぼう所しよ




　先日吹き飛んだレストランとは違って、あか抜けた雰ふん囲い気きのバー店内。

　アンジェロは銃こそ持っていないものの、体中に纏まとう雰囲気はガンマンのままで、家族連づれやカップルの中において、彼の存在は異い様ようなまでに浮いている。

　だが、そんな事はおかまい無しに──現代のガンマンは、無む表情で窓まど際ぎわの席から外の景色を眺ながめている。

　視線の先にあるのは、一つの巨大な城。

　純白の壁は海上に高く聳そびえ、周囲の建物を見下ろしながら、ただそこに存在している。

　世界でも指折りの豪ごう華か客船。

　海外渡と航こうは疎おろか、世界一いつ周しゆうの船旅などにも使われるというその船の姿は、海上のホテルというよりも、まさに『城』だ。

「……」

　これからその城に攻め込む身として、ガンマンは静かに精神を集中させる。

　と、その集中を破るように、携帯電話の振しん動どうが胸を震わせる。

『いよう、調子はどうだい、アンジェロの旦だん那な』

　懐ふところから取りだした電話を耳に当てると、そこからは聞き慣れた下卑た声が聞こえてきた。

　解体屋。

　自分と違ってフリーの始し末まつ屋であるその男の声に、ガンマンは静かに溜ため息いきをつく。

　顔も滅めつ多たに合わせないし、そもそも年に一、二度、大きな抗こう争そうの時に手を貸すだけの男だが、何な故ぜかアンジェロに良く電話を掛けてくる。といっても、せいぜいに２、３ヶ月に一度といった所だが。

　先日の謎なぞの集団の襲しゆう撃げきの時にたまたま居合わせた解体屋は、『なあに、この組織とも長年の付き合いだ』と言って、色々と情報筋すじを当たってくれたようだ。

　その結果として──

　あの奇き妙みような武ぶ装そう集団は、ほとぼりを冷ますために船で日本に行く算さん段だんだという事が解わかった。

　日本に着かれては捜し出すのも面めん倒どうな事になる。

『しっかし、フリーの俺が言うのは筋すじ違ちがいかもしれねえが、あんたの組織はもう駄だ目めだろ。あんだけたくさんやられちまったら、もう警察にでかい顔もできねえしな。奴やつらの首を持って意気揚よう々ようと帰ったら、組織の跡あと地ちは駐車場になってました、じゃ洒落しやれにならねえんじゃねえの？』

「……そうだとしても変わらん。私のやるべき事は……奴らを追う、ただそれだけだ」

『なんて泣かせる猟りよう犬けんだろうね！　まあ、俺も前金貰もらってるからやるだけの事はやってやるよ』

　携帯電話から響ひびく声は、この状況を心しん底そこ楽しんでいるかのようだった。

『ヒヒッ！　俺も乗るから安心しとけ。奴らを残らず海の藻も屑くずにしてやろうじゃねえか』

「……堅かた気ぎの衆しゆうに迷めい惑わくをかけるような真ま似ねはするな」

『ひでえな、まるで俺が船ごと爆ばく破はするような言い草じゃねえか』

「目的はあくまで奴らの統とう率そつ者と依頼主ぬしの特定だ。狭い船の中で戦争を始める必要は無い」

　戒いましめるような調子で告げ、アンジェロは電話の向こうにいる男に当然の疑問を投げかける。

「そもそも、一緒に乗るなら顔ぐらい出したらどうだ？」

『あんたみたいに目立つ奴と一緒にいたらこっちの寿じゆ命みようが縮んじまう。安心しろ。船内でどうにかして武器は回してやるよ。事が済んだら死体と一緒に武器も海に投げ込めばそれだけで証しよう拠こ隠いん滅めつだ。まったく海ってのは素す敵てきだな！　全てを包み込んでくれる大いなる売女ばいた様だ！』

「海を汚すな」

　冗じよう談だんなのか本気なのか解わからない言葉を吐いて、ガンマンは静かに携帯を切った。

　海外に渡る船の中に如い何かにして武器を持ち込むのかは解らないが、解体屋やはいつもどうにかしてそのあたりを処理する。信用していいだろう。

　アンジェロは再び船に目を向け、ターゲットについて静かに考える事にした。

　解体屋の情報によると、彼らは敵てき対たい組織そのものというわけではなく、なんらかの個人か組織に金で雇われた集団らしい。

　殺しという単純な仕事はともかく、内ない戦せんの勃ぼつ発ぱつまで請うけ負うという眉まゆ唾つば物ものの噂うわさまである巨大な組織だ。

　決して、ガンマンが一人で敵にしていい相手ではない。

　──船の上とはいえ、相手が丸まる腰ごしとは限らんからな。

　万まんが一いち、いや、確かく率りつ的には五分五分といった所であろう『自分の死』という可能性を考え、アンジェロは遠い故こ郷きように残して来た家族の事を思い出す。

「カルロスも、今年で３歳さいか」

　生まれたという話を聞いただけで、まだ会ってもいない息子むすこの事を考えながら、アンジェロは再び敵について考える。

　犯罪結けつ社しや、等という言い方は安っぽいかもしれないが、まさに彼らは犯罪を主としたビジネスマンの集団だった。

　彼らのトレードマークは、仮か面めん。

　大おお仕事の時には験げん担かつぎとして決まって純白の仮面を持ち歩くという奇き妙みような集団。

　故ゆえに『仮か面めん職人』と呼ばれるその組織の事を考えながら、ガンマンは誰にも聞こえぬように独り言を呟つぶやいた。

「……この仕事が終わったら、スペインに帰るか」




「そいつらの仮面とやらを土産みやげに、女によう房ぼうと子供をヴェネツィアにでも連れてってやるとしよう」













プロローグ３　密航者達は無計画







　追ってくる。

　違う、あいつは追っかけてなんか来ない。

　あいつは、いつの間にかそこにいるんだ。




　あいつが現れるまで、俺達は無む敵てきだった。

　警察なんて簡単に撒まけるし、このあたりを仕切ってるのは噴ふけば飛ぶような小さな組織という話だった。

　父とうちゃんや母かあちゃん、爺じいちゃんや婆ばあちゃん、眼がん帯たいをした曾ひい婆ばあちゃんまで『マルティージョには手を出しちゃいけない』とか言ってたけれど、そんなことは俺達には関係ない。

　みんな、俺に悪い事をしちゃいけないっていう説教のつもりでそんなことを言ってると思ってた。仮にその組織の奴やつが出てきても、逆に罠わなに嵌はめて警察に捕まえさせてやれなんて思ってたぐらいだ。

　それなのに──

　この状況は、全く予想外がい、いや、想像外の出来事だった。

　あのとろそうな日本人からバッグを奪って、中にあった高そうなカメラを見つけた時は本当に嬉うれしかった。

　それなのに──

　かっぱらいなんて今までに何回もやってきた。

　全部上う手まくいってた。上手くいってたから、怖いものなんてなかった。

　それなのに──

　無む敵てきだと思ってた。そもそも、敵なんて現れなかったんだから。

　それなのに──

　それなのに──

　それなのに、それなのにそれなのにそれなのにそれなのにそれなのにそれなのに！

　それなのに、現れた、現れたんだ。

　あいつは、あいつらは俺達の前に現れて……現れて……

　俺は今、逃げている。

　訳が解わからない。

　相手が何か、なんてものはすぐに解った。

　ロニーとかいう名前を名乗ってはいたけれど、そんなのは関係無なかった。

　内側から鍵かぎをかけた俺達のアジトの中に、あいつは突とつ然ぜん現れたんだ。

　最初から中に隠かくれていたとか、そういうんじゃない。

　本当に、あいつは突然現れたんだ！

　カメラを何ど処こに売ろうか、売った金で何をしようかを楽しく話し合ってただけなのに──

　あいつは、いつの間にか俺達の部屋の中央に立っていて、びっくりした俺達に言ったんだ。

「初めまして、と言うべきかな。君達の存在は一方的に知っていたが」

「な、なんだよ、なんだよお前っ！」

　俺が叫ぶと、あいつは悪あく魔まみたいに鋭い目を細めて言った。

「ん……？　私はロニーと言う。だが、まあそんな事はいいだろう。重要なのは、お前達がうちの縄なわ張ばりに来た観光客から、命の次に大事とも言える荷物を奪うばい去ったという事実であり──お前達にとっては不ふ運うんな事に、その観光客が、我々に協力を求めたという事実だ」

　いや、悪魔みたい、じゃない。悪魔だ、あいつはきっと悪魔だ。

　こいつは何かヤバイ。

　ヤバイんじゃない、怖い。

　ただ、ひたすらに、怖い。

　だから──だから俺は、迷わずナイフを摑つかんで、あいつに向かって身み構がまえた。

「ふむ。子供なら、もっと子供らしい悪さをしろ。餓が死しする前にやむなく、という危き機き的てき状況でもあるまい。……まあいい」

　と、次の瞬しゆん間かん、ナイフはあいつの手の中にあった。

　気が付けば、まるで空気を摑つかんだように手の中からナイフの感覚が消えて、あいつの手の中にナイフがそのまま握られてた。

　逃げた。

「みんな逃げろ！」

　俺は部屋にいたみんなに叫んで、カメラバッグを持って駆け出した。

　部屋の窓からベランダに飛び出し、そのまま二階から下の植え込みへと飛び降りる。

　足の痛みを堪こらえて、俺はとにかく走り続けた。

　捕まったら終わる。

　もう既すでに終わってる、そんな気もしたけど、気にしてなんかいられない。

　だが、気にするべきだった。

　仲間の一人は、『素直に謝ってカメラを渡すべきでした』と言っていた。

　それは正解だったと思う。いや、それが正解だったのだと思い知らされた。

　路ろ地じ裏うらを曲がると、あいつが何な故ぜかそこにいて──

　逃げようと振り返ったら、その先にもあいつがいて──

　どこにでも、どこにでもあいつがいて────

　あいつはただ、そこにいた。

　そして、あいつは俺の手を摑み上げて────




　　　　⇔




「うわああああっ……もごっ……がっ……！」

　叫びを上げながら飛び起きた少年の口を、周りからの無数の手が押さえつける。

（馬鹿野や郎ろう！　ボビー！　なに突とつ然ぜん叫んでんだよ！）

　背の高い少年が、身を縮こまらせながら小声で怒りを露あらわにする。

（さっきまでやけに静かだと思ってたら、寝てたのかあ）

　太った少年の声に続き、小こ柄がらな黒人の少年が冷静な口く調ちようで呟つぶやいた。

（先日カメラを奪だつ還かんされた時の夢を見てうなされたと予想します。確かにあの後、貴方あなたは丸まる一日どこかのドラム缶かんの中に閉じこめられましたから。このような閉へい鎖さ空間において、あの時の心ト的ラ外ウ傷マが甦よみがえるとしても無理はありません）

「ぐ……ぐぐ……」

　全身に冷ひや汗あせを搔かきながら、ボビーと呼ばれた少年は、自分がどういう状況にいたのか思い出す。

（あ、ああ……わりいな、お前ら。い、今ので気付かれてないよな？）

（ああ、幸い、今は周りに誰もいない。船ももうすぐ出るっぽいぜ）

　暗がりの中で、全員横よこ倒だおしになって身を寄せ合う四人の少年。

　彼らが今いる場所は──とある豪ごう華か客船の、救命ボートの中だった。

　船の内側に収しゆう納のうされている、非ひ圧あつ縮しゆく型の屋根付きボート。そこに彼らは、偽にせの床を作ってその下に隠かくれて時を過ごしていたのだ。

　密みつ航こう者しや対策で厳きびしいチェックが行われる船内。救命ボートを交換するという情報を聞いてからドッグに忍しのび込む大だい冒険の末──

　彼らはかれこれ24時間以上、こうして自分達の生み出した狭い空間の中に閉じこめられている事になる。

（ったく……本当に、この船に乗ってるんだろうな！）

（はい。ＤＤ新聞社の情報網もうは確かです。代だい償しようとして、私の最新型パソコンが一台減へる事になってしまいましたが）

（七台も持ってるんだからいいだろうが！　ケチケチすんなよ！）

（うあー、で、でも、あいつらに会ってどうするのさ？　あのロニーって人じゃなくって、別の人なんだろう？）

　彼らの目的は、実に個人的な私し怨えんだった。




「マルティージョの奴やつらをギャフンと言わせてやる」




　少年達のリーダーであるボビーがそんな事を言い出した時、誰かが体を張ってでも止めるべきだったのだ。

　他の三人はそう後こう悔かいしているが、今となってはどうしようもない。

　街の悪ガキ少年団だんとして知られる彼らは、半月前にとうとう自分達の『仕事』していた場所を縄なわ張ばりとするギャング達に目をつけられた。

　マルティージョ・ファミリー。

　マフィアではなくカモッラと呼ばれていたような気もするが、もはやそんな事はどうでもいい事である。

　ボビーは、自分の受けた恐怖と屈くつ辱じよくを払ふつ拭しよくするために、彼らになんとしても一いつ矢し報むくいるつもりだった。死ぬのなんて怖くないと、まるで幽ゆう霊れい屋や敷しきに挑いどむような態度で、一つの犯はん罪ざい組織を敵に回す事を選んだ。

　そもそも観光客相あい手ての強ごう盗とうを繰り返していた時点で、警察という超ちよう巨大組そ織しきを敵に回しているのだ。今いま更さらなにを怖おそれる事があると強がっていたのだが──

（警察なら、少なくとも捕まっても死ぬことは無いと思うし……）

　太った少年の言葉に、ボビーは怒って言い返す。

（そんな弱気でどうするんだよ！　大丈夫だよ、あいつらから金を取ったら、そのままこの船の行き先の日本に逃げ込もうぜ！　あの国は凄すごく温ぬるいって噂うわさだから、きっと逃げ切れるさ！）

　甘さ全開のプランを語るリーダーに対し、太った少年と小こ柄がらな少年がそれぞれ異い論ろんを投げかけてきた。

（凶きよう悪あく犯罪者の逮たい捕ほ率りつが半分以上とか言ってたけど……）

（一時期は90％を超えたそうです。そもそも、日本語を理解できるのは私一人ひとりだと思われますが、そんな見通しで密みつ航こうはともかく密みつ入にゆう国こくが上う手まくいくとでも？）

　それに便びん乗じようするように、長身の少年までが文句を飛ばす。

（大体よお……本当に上手くいくのか？　今日乗のるっていうマルティージョの幹部は、確かになんか弱そうな奴やつだけどよ……それでも、幹部なんだろ？）

　マルティージョ・ファミリーの幹部がこの船に乗る。

　元々冗じよう談だん半分で密航の計画も立てていたボビー達にとって、それは運命とも思える報せだった。無む論ろん、勝かつ手てに運命だと思いこんでいるだけではあるのだが。

　眼鏡めがねを掛けた、童どう顔がんの弱そうな幹部だ。

　噂には聞いていたが、実際に遠とお目めに顔を見て、あれなら自分達と５つも年が変わらないのではないかとさえ思え──途と端たんに、ボビー達にとってマルティージョ・ファミリーが『勝てる可能性のある組織』に思えてきたのだ。

　あの鋭い目の男はともかく、あんな弱そうな幹部ならば自分達でもなんとかなるであろうと、子供らしい無計画さと、やはり子供らしい行動力を見せた結果──

　彼らは、こうして狭い場所で呻うめく結果となっている。

（そいつ一人だったらこんな計画なんか立てねえよ！）

　言いながら、ボビーは声を落ち着かせ──

（そいつの家族も一緒なんだ。やっぱりひょろっちい女と、10歳さいぐれえのガキと一緒だ）

（家族なのか？）

（ああ、多分……女の方は幹部の姉あね貴きで、ガキの方は弟だろ。姉弟揃そろって日本旅行ってわけだ）

（ふーん……）

　そんな会話を続ける彼らの耳に、ダン、という音が鳴り響ひびく。

　自分達の用意した偽にせの床の上に、誰かが降り立った音だ。

　サア、とボビー達の顔は青ざめる。

　黒人の少年だけはやれやれと溜ため息いきをついて

　──ゲームオーバーですね。

　といった表情を浮かべている。

　それでも、声を出さずに上の様よう子すに耳を澄ましていた彼らの元に──

　声が、

　ひとつの声が届く。




「隠かくれる場所……どこかに……隠れないと……」




　と、まだ幼さを残した少女の声が。

　──は？

　何事かと思っている間に、

「あ、あれ、ここの床、開くかも……」

　という言葉が聞こえ──メリメリという音と共に、少年達に光が浴びせかけられる。

　驚いた少年達が、曝あばかれた床の入口に目を向けると──

　そこには、ブロンドの髪かみを揺らした白人の少女が一人、驚いたように固まっていた。

　ボビー達と同じか、僅わずかに年下と思われるその少女は、困ったように周りを見回して──

[image: ]

　やがて何かを見つけたのか、少し慌あわてたように、ボビー達のいる空間へと潜もぐり込んできた。

（なななななな!?）

（ごめんなさい、私もここに隠してください！）

　突然可愛かわいらしい少女が潜もぐり込んできて、開いた床を閉じながら自分の横へと密着してくる。

　なんと表現していいのか解わからない感情に支配され、ボビーは顔を真まっ赤かにしながら少女に向かって問いかけた。

（な、なんだよう、お前！）

　すると少女は、ニコリと微笑ほほえみながら自分の名前を口にする。

（私は、カルネアって言います）




（……御ご覧らんの通り……密みつ航こう者です！）













プロローグ４　スターは世界を受け入れる







　少女はただ──逃げていた。

　足が軋きしむ音が聞こえてくるようだ。

　時々膝ひざを震わせながら、夕暮れの町を、ただひたすらに走る、走る、走る────

　意識と体が完全に乖かい離りしているように、足は全力で前に進み、視線はしきりに背後ばかり気に掛けている。

　正確には、気に掛けているのではなく──

　少女はただ、怯おびえていた。

　行き先を定めて走っているわけではない。

　ただ、純粋な逃とう走そう。

　本能と理り性せい、両方からくる根こん源げん的な恐怖。

　彼女はただ、背後から迫る『何か』から一メートルでも遠くへ離れようと、ただその為ためだけに足を酷こく使しし続ける。

　彼女の視線の先には、一いつ見けんして何も存在しない。

　だが、心よりも先に体が音ねを上げ始める。

　逃げろと思う暇ひまもなく、悲鳴を上げる暇すらなく──

　少女はただ、夕暮れの奥より迫り来る『何か』に心を支配されている。




「あうッ……」

　何かに躓つまずき、少女の体は勢いよく路上に転がった。

「う……あぁ……」

　泥を払う暇すら惜しいのか、転んだときと同じ勢いで立ち上がり、痛む部分を確認することすらせずに走り出す。

　だが、何かを察したのか、彼女は今しがた自分が躓いたものに目を向けてしまった。

　そして、そこで彼女が見たものは──

　上半身を無残に食いちぎられた、軍人のものと思しき下半身だった。

「……ッ」

　顔を歪ゆがめるが、悲鳴はあげない。

　なぜならば──それは既すでに、この数時間で見み慣なれてしまった光景だから。

　上空から見渡した彼女の周囲には、いくつもの赤い点が散らばっていた。

　彼女は知っている。

　それが全て『食べかす』なのだと。

　どうしようもない事実から逃れる為ために少女は走り出すが──

　時は既に遅かった。

　最初から、遅すぎたのだ。

　彼女の細い足、地面を蹴けり進むたった二本の足では──

　空中を自じ在ざいに移動する『彼ら』から逃れることなど、所しよ詮せん無理な話だったのだ。




　そして、彼女は見る。

　空高くから、空中を泳いで自分に迫る、牙きばから血を滴したたらせた巨大な頰ほお白じろ鮫ざめの姿を。




「ひッ……」

　少女はそれを、魚の形として捉とらえることができないというように、焦点の合わない目でただただ見上げ続けることしかできなかった。

　鮫が空を飛んでいる。

　その馬鹿げた事実を前に、少女はなすすべもなく『死』という空気に吞み込まれた。

　大おお口ぐちを開けて鮫が迫る。

　少女など嚙かみ砕かずともひと吞みにできるであろうその巨大な暴力は、少女の体に勢いよく迫り──

　何かを察したのか、その巨大な体を勢い良く空に向かって反転させた。

　『彼』は──少女と空の間に佇たたずんでいる。

　三階建てビルの屋上に立っていたその影は、無言のまま空中へとダイブする。

　自由落下する影めがけて、鮫は空中を突き進む。

　さながら魚ぎよ雷らいかミサイルか。

　小さな影と鮫さめの顎あごが交こう錯さくしようかというその瞬しゆん間かん──影から伸びた腕が街灯のアームを摑つかみ、回転しながらエネルギーの方向を変化させる。

　ギュル　　ギュル　　ギュル

　　　ギュル　　　ギュル　　ギュル

　ギュル　　ギュル　ギュリリリリリリリリギャギャギャギャギャルギャル

　影はそんな音を町の中に響ひびかせながら──見み事ごと鮫とすれ違い、少女の前へと降り立った。

「え……？」

　少女は、目の前に現れた人ひと影かげを見つめ、それが本当に『人』影なのか疑問に思う。

　鉄。それが率そつ直ちよくな感想だった。

　無ぶ骨こつな歯車が幾いく重えにも組み合わさることによって、自発的に一つの生命を形作っている。

　少なくとも、傍はた目めにはそうとしか見えない外がい観かんだった。

　やや小こ柄がらな人間に近いその歯車オバケは、顔面を鏡かがみのように磨みがき上げられた目も鼻も口も無い仮か面めんで覆おおい、その他の部分では鉄の関かん節せつや筋肉の間で歯車がギチギチと動いているような印いん象しようだ。

　何なに一ひとつ喋しやべらないその歯車オバケは──少女の方を向いて、ビシリと親指を上に向ける。

　同時に腕や手首につけられた歯車が一いつ斉せいに回転し、その力強い音を『安心しろ』と受け取ったのか、赤あか毛げの少女は、その場にへたり込みながら、自然と大きく頷うなずいた。




　それが──一人の少女と、異い次元からやってきた歯車人にん間げん『ザ・ギア』との出会いだった。










　　　　⇔




「ＯＫェェェッ！　グレイト……グレイトだ！」

　夕暮れの町──を模した撮さつ影えいセットに、甲かん高だかい男の声が響ひびき渡る。

　同時に、少女は呆ほうけた顔から瞬しゆん時じに力強い笑顔を浮かべ、周囲に視線を巡らせる。

　多くの男女が拍手で少女を迎え、温かい笑顔が少女の元へと向けられた。

　満まん面めんの笑みのまま、少女はクルリとその場で回転してみせる。

　彼女の頭上では、特殊なクレーンにつり下げられたアニマトロニクス──即すなわち、サメ型の精せい巧こうなロボットが本物さながらに尾ヒレをばたつかせていた。

「エクセレント……」

　最初に「ＯＫ」と叫んだ黒人男だん性せいは、眼鏡めがねを取りながら目め頭がしらを押さえこむ。

　丸々と肥こえた体を揺らしながらオーバーアクション風ふうに両手を広げ、少女と歯車オバケに歩み寄った。

「実にその、なんだ……エクセレントだ！　躊躇ためらいなくそう叫び上げたいぐらいだ！」

　言いながら、男は高らかに周囲に自分の感動を響ひびき渡らせた。

「叫ぶしかあるまい！　これはもはやエクセレントを通り越して……そう！　マーヴェラス……マ──────────────────────────────────ヴェラスッ！　いや、パ──────フェクッ！　そう、パーフェクトと言っても過か言ごんではない！」

　その声に合わせるかのように、周囲を取り囲んでいた数十名の男女が、一いつ斉せいに歓かん喜きの声をあげ、巨大な歓声となって少女と歯車オバケを包み込んだ。

「お疲れ様！」

「これで本当に撮影最後だよな？」

「監督、突然ＯＰだけ撮とり直すとか言い出すんだもんよお」

「まあ、これで完かん璧ぺきだな」

「いやー、でも、一ヶ月も間があったってのに、クローディアは見事にキャラを一発で取り戻したなあ」

「その辺は流石さすがよね」

「編集が完全に終わるまで、体重が変わらないように徹底的に自じ己こ管理したそうよ」

「監督に聞かせてやりたいねえ」「しかし、クローディアはやっぱり笑顔が似に合あうよなあ」

「結婚してくれー」「ロリコンが出たぞ！」「誰か警察呼よんでこい！」

　そんな冗じよう談だんめいたざわめきの中、丸々太ふとった黒人男性──監督と呼ばれていた男は、直立のまま微び動どうだにしない歯車オバケの肩をバシバシと叩たたく。

「シャロン！　すばらしい！　君こそ歯車の化け身しんだ！　既すでに他のシーンの編集は終わっているが……君の動きは完かん璧ぺきだったよ！　その年でそこまで動ける奴やつはそうはいない！　顔こそは出ないが、君の動きはそれだけで一つの財産だ！　どうかね、やはり君もお姉ねえさんのように、役者としてだね……」

「……」

「っと、悪い悪い、その話はしない約束だったな！　すまんすまん。とにかく、君は自分の仕事を完璧に、いや、完璧以上にこなしたということだ！　それだけは真実だと、監督であるこのジョン・ドロックスの名にかけて保証しよう！」

「……どうも」

　ジョンと名乗った『監督』のテンションとは裏うら腹はらに、鏡かがみのような輝きの仮か面めんの奥からは、そんな非常に短い答えが返ってくるだけだった。

　監督はそこで満足そうに頷うなずくと、今度はグルリと少女の方を振り返って──一ひと際きわ高いテンションで少女の演技を賞しよう賛さんする。

「そして断言しようッ！　芸術とは何かを！　クローディア！　君がこの地球上、いや、この宇宙にただ存在する、その事実が既すでに最高の芸術だッ！」

　言われた方の少女も──

「ありがとうございます！　監督！」

　と、満まん面めんの笑えみをもってそれに答える。

　まだ幼さは残るが、一本芯しんの通った笑顔。

『確かつ固こたる自信と世界からの祝福に満ちあふれたその少女は、まるでその笑顔を夕暮れの空に見せつけているかのようだった』

　──と、翌よく日じつの芸げい能のう新聞の一つに書かれる事になるのだが──

　つまりは、この少女はそういう存在だった。

　全米でも名の知れた、『売れっ子なのに仕事を選ばない』という名めい子こ役やく。

　クローディアと呼ばれた少女の笑顔は、監督だけでなく周囲のスタッフにまで生きる希望を与え続けた。




　　　　⇔




30分後




「お疲れ様！　今日も大変だったわね！」

　スタジオ内の控え室。

　その中でも一際豪ごう華かな一室に戻った少女は、中にいた影に声を掛ける。

　先せん刻こく監督にシャロンと呼ばれていた歯車オバケが、撮影時じのままの姿でそこにいた。

「ねえシャロン。貴方あなた、いつまでそのスーツを着てるつもりなの？」

「……」

「ああ、でもそれ格かつ好こういいからそのままでもいいかも！」

　クスリと笑う少女の前で、歯車オバケは自らの手でその仮か面めんを脱ぎ始めた。

「あれ、やっぱり脱いじゃうんだ。もったいないなあ。ねえ、ギャラを少し返す代わりに、それ、貰もらえないかしらね？」

「……」

　中から現れたのは、黒い髪かみの少年。

　染めているのか、髪の毛の生はえ際の方にはうっすらと赤い色が見えている。

　しかし、二人の顔には良く似た金色の瞳ひとみが開かれており、恐らくは血けつ縁えん関係であろうと思わせる。

　年ねん齢れいは共に十代前半から中ちゆう盤ばんといった所であろうか。

　まだ十分に子供と言える年齢である二人は、年齢とは不ふ釣つり合いな程ほどに大きな控え室に投げ出されている状態だった。

「……」

　歯車スーツを脱ぎながら、無表情で部屋の周囲を見回す少年。

　そんな彼の言葉を代弁するように、クローディアと呼ばれていた少女が口を開く。

「もっと狭い部屋でいいって言ったんだけどね。メイクさんとかいなくなったら、本当にガランとしちゃうわよね、ここ」

「……」

　相変わらず無む口くちの少年だが、少女は構わずに話し続けた。

「それにしても、最近の技術は凄すごいわよねえ。あんなにリアルな鮫さめを空中に泳がせるなんて。私、あの鮫のアニマロイドすっごく気に入っちゃった！　作るとしたらいくらぐらいかしら？」

「……ＶＦＸにすればいいのに」

　ボソリと呟つぶやいた少年に、少女は解わかってないわね、というように首を振る。

「あの質しつ感かんがＣＧよりも温かみがあっていいんじゃない。それに、空のワイヤーを消すのにはちゃんとＣＧを使うらしいわよ？　ああ、あの鮫くん、私の部屋の天てん井じようから飾りたいなあ！」

　胸の前で手を合わせてクルクル回るクローディアを余よ所そに、少年──シャロンはテーブルに置かれていたパンフレットを拾いあげる。

「……」

　少年は口を閉ざしながら、その内容に目を通す。




『奴やつらは、空を食い尽くす！




　行方ゆくえ不明となった父を捜しにカリフォルニアにやって来たカーリーと娘のアイーシャは、そこで父の残したノートを見つける。そこに書かれていたのは、魔ま術じゆつめいた奇き妙みような紋もん様ようと、引ひき金がねの存在しない銃が一いつ丁ちようのみだった。そして、父の謎なぞを追う母はは子この前に、突とつ如じよとして『空を泳ぐ鮫さめ』の群れが襲おそい掛かる！　──だが、そんな彼女達の前に現れたのは、全身を歯車に包んだ奇き怪かいな英雄だった！




　ジョン・ドロックス監督作品

　大だい好評コミック『モード・ギアーズ』シリーズ

　映画化第２弾だん【シャーク・フライト】！





２００３年春、マクダネルカンパニー配給　全世界同どう時じ公開予定』






　コメカミを押さえて溜ため息いきをつくシャロン。

　彼の吐と息いきの意味を知ってか知らずか、クローディアはポン、と少年の肩を叩たたく。

「それにしても本当にお疲れ様！　シャロンも少しは休んだら？」

「……」

「私ねー、ほら、前作だと私はいなくって、スーツの中の貴方あなただけが関わってたわけじゃない？　シャロンはあくまでスーツアクターだから、声とかは別の人がやるって解わかってたけど……まさか、本当に中身を全ぜん部ぶ貴方がやってるとは思ってなかったわ」

「……」

　少女は一気にまくし立てるが、少年は返答をせず沈ちん黙もくを続けていた。

　だが、少女はそれを全く気にせず、自分の言葉を一方的に投げかける。

「それに、もっと特とく撮さつとか使ってると思ってたのよ？　それなのに、いざ共演してみたら、本当に中身は全部貴方で、しかもＣＧとかワイヤーとか殆ほとんど使ってないじゃない！　シャロンの方が主役みたいなものなんだから、せめて自分を大事にしなさいよ」

「……」

　無言で首を振る少年に、少女はムウ、と顔を曇らせた。

「あのねえシャロン。弟なら姉の言う事ぐらい聞きなさいよ。あなたがスタントマンなのは解ってるけど、それでもケガされたら私がその、えーと……困るんだから！」

「……ごめん」

　少年は、まっすぐな瞳ひとみで実の姉であるクローディアに謝しや罪ざいする。

　イジケや怯おびえは全く感じられず、冷静に『自分の方に非がある』と判断しての謝罪に、姉としてはそれ以上強きよう制せいする事ができなくなった。

「そこでそういう目で謝らないでよ。……怒るに怒れないじゃない」

　ますます顔を曇らせたクローディアだが、すぐに気を取り直して顔を上げ──弟の頭をワシャワシャと撫なでる。

「ねえ、本当に貴方あなたも俳優になるつもりはないの？」

「……」

　無言のままコクリと頷うなずく。

　やはり、なんの迷いも妥だ協きようもない目だった。

　金色の瞳ひとみにまっすぐ見つめられて、少女は笑いながら言葉を返す。

「まあ、シャロンらしいって言えばらしいけどね」

　言いながら、少女は手て近ぢかにあった映画雑ざつ誌しの表紙に目を向ける。

　そこには、『世界に受け入れられた少女』という煽あおり文と共に、少女自身の顔が大きく印刷されていた。恐らく、スタッフが気を遣つかって置いていったものだろう。

　だが、それを見た少女は首を傾かしげながら呟つぶやいた。

「これ、間違ってるわ。まあ、褒ほめてくれてるのは嬉うれしいから気分はいいけど」

　雑誌をパラパラと捲めくりながら、少女は自信に満ちた笑顔で口を開く。

「世界が私を受け入れてるんじゃないわ。私が世界を受け入れてるの！」

「……」

「だって、私が生まれた瞬間から、世界は私のものなんだから！」

　あからさまな世よ迷まいごとを言い出す姉に、弟はただまっすぐな瞳ひとみを向ける。

　少年は解わかっているのだ。それが、強がりでもワガママでもなく、姉にとっての真実であるのだと。

　蔑ねたみも尊そん敬けいもせず、ただ見つめ続ける少年に、姉は自信に満ちた声を浴びせかける。

「いーい？　この世界は私の思い通りになるんだから！　できるって言ったらできるの！　できなかったらできるまで努力！　そうすれば全ては叶かなうんだからね！」

「……」

「なんとか言いなさいよう！　あんただけは、私の世界の特等席せきに座らせてあげるんだから、ちょっとは可愛かわいい事でも言いなさい！」

「……」

　理り不ふ尽じん極まりない姉の言葉に、弟は嫌な顔一つせずに暫しばし考え──

　やがて、姉の目をまっすぐ見つめ、彼なりの答えを口にした。




「……にゃあ」




「なっ」

　あまりにも予想外がいだった『可愛い事』に、姉はビクリと体を震わせ──

「……う、うう。ちょっと可愛かわいいじゃないの。合格よ」

　弟の行動に顔を赤くした姉と、全く表情を変えない弟。

「全くもう、今じゃロボットだってもっと表情豊ゆたかだっていうのに……言葉だけじゃなくて、なんか可愛い表情でも作ってみなさい」

　またぞろ無む茶ちやを言う姉に、シャロンはキョロキョロと周囲を見回し──先せん刻こくまで姉が持っていた雑誌を手にとり──

　それをクルクルと丸めて、望ぼう遠えん鏡きようを覗のぞくように目にあてがい、姉の顔をじっと見つめ始めた。

「……」

　ただし、肝かん心じんの表情は無む表情のままだったが。

「……。か、可愛い……に入るのかしらこれって？」

　どう反応していいのか解わからないクローディアに対し、弟は続いて吹き矢のように丸めた雑誌を口に当てる。

「ああもう！　ますます反応に困るけど、なんか子犬みたいで可愛いからＯＫよ！」

　ビシリと親指を立てる姉に、弟はどこか安心したように、僅わずかに微笑ほほえみを浮かべて見せた。

「……ッ！　ちょッ！　反則よ！　そこで笑うのは可愛すぎて反則なんだから！」

　全く予想外がいに笑顔を向けられた姉は、完全に体を固まらせて、相手から丸めた雑誌を奪い取ってそれで相手の頭を叩たたこうとする。

　そして、それを無表情のままヒョイヒョイと避ける弟。

　何度も空からぶる感かん触しよくに、ますます顔を赤くしていたクローディアだが──

　ふと、その視し界かいの隅すみに、丸々太ふとった黒い肌はだの男が立っていることに気が付いた。

「あ、監督」

　思わず動きをとめ、姉弟揃そろって闖ちん入にゆう者しやの方を向くが──

　同時に、『シャーク・フライト』の監督であるジョン・ドロックスは、そのままガクリと膝ひざを落とし──この世の終わりかという表情で雄叫おたけびを上げる。

「ノォ────────────────ッッッッ！」

「……？」

「どうしたんですか？　監督？」

「うおおおお……弟の前で子供らしさを取り戻す大人おとなびたリトル・ハリウッドスターッ！」

　きょとんとする少年と少女の言葉を遮さえぎり、いい大人である監督は勢いよく床を叩きながら己おのれの後こう悔かいを口にする。

「最悪だ……私という奴やつは！　何な故ぜ！　今、カメラを持ってこの部屋に入ってこなかったのだ！　今の君達のやりとりは私の今まで撮とってきたどんな映像よりもファンシーな光景であったというのに！　どこまでもリアル！　憎にくたらしいほどにナチュラル！　こんなチャンスにカメラを持ってこないとは、映画の神は既すでに私を見み放はなしたか！　神よ……ああ、神よッッ！　何故私にこんな試し練れんを！」

　監督の素直な叫びに、姉弟は顔を見合わせ──あまりの監督の号ごう泣きゆうに、自分達は恥ずかしがるべき所なのかどうか解わからぬままその場に立ちつくす事にした。




「えーと、あの、恥ずかしい所を見せてすみませんでした監督」

「……すみません」

　本来ならば謝る事ではないのだが、姉弟はとりあえず監督の顔を立てる事にした。

「ああ……いや、すまない、落ち着いたよ……。それにしても君達、ドアを開け放ったままあんなやりとりをしているなんて反則だろう。せめてノックができていれば、私は君達の可愛かわいげの在りすぎる行動に気付かぬまま過ごす事ができたというのに……！」

　ようやく落ち着いた監督は、そう言いながら先せん刻こくの光景を思い出している。

「……次の作品はホームコメディにするかな……。姉弟の間の禁きん断だんの愛。やがて二人の関係は親子の間にも軋あつ轢れきを……」

「それ、コメディじゃないですよね？　サスペンスですよね？　あと、別に私達禁断の愛とかそういうのは全く無いですから、パパラッチにそんなこと喋しやべったら契約切きりますよ？」

「……」

　ニッコリと微笑ほほえむクローディアと、冷たい視線のままコクコクと頷うなずくシャロンに、ドロックスはいかんいかんと首を振る。

　熊くまと子こ豚ぶたを合わせたような愛あい嬌きようのある顔をピシャリと叩たたきながら、監督は本来の用件を伝える事にしたようだ。

「ああ、そうだな、次回作の話はまた今度だ！　それよりも今回の『シャーク・フライト』の宣伝だが──今度、宣伝の一いつ環かんとして日本に行くという話はしていたね」

「はい、一ヶ月も予定を開けろって言ってましたから、私は大丈夫ですけど……」

　監督はその答えに満足したように頷うなずき、たぷんとした腹をポンと叩いて揺らしながら、豪ごう快かいな笑いと共に企画書を二つ取りだし、それぞれに渡す。

　そこには力強い字じ体たいで、分かり易やすい文章が記き載さいされていた。




『双ふた子ごの豪ごう華か客船【エントランス】におけるシャーク・フライト宣伝（ついでにＤＶＤの特とく典てん映像を撮とっちゃおう）大だい作戦について』




　と、正式な企画書とは思えない程ほどに分かり易い文章が。













序章　黒幕は運命を模倣する







　私の名前はコピーキャット模倣犯。

　私は単なる模倣犯コピーキヤツト。

　私はしがない犯罪者。




　さあ、繰り返そう、繰り返そう。

　あの事件を繰り返そう。

　まずは駒こまを揃そろえましょう。

　次は鍋なべに投げ込みましょう。

　鍋には蓋ふたをかけましょう。

　火ではなく水で煮によう。

　燃えて溺おぼれてどんぶらこ。

　あの時の事件を真ま似ねましょう。

　観みたかったものを観る為ために。




　私の名前はコピーキャット模倣犯。

　私は単なる模倣犯コピーキヤツト。

　私はしがない犯罪者。

　コピーすべきは個人にあらず。

　写すべきは行動にあらず。

　模も倣ほうすべきは、悪あく意いと偶然。

　偶然を模倣した時、私は神のコピーになるのでしょうか。

　神なら世界を作りましょう。

　再現しましょう。再現しましょう。

　一つの世界を再現しましょう。

　あの時の豪ごう華か列車を再現しましょう。

　閉じられた世界を再現しましょう。

　もしも上う手まくいったなら、静かに両手を叩たたきましょう。

　自分の為に、自分の為に。




　ＬＡＬＡＬＡ　ＬＡＬＡＬＡ　ＬＡＬＡＬＡＡＬＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＦＤＡＩＪＤＪＡＩＯＳＩＪＡＩＯＪＦＩＡＩＨＤＳＦＡＵＧＹＡＷＧＹＵＡＪＩＮＪＦＤＪＫＬＨＦ０ＱＷＡＩＪＳＤＡ９─ＷＱＡＩ＠ＡＳＫＤＫＡＯＪＤＪＩＯＰＧＡＤＯＰ３Ｑ９─０─９ＫＯ＠ＡＤＡＹＧＷＹＧＡＵＨＡＪＩＯＪＩＯＤＳＡＩＪＩＤＪＡＳＩＪＯＳＡＪＩＯＡＤＳＫ＠

　楽しい　わくわくしてきた

　わくわくわくわくわくわくわくわくわくわくわくわくわく

　文字にするだけで絶ぜつ頂ちように達しそうだけど恥ずかしいのでもう消す事にしよう




　　　　⇔




『事件』の起こる一ヶ月前──




　そこまでキーボードに打うち込んで、人ひと影かげは静かに笑う。

　笑いながら、バックスペースキーを押す。

　押す。押す。叩き押す。

　押しっぱなしにすれば消えるという事を理解した上で、楽しそうに──押す。

　カタカタカタカタ　カタカタカタカタ

　リズミカルにリズミカルに、ただバックスペースキーを押し続けるその人ひと影かげは──楽しそうに笑いながら、既すでに真まっ白しろになったキーボードを叩たたき続けた。

　本当に本当に、心の底から楽しそうに。




　ガタガタガタガタ　ガタ　ガタ　ガチャリ
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「でかっ……！」

　それが──童どう顔がんの青年が言い放った、最初の感想だった。

　と、そう口にしてから思わず口を噤つぐみ、慌あわてて周囲に目を向ける。

　そして、コホンと咳せき払ばらいをしてから今の言葉を無かったことにするように、必要以上に優ゆう雅がな声を紡つむぎ出した。

「ふむ……なんというか、雄ゆう大だいだね。この大たい海かいと青空に挑いどむにはピッタリといった所かな」

　眼鏡めがねを掛けた青年は、そのまま爽さわやかな笑顔を浮かべたのだが──

　そんな爽やかさとは逆の、笑いを堪こらえる声が背後から聞こえてきた。

「くっ……も、もう駄だ目めっ……！　アハ、アハハっ！」

　子供らしい無む邪じや気きな笑い声に、眼鏡の青年はビクリと体を震わせる。

「ど……どうしたんだい、チェス」

「だ、だって……！　フィーロお兄にいちゃん、無理しすぎだって……！」

　チェスと呼ばれた少年は、笑いをかみ殺しながら、目の前の青年を見上げて口を開いた。

「それにさ、フィ、フィーロお兄にいちゃん……タキシードが似に合あわないったら……！」

「う……。そ、そうか？　そんなに似合わないかな……。ていうか、今いま更さら言わないでくれよ」

　自分でも似合わないと思っているのか、タキシードの青年──フィーロ・プロシェンツォは、伊だ達て眼鏡めがねを外して眼鏡ケースに入れながら、自分の服装をマジマジと見つめる。

「なあ、エニスはどうおも……」

　そう言いながら右を向き、フィーロは体を強ばらせる。

　傍かたわらに立つのは、もうかれこれ70年以上の付き合いとなる、見知った女性の姿だった。

　１９３０年の事件により、『不ふ死し者』と呼ばれる存在となったフィーロは、それからずっと一人の女性と共に暮らしている。一年後からは、同じく不死者である少年、チェス──チェスワフ・メイエルもその輪に加わり、弟ができたようだと喜びながら長い時を過ごしてきた。

　人間にとっては一生。不死者にとっては一いつ瞬しゆんかもしれない時を。

　そして、50年ほど経たった所で、フィーロは勇気を出してその女性にプロポーズをし──結果として、彼女は今も彼の隣となりに佇たたずんでいる。

　エニス。

　エニス・プロシェンツォ。

　フィーロの妻である彼女は、顔つき自体はフィーロとそう違わない年ねん齢れいに見えるが、その落ち着いた雰ふん囲い気きから、夫よりも幾いく分ぶん年上に見られる事が多い。

　そして、当のフィーロは、自らの妻の格かつ好こうを見て時間を凍り付かせたのだ。

　胸元が少し開いた、質しつ素そだがそれ故ゆえに中身の美しさを際だたせるデザインのドレス。

　腕が大きく露ろ出しゆつしており、普段はスーツを纏まとう彼女とは全く違う印いん象しようとなっている。

　無む論ろん、フィーロはエニスの腕や胸元を見たことが無いわけではなかった。

　夜は流石さすがに薄うす着ぎになるし、チェスと彼女で海やプールに行った時の写真なども見た事はある。

　だが、こうして明るい太陽の元で、しかも初めて着るドレスを纏って現れた彼女の姿は、フィーロの想像を遙かに超えて刺し激げき的だった。

　当のエニスは、自分に釘くぎ付づけとなっているフィーロの視線に気付き、恥ずかしそうに俯うつむきながら、

「あの……似合いませんか……」

　と、どこか申し訳なさそうに言葉を紡つむぐ。

「なっ……！　そ、そんなことは無いさエニス！」

　フィーロは慌あわてて手を振り、自らの妻に首を振る。
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　その仕し草ぐさはまるで初恋相あい手てに対するウブな少年のようで、とても70年以上付き合っている関係には見えなかった。

　眼鏡を掛けていた時はかろうじて『青年』という雰囲気だったが、今や仕草も合わせて、フィーロは少年といっても通る状態である。

　彼は、そんな若々しい顔で、改めて目の前に聳え浮かぶものを見上げる事にした。




　それは──『巨大』という言葉が何よりも当てはまるものだった。

　優ゆう雅が、豪ごう華か、絢けん爛らん、壮そう麗れい。その全てを表現している存在だったが、それよりも何よりも、まず『巨大』という言葉が当てはまる物だった。




　豪華客船『エントランス』。




　リゾート地の真新しいホテルをそのまま海に浮かべたような、海上の王室宮きゆう殿でん。

　数年前に日米の巨大企き業ぎようによって合同で建造された、世界でも指折りのクルーズ客船である。

　世の中の贅ぜい沢たくを全て吞み込んでいると言われ、様々なイベントに備えて客船であるにも拘かかわらず、車が走り回れる程ほどの巨大な貨か物もつ倉庫も設置している特殊な船だ。

　過去に船内で国際モーターショーなどを開かい催さいした経験もあり、旅船としてよりも、イベント会場として有名な面がある。

　だが──その船には、もう一つ特とく異いな点が存在した。




　姉妹船せん『イグジット』




　全く同型の客船が一いつ隻せき存在し、それぞれ『楽らく園えんへの入口』と『日常からの出口』という意味合いを持って、『エントランス』『イグジット』という名を冠かんしている。

　この二隻の特性を最も如によ実じつに表すのは、太平洋や大西洋の横おう断だん航行時じに行われる『すれ違い』であり、二隻の船が互いの見える距離からお互いに花火を打ち上げてそれぞれの船旅を祝福しあうというものだ。

「ふーん……同じ船なんか観みて面白いもんかね？」

　パンフレットを見た時はそう言っていたフィーロだったが、実際にこの船を目の前にしてからはそのイベントにも素直に頷うなずける。

　──確かにこりゃ、船を観るだけでも十分に楽しめるかもな。

　全長３０６ｍ

　全高55ｍ

　全幅52ｍ

　貨か物もつ倉庫やイベントステージの広さのせいで、乗員の定員は同じ規模の船よりも幾いく分ぶん少なくなっているが、それでも二千五百人を超える乗客と千人を超える乗組員を擁ようする事ができるのだという。

　並の高層ビルを横よこ倒だおしにしたところで、その大きさには追いつかないだろう。

「海上の城、とはよく言うけどな……。こんなにでかい城なんてそうはないぜ？」

　眼鏡めがねを外したフィーロは、外見のままの若々しい言葉使いで感かん嘆たんの声をあげた。

　一方で、エニスもその白い壁を見上げながら、

「私も……一世紀足たらずでここまでの物ができるとは思っていませんでした」

　と、長年生いきてきた経験からの感想を漏らす。

「そうかな。僕からすればこの国の開かい拓たく時代の方が凄すごかったと思うよ。線せん路ろなんか、本当にわけの解わからない勢いで張り巡らせてたからね」

　後ろから声を掛けてきたチェスは、この巨大な船を目の前にしても冷静なままだ。

　フィーロはそこで、明らかに自分より年下の少年が、実際は自分達より２００年以上長い時を生きているのだと思い出す。

「そんなこと言われても、俺達はその頃まだ生まれてないからな？」

「少しは年ねん長ちよう者を尊そん敬けいする気になった？」

　フフンと得意げな顔をするチェスの頭を、フィーロは左手でワシャワシャと搔かき乱す。

「調子に乗るなっ」

「わあっ」

　髪かみの毛をクシャクシャにされたチェスは、そのままフィーロの手から逃れてエニスの後ろに身を隠かくす。

　そんな二人の様よう子すを見て柔らかい笑えみを浮かべるエニス。

　傍はたから見ても微笑ほほえましい光景を目にして、フィーロは──

　──ああ、なんか良い感じだなあ。

　いかにも家族らしい雰ふん囲い気きだと思いながら、しみじみと幸せを感じていた。

　──チェスも、なんだかマイザーさんとの旅行から帰ってきてから明るくなったみたいだし……何か良いことでもあったんだろうなあ。

　半月ほど前、不ふ死し者である過去の仲間達を巡る旅から帰ってきたマイザーとチェス。

　それまでの数十年間、チェスはどこか周りと壁を作っていて、それを隠すように子供らしい演技を続けているような節ふしがあった。

　だが、帰ってきてからは不ふ思し議ぎとそうした壁が消えていた。

　前は自分がフィーロ達よりも年上だと思わせる素そ振ぶりは一いつ切さい見せなかったのだが、最近では先せん刻こくのようなジョークも自おのずと口にするようになった。

　フィーロは気になってマイザーに尋たずねたのだが、『エルマーに感謝しないといけませんね』と言っていた。

　エルマー。セラードの知識の中にも殆ほとんど残っていない記き憶おくだ。そもそもセラードは他人を殆ど見ていなかったのだから当然だろうが、セラードが『喰った』他の不死者達たちの記憶の中でも、エルマーはどうにも奇き妙みような人物であるという事がくみ取れる。

　まあ、長い人生、いずれ会うこともあるだろう。

　フィーロはその時に感謝の言葉でも述べようと思い、今はただ、心を開いてくれたチェスをきちんと年上の弟として受け入れる事に専せん念ねんすることにした。

　普段は冷静沈ちん着ちやくなカモッラ組織の幹部として。

　家族の前では──70年前と変わらぬ、一人の不ぶ器き用ような男として。




「それにしても……やっぱりみんな、金持ちの集まりって感じだよなあ」

　周囲を見渡すと、そこでは様々な人種が溢あふれていたが──どの客も、いかにも金を持っているという雰ふん囲い気きに彩いろどられていた。

　かく言うフィーロ達も、『出しゆつ航こうセレモニーは正せい装そうにてお願いします』と手引き書に書かれていたのを見て、ならいつものスーツを着ていくかと思ったのだが──

『フィーロ、ああいう船の正装ってのは、タキシードの事だぞ。普段のスーツは軽けい装そうだ』

　と、自らの主あるじであるモルサ・マルティージョに窘たしなめられたので、思い切ってタキシードというものを新しん調ちようしたのだ。

　先刻チェスに笑われた以外にも、試しに着たまま『蜂の巣アルヴエアーレ』に行ったところ、ランディやペッチョを始め、幹部や若わか衆しゆう、カモッラとは無む縁えんの堅かた気ぎの客にまで笑われる始し末まつだった。

「ったく、マイザーさんまで笑うんだもんな……。アイザックとミリアには『凄すごく似に合あう』って褒ほめられたが、あいつらに褒められるってどうなんだ？」

　現在、マルティージョ・ファミリーの営業規き模ぼは大だい分ぶ縮小している。

　警けい察さつ当局の締め付けや監かん視しが厳きびしくなったのも実じつ情じようだが、人々が昔ほど賭と場ばなどに出かけなくなったのも原因である。

　薬の売買はやらない、という組の方針の為ため、安定した収入源げんはみかじめ料と、裏の顔を隠かくす為ための事業として始めた香こう辛しん料りようの輸入代だい理り店てんとしての収入ぐらいであった。

　とはいえ、それも数年前までの話。

　規模を縮小しているのは確かだが、金に困っているという事はない。

　数年前からモルサが私し財ざいで手を出した先さき物もの取引が大当たりして、その金を使っていくつか『蜂の巣アルヴエアーレ』のチェーン店を立ち上げたのだ。

　その稼か業ぎようが安定し始めたので、マルティージョのカモッラとしての商売の方が副ふく業ぎようのような形になってしまっている状態だ。最近では、店で働きながらもマルティージョの裏の顔を知らない者すら存在する状態である。

　──このまま俺達、堅かた気ぎになっちまうのかなあ。

　昔の自分だったらそんなことは許せないし、反発したことだろう。

　だが、こうして家族を手にして長く生きていると、わざわざ裏の商売をする必要性を感じなくなっているのも事実ではある。

　──まあ、俺は頭とう領りように──マルティージョ・ファミリーに忠ちゆう誠せいを誓ちかった身だ。今後どうなろうと、俺はそれを貫つらぬくだけさ。

　最後までついていこう。どこに最後があるのかなど解わからないが、それまでは、せめて自分の手の届くものは大事にしていくとしよう。

　そこまで考えて、フィーロはハッとして周囲に目を向ける。

　──いや、なんだ俺？　なんでこんな事を今いま考えてるんだろう。

　フィーロは呼吸を整えながら、自分が緊きん張ちようしているわけに気が付いた。

　──やっぱり、こんなに緊張するもんなのかな。

　横にいるエニスの顔をチラリと見ながら、フィーロは軽く拳こぶしを握る。




　──……新婚旅行ってやつは。




　　　　⇔




　ことの始まりは、アイザックとミリアのいつも通りの会話だった。

「ねえアイザック」

「なんだい、ミリア！」

『蜂の巣アルヴエアーレ』店内。

　店に備え付けられたテレビでマリーアントワネットの嫁よめ入いり話の特集が放映されていた時、ミリアが瞳ひとみを輝かせながら声をあげる。

「新婚旅行って、いつまでが新婚旅行なの？」

「そりゃあ、結婚した後の最初の旅行さ」

「そうなの？　何年経たっても？」

「勿もち論ろんさミリア！　愛する二人はいつだって新しいものを見つけるからな！」

「すごおい！」

　いつも通りといえばいつも通りの会話だったが、フィーロはそんなアイザックとミリアに目を向ける。

　──なんだあいつら？　いくらテレビでやってたからって……。とうとう結婚とかそういう話をする気になったのか？

　結婚や家庭などとは無む縁えんであり、ただそこにいるだけで幸せそうだった二人がそんな話をするのが意い外がいと言えば意外で、フィーロはその会話を暫しばし見守る事にした。

　ところが──

　次の瞬しゆん間かん、フィーロはその場にいた事を後こう悔かいする事になる。

「そっか！　じゃあ、フィーロとエニスはまだ大丈夫だね！」

「もちろんさ！」

　ブフ、と口に含んでいたアルコールを噴ふき出し、今のは昼から酒を飲んだことによる幻げん聴ちようであると思いこむ事にした。

　だが、店内の空気がそれを許さない。

「ああん？　なんだよフィーロ。お前、ハネムーンとか行ってなかったのか？」

「道どう理りでまだガキができねえわけだぜ！」

　フヒャヒャヒャと笑うランディとペッチョを始めとして、店内で暇ひまを持て余していた面子めんつが次々と会話に加わり始める。

「ていうか、あいつ、まさかまだ……」

「まあ、無理だろ」

「あいつの奥おく手てさは異常っつーか、もはや男のＤＮＡへの挑ちよう戦せんだろ」

「死ななくなったから子し孫そん繁はん栄えいの本能が薄れたとか……」

「いいや、単に恥ずかしがっているだけだと思うが……。……まあいい」

「マジか。年ねん齢れいで言えば90ぐらいの奴やつがマジか」

「そりゃ逆にエニスの方が可哀かわい想そうだぜ」

「キスまではしたろ」

「おお、俺らも見てたしな」

「あー、そっかそっか。そういや結婚式の時になんか変な連れん中ちゆうが乗り込んできたんだったな。あっちのインパクトの方が強かったから忘れてたぜ」

「あの時は教会の中が血の海になったからな」

「懐なつかしい思い出だ」

　そんな事をゲラゲラと笑いながら話しつつ、徐々にフィーロの周りに集まり始める暇ひま人じん達。

「で、どうなんだよ。まあ新婚旅行かどうかおいといて、どっか旅行とか連れてってやった事はあるのか？」

「い、いや……こっちを離れるわけにも行きませんでしたから」

「なら、私がまた出納係コンタユオーロを引き受けますから、安心して下さい」

「マイザーさんまで！」

　その後も、ワイワイとフィーロを問いつめ始める愉ゆ快かいで不ふ愉快な仲間達。

　フィーロは何かとそうした声を躱かわそうとしていたのだが──

　決定打だとなったのは、珍しく真剣な目つきになったミリアの言葉だった。

「だってねフィーロ。エニスは何も言わないけど、テレビでああいうのが映る度たびに、すっごく真剣な目で見てたんだよ？」




　その台詞せりふに少なからずショックを受けたフィーロは、夜になって家に帰った後、エニスと向き合って咳せき払ばらいを一つ。

「あ、あのな、エニス」

「はい」

　フィーロの様よう子すがいつもと違う事に気付いたのか、エニスも真剣な顔つきになって相手の言葉の続きを待った。

「……」

　沈ちん黙もく。エニスの顔を見て『新婚旅行に行こう』と言い出すのが躊躇ためらわれる。

「どうしたんですか？　フィーロ」

「い、いや」

　立場上は妻である筈はずなのだが、エニスの態度は結婚前も後も変わらない。

　呼び方は『フィーロさん』から『フィーロ』に変わったものの、丁てい寧ねいな言葉使いは変わらない。恐らくそれは例えこの先、娘や息子むすこができたとしても変わる事はないだろう。それがエニスにとって最上級の「気を遣つかわない話し方」なのだから、それを否定するつもりはなかった。

　それでも、この状況でそういった話し方をされるとなんとなく緊きん張ちようする。

　ただ、色々あった結婚式の夜に、プロシェンツォという名前を貰もらった事には喜んでくれていた筈だ。その時のエニスの柔らかい笑顔を思い出し、フィーロは静かに言葉を吐き出した。

「……旅行に、行こう」

「旅行ですか？」

「い、嫌かな」

「いえ、フィーロと一緒なら喜んで」

「……っ！」

　サラリと言ってのけるエニスに、逆にフィーロが面めんを喰らう。

　そんな相手の表情に気付いてか気付かずか、エニスは相手の顔をマジマジと見つめ始める。

「でもフィーロ。どうしたんですか、急に」

「えっ……いや、ほら、その」

　何を言うべきか迷っているその姿に、裏の組織の幹部としての威い厳げんなど欠片かけらも残っておらず、今そこにいるのは、『新婚旅行だ』と素直に言うのが気き恥はずかしいという少年だけだった。

　と──

「ただいま」

　タイミングよく帰ってきたチェスの姿を見て、フィーロは苦し紛まぎれの答えを選ぶ。

「かっ……家族旅行さ！」

「？」

　何事かとこちらを見るチェスに対し、フィーロは勢いよくまくし立てる。

「ほら！　あれだ！　田でん九く郎ろうさんって人が日本にいるかもって話だろ？　いやー、偶然！　丁ちよう度ど今月さ、チェスとマイザーさんが帰ってきた日に、俺、カメラマンの日本人と仲良くなったんだよ！　いつか遊びに来てくれって言われてて、でも、一人旅たびってのもあれだなって！」

　カクカク顎あごを震わせながら、次から次へと自分でも思い浮かばなかった言葉が飛び出し──

　結果的に、本当に言いたかった事だけは口にすることができた。




「だから、ほら、折せつ角かくだからみんなで行こう！　みんなで！」







　翌よく日じつ──

　事情をランディ達から聞いたモルサが『そういや、まだ結婚祝いわいをやってなかったな』と、日本行き客船の旅券を三人分どこからか都つ合ごうをつけ、フィーロ達に買い与えてくれたのだ。

　その時は勢いよく『ありがとうございます！』と受け取ったが、ネットでその客室の値段を見た時、フィーロは30年間『出納係コンタユオーロ』をやっていた身として目め玉だまが飛び出しそうになった。

　一人につき一万ドルを超える料金のスイートルーム。

　思わず『頭とう領りよう！　このお金の出で所どころを吐いて下さい！』と問いつめに行きかけたが、何か恐ろしい答えを引き出しそうだったので敢あえて聞かない事にした。

　──そもそも、３万ドルの金がありえないっていうギャング組織ってのもあれだけどよ……。

　頭とう領りようにはもう一いつ生しよう頭があがりそうにないなと確信しながら、夫婦と年上の弟おとうと分ぶんという奇き妙みような『家族』は、太平洋の上を漂う事になったのである。




　　　　⇔




　それから２週間後。

　いよいよ船に乗り込むとあって、フィーロはパスポートなどを確認しながら何度も気を落ち着かせる。偽ぎ名めいを記す事ができないというルールを持つ『不ふ死し者』にとって、トラブルを避ける為ために一いつ箇か所しよだけパスポートを偽ぎ造ぞうする必要がある。

　すなわち、年ねん齢れいだ。

　以前別べつ件けんでイタリアに行った際、70を超えた年齢が記されているパスポートを見て、確認を取るまでに一日拘こう束そくされる事となった。その際、国際電話越ごしにヴィクター・タルボットから『何な故ぜ事前に相談しない！　貴き様さまはどこまで俺に迷めい惑わくを掛けるんだ？　ああ？　そっちで何かトラブルを起こして俺に責任が及んでみろ、今は観光施し設せつになったアルカトラズの地下にもう一度埋うめてやるぞ！』と怒ど鳴なられた。

　もっとも、それは『ＦＢＩのヴィクターって奴やつに確認を取ってくれ。奴が保証人だ』と言ったフィーロにも非ひがあるのだが。

　今回はそんな事が無いように、事前に裏に手を回して、年齢部分だけ偽造を施ほどこしている。

　住所や本名は『不死者』としての制せい約やく上じよう偽造することは不可能だが、年齢ならばなんとか他者に偽造してもらえば公こう文ぶん書しよを誤ご魔ま化かす事はできるらしい。おそらく、他の不死者を探すのに年齢は関係ないという配はい慮りよからだろう。

　同じように、チェスやエニスも、不自然な年齢とならないように偽造した。

　──ああ、これで完かん璧ぺきだな。

　そう思って、フィーロは意気揚よう々ようと出国審しん査さに挑いどむ事にしたのだが────




「ところで、船内ではバー以外にアルコールの販売は行っているのですか？」

　コホンと咳せき払ばらいをし、大人おとなびた口く調ちようで尋たずねるフィーロに、案内嬢じようはクスリと笑って、一言。

「船の上でも、未み成せい年ねんのお酒はご遠えん慮りよいただいております」

「……パスポートの年齢を見て頂きたいのですが」

「あら!?　25歳ですか？　すいません、てっきり未成年の方かと……！」

　受付嬢にそう言われたフィーロは、怒りを向ける事もできず、落ち込みながら船のゲートを潜くぐる結果となった。




　　　　⇔




「やっぱり25は見み得えを張りすぎだと思うよ？　フィーロお兄にいちゃん」

　エニスが係の人間と荷物の持ち込みについて話し込んでいると、チェスがクスクスと笑いながら話しかけてきた。

「黙っててくれ。眼鏡めがねを掛ければ大人おとなびて見えるっていう自じ負ふはあったんだ」

　溜ため息いきをつきながらエニスを待つフィーロを、チェスは意味ありげに笑いながら睨ねめ上げる。

「それにしても……まんまと僕をダシに使ってくれたよね」

「なんの事だ？」

「家族旅行だなんて言って、本当は新婚旅行のつもりなんでしょう？」

　エニスに聞こえないように小声で言うチェスに、フィーロは全身を強こわばらせる。

「なっ……！」

「大丈夫だよ、フィーロお兄ちゃん」

　チェスはフィーロの耳元に口を近づけると、少し大人びた微笑を浮かべながら、意い地じ悪わるそうに呟つぶやいた。

「僕、船の中ではなるべく二人を邪じや魔ましないようにしてあげるし、夜は映画館にでも籠こもっててあげるからさ」

「っ！　っっっ……！」

　口をパクパクさせて反論しようとするフィーロだが、そこにタイミングよくエニスが戻ってきたので、再び沈ちん黙もくせざるを得ない。

「フィーロ、どうしたんですか？　顔色が悪いですが」

「きっともう船ふな酔よいしたんだよ」

　ケラケラと笑うチェスを見て、フィーロは確信し、そして驚きよう嘆たんする。

　目の前の少年は、確かに自分よりも遙かに老ろう練れんたる人生の手て練だれであるのだと。

　もっとも、今のフィーロならば本当の子供にもあっさり騙だまされそうではあるのだが。
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　日本に行くという事で、審しん査さもきちんとパスした三人は、船の縁へりから港の様よう子すを見下ろしている。

　部屋に案内されたフィーロは、そこが今まで自分が泊とまったあらゆるホテルの部屋よりも広く、かつ豪ごう華かであるという事実に目眩めまいを感じ、荷物だけを置いてデッキへと逃げ出したのだ。

　30年に渡ってマイザーの代わりに組織の金の出入りを計算していたため、それがどれだけの価か値ちがあるものなのか一ひと目めで解わかる。

　──にしても、エニスやチェスはともかく……本当に俺は場ば違ちがいだなあ。

　──エニスが綺き麗れいなのはいいとして……チェスはなんでタキシードを着き慣なれてるんだよ。

　そんな愚ぐ痴ちを頭から振り払う為ため、船の柵さく越ごしに下を見下ろし、改めてフィーロはこの船の大きさに気付かされた。

　ちょっとしたビルの屋上から見下ろす先には、人が蟻ありを思わせる大きさでワラワラと動き回っている。

　それを眺ながめていると、『本当に自分の立っているモノが海の上を動くのだろうか？』という気持ちにさせられ、改めて船の全景を見直した。

　自分達は今、船せん首しゆ部分のデッキに立っているが──この位置は、高さから言えば中間の位置に過ぎない。

　船の上部でもっとも広いスペースが取られているのは、船の中央部にある、船首よりも高く作られているスペースだ。

　まだその部分に上がってはいないが、その部分には流れるプールやテニスコートまで存在しているそうだ。

　──後で行って見……っ!?

　──なんだありゃ？

　船首部分から船の上部を見上げ、フィーロは目を丸くした。

　船の横に据すえられた巨大なクレーンによって、一つの巨大な物体がこの船首部分に降ろされようとしている。




　それは──全長10メートルを超えようかという、一匹の巨大な鮫さめだった。




「なっ……なんで鮫が？」

　声を上げているのはフィーロだけではなく、周囲にいた客達も一いち様ように声を上げている。

　だが──それは恐怖によるものではなく、寧むしろ歓声と言えるものだった。

「何だ……？」

　フィーロの目の前で、巨きよ大だい鮫がゆっくりと降ろされ──デッキの中央にある台だい座ざへと降ろされていく。

　そこでは何人もの作業員が台座と鮫を合わせる作業に勤いそしんでおり、周りでは何人かの客が写真を撮とっている。

「あー、あれが例の奴やつかぁ」

「凄すごいですね……あれがロボットだなんて」

「ろ、ロボット？　例の奴って？」

　事情を知っていそうなエニスとチェスに尋たずねるフィーロ。

「あれ？　知らないのフィーロお兄にいちゃん。この船、日本に着いた後にそのまま映画の宣せん伝でん会場になるんだってさ」

「私もそう聞きました。それで、アニマロイドの鮫さめを運うん搬ぱんして、航こう海かい中も何か色々イベントを行うかもしれないと……」

「そうなのか……全ぜん然ぜん知らなかったなあ」

　事情を吞み込み、改めて巨きよ大だい鮫に目を向けるフィーロ。

「にしても、本当に今のロボットって凄すごいよな、本物と全然見み分わけが付かない。……ところで、一体なんの映画の宣伝なんだ？　『ジョーズ５』とか？」

「えっと、僕も良く知らないんだけど……手引き書に書いてあったよ」

　そう言われて、フィーロは自分が事前に送られていた船内案あん内ないの手引きを持っていた事を思い出す。懐ふところからそれを出して開くと、中に別紙が挟まっており、そこには『モード・ギアーズ』というシリーズ名と【シャーク・フライト】というタイトル名が書かれていた。

「ん？」

　そのタイトルに聞き覚えがあったフィーロは、じっくりとその紙の内容を読もうとしたのだが──




「フィーロおじさん！」




　と、自分を呼ぶ少女の声に気付き、何事かと振り返る。

　するとそこには──赤あか毛げの少女が目を輝かせて立っており、やや後ろには、機械のような表情をした少年が立っていた。

「……クローディア！　それにシャロンも！」

　フィーロは一いつ瞬しゆん驚いた顔をして──続いて、喜びを顔に貼はり付ける。

「ははっ！　ひっさしぶりだなあ！　一年ぶりぐらいか？　そっか！　この映画ってあれか、シャロンが中身やってる奴やつか！　そういや続編でクローディアも出るって言ってたよな！　いやー、調子が良さそうで安心したよ」

「ええ！　おじさんも元気そうで何よりね！」

　少女はその場でクルリと回り、ドレスの裾すそを両手で広げながら軽く一いち礼れいしてみせた。
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「何な故ぜ回る？」

「ドレスを見せびらかしたかったの！」

　ストレートな物言いに、フィーロは苦く笑しようしながら溜ため息いきをつく。

「お久しぶりです、クローディアさん」

「わあ！　エニスも久しぶり！」

　エニスとも顔かお見知りなのか、少女──クローディアは表情を輝かせる。

　彼女はエニスの事はそのまま呼ぶが、フィーロには年上の男として礼れい儀ぎをただす。

　おじさん扱いされる事など滅めつ多たにないので、フィーロはそうされる事が気分よくて仕方ない。

　上じよう機き嫌げんになったフィーロに対し、少女は笑顔のまま尋たずねかける。

「でもビックリ！　二人がこの船に乗ってるなんて……旅行？」

「二人？　いや、チェスも……あれ？」

　フィーロが周囲を見渡すと、いつの間にかチェスの姿が消えていた。

　遠くを見ると、デッキから船内に入る入口の所に小さなタキシードの影が見える。

　それに気付いたのか、クローディアは頰ほおを膨ふくらませながら口を開いた。

「もう！　チェスったらあからさまに私を避けるんだから！」

「なんだか知らないが、昔っからチェスは赤あか毛げの奴やつが苦にが手てみたいでさ」

　言いながら、フィーロはふと思い立ち、クローディアに世せ間けん話ばなしを持ちかける。

「ところで、曾ひい爺じいちゃんと曾ひい婆ばあちゃんは相変わらず元気か？」

「ええ！　曾お婆さまも元気ですし、フェリックスの曾お爺さまは相変わらず、曾お婆さまに海かい賊ぞくの宝ほう剣けんをプレゼントするんだって言って、カリブ海で沈ちん没ぼつ船せんを引き上げてるわ」

　幼おさな馴な染じみの曾ひ孫まごである少女の話を聞き──フィーロは、相手の顔を思い出しながら苦く笑しようした。




「……クレアの野や郎ろう、もう90過ぎなのによくやるよな……」




　　　　⇔




　フィーロが友人の子し孫そんと談話を続ける光景に──デッキの少し離れた場所では、小さなざわめきが巻き起こる。

「ヘイ、見ろ」

「あん？」

「クローディアだよ！　あれ、クローディア・ウォーケンじゃねえか!?」

「……またお前は冗じよう談だんばっかり」

「こいつ、この前も南なん米べいでトラボルタを見たとか抜かすしよ」

　騒いでいるのは、タキシードやドレスではなく、比ひ較かく的カジュアルな服装で会話をする男女だった。カジュアルと言っても高級なスーツやジャケットに身を包んでおり、それ程ほど船上で浮いているという印いん象しようは与えない。

　それは──ほんの数日前に南米で一ひと騒さわぎを起こした、『ビジネスマン』の集団だった。

　仲間が数人死しんだばかりだというのに、当時のレストランと同じような調子で会話を続けている。

「いいから見ろ！　ほら！　あれ！　あそこのちっこいの！」

「どれ……。……。……!?」

「おい、マジか!?」「噓うそっ!?」「冗談だろ？」

　映画好ずきの集団は、自分達の視線の先にいる少女の存在に、俄にわかに興こう奮ふんし始めた。

「だから言ってるだろうが！　クローディアだよ！　なんでこの船に!?」

「あれだ！　ほら、あの鮫さめ！　あれ、ザ・ギアの新作の宣伝やるとか言ってたろ！」

「うそ!?　クローディア、あのＢ級シリーズに出んの!?」

「知らなかったの？　ほら、少し後ろにいるの、あれ弟のシャロン・ウォーケンでしょう？」

「マジか!?」

「マジよ。あれ、ザ・ギアの中身がシャロンでしょ？　だからその姉であるクローディアが主演として引っ張られてきたそうよ。空を飛ぶ鮫から逃げ回る映画だっていうから、きっとあれがその鮫ね」

「つまり、クローディアはあの鮫の相あい棒ぼうってわけか」

「相棒っていうか、敵だけどね」

「すげえ……。仕事選えらべよ！　でもなんでこの船に？」

「日本で宣伝するとかじゃねえか？　ほら、あのでかい鮫の人形よ……」

「船旅で訪ほう日にちなんて聞いた事ねえ！」

「おい、誰かカメラ！　カメラ持ってねえのか！」




　彼らが騒いでいるのは例外として──事実、クローディアの乗船前まえは、フラッシュに囲まれながらのものであった。

　乗船した後である現在でも、空にどこかの雑誌社のヘリが飛んでいる。

　クローディア・ウォーケン。

　若じやつ干かん14歳さいでありながら、数々のヒット作への出演を果たし、また彼女自身がヒットを呼び込んだ映画も数多くある子役スターである。重じゆう厚こうな人間ドラマから特とく撮さつ映画、Ｂ級ホラーやスプラッタにまで顔を出し、同じ顔で千の貌かおを紡つむぎ出す姿は話題を呼び、現代のハリウッドから将来を有ゆう望ぼう視しされると共に、現げん時点で既すでに並のスター以上の知名度どを有していた。

　デビュー当初は有名なアメコミ作家である父親の無理な後あと押おしがあっただのという噂うわさを立てられたが、彼女はそうした悪あく評ひようを全て実力でねじ伏せる。

　彼女の年収が父親を超えた時──アンチも多数存在するとはいえ、彼女が家族の七なな光ひかりで今の地位を築いたと言う者は存在しなくなった。

　そして、もう一人、彼女と共に有名になった少年が存在する。

　シャロン・ウォーケン。

　クローディアの弟である彼もまた、表おもて舞台にこそ立たないが、映画マニアの間では常識として知られていく。

　姉のデビューと同時に、一つ年下の少年は『子こ役やく専門のスタントマン』として映画業ぎよう界かいにデビューした。

　類たぐい希まれな運動神しん経けいが認められて、スタントマンだけではなくアクションヒーロー者のスーツアクターなどとしても名を馳はせ、昨年公開された『モード・ギアーズ』で演じたザ・ギアという少年歯は車ぐるまヒーローにおいては、ＣＧを殆ほとんど使わないアクション部分が特に評価されている。

　ただし、彼は役者になる事を極力拒こばんでいるので、何かの役を『動く』ことはあっても『演じる』という事は全く無い。ザ・ギアに関しても、声は別の子役俳はい優ゆうが当てていた。

　黙っていれば美び少女と見まごう程ほどに整った顔立ちに、姉の癖くせ毛げとは対たい照しよう的にストレートな髪かみ。

　女性ファンが黙っていないということで、役者にさせようと言うプロデューサーは多いのだが──「喋しやべるのが苦にが手て」というのを言い訳に、上う手まくそれを断り続けている。

　ただ、映画雑誌の写真特集等などには嫌がらず出ているので、どうやら露ろ出しゆつ自体を嫌っているわけではないようだ。




　そんな二人──映画俳優の表と裏のスターが揃そろっている状態に、ビジネスマン達は自然と興こう奮ふんを続けていた。セレブらしき周囲の乗客達もオオ、と歓声を上げたりはしていたが、駆け寄って握手を求めるようなミーハーな者は存在しない。

　つまり、彼らは明らかに浮いた空気を醸かもし出しているのだが──そんなことは気にせず、目の前に現れたスターに完全に浮き足立っている。

「おい、まじでカメラ、カメラ無いのか！　マジックでもいい！　俺の服にサインを……」

「どこまでミーハーだお前？　あ、そうだ」

　と、仲間の一人が思い出したように口を開く。

「イルネスの奴やつが、確か最新のカメラ付つき携帯電話持もってたぜ」

「おお。よりによってお前かよイルネ……って、おい、イルネスはどうした？」

「あれ？　あいつ、さっきまでここに……」

　周囲を見渡したビジネスマン達は、そこで揃そろって全身を固まらせる。

　何人かは、ビキリと背骨が鳴る音を聞いた事だろう。

　彼らが探している娘が──

　話題の中心だった映画スターに、なんの躊躇ためらいもなくフラフラと歩み寄っていたからだ。
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「こんにちわー」

「？」

　突然かけられた声にフィーロが振り向くと、そこには、奇き妙みような格かつ好こうをした娘が立っていた。

　外見年ねん齢れいはエニスとクローディアの中間あたりだろうか。それにしては妙に生せい気きがない。

　全身に黄色と黒で構成されたゴシック調のドレスを纏まとっており、手には日ひ傘がさを差している。

　日傘の柄がらは、一つの巨大な目め玉だまという不ぶ気き味みなもので、見開かれた傘の瞳ひとみとは対たい照しよう的に、その娘の目は気だるそうで、目の下には大きなクマができていた。

　だが、よく見るとそれはクマではなく、濃い目に塗られたアイシャドウらしい。

　──メジャーリーガー？

　日光対たい策さくかと思いつつ、フィーロはその突とつ然ぜん現れた少女にとまどいを覚える。

　ゴスロリというよりも、完全にゴシック系の吸きゆう血けつ鬼きめいた印いん象しようなのだが──陽光を必要以上に跳ね返す黄色い布地が、今ひとつ判断を迷わせる。喪も服ふくめいたものというよりは、どこか背はい徳とく的な印いん象しようを与えるデザインである。動きやすい長さのスカートの下には、膝ひざ近ちかくまでのびているブーツがあり、靴ひもの一部に安全ピンが取り付けられていた。

　金色になびく地じ毛げは必要以上に美しく、やや垂れた目も含めて、十分に可愛かわいらしいと言えるのだが──色いろ白じろの肌はだを浸しん食しよくするアイシャドウと独特の格かつ好こう、全身を取り巻くなんとなく病んだ空気が、少女を爽さわやかな船上に現れた特とく異い点たらしめている。

　陽光を浴びて弱っている吸血鬼のような彼女は、思ったよりも覇は気きのある声でフィーロ達に話しかけてきた。

「あの鮫さめ、凄すごいよねー」

「え？　あ、ああ。よくできてるね」

「凄くその……可愛かわいいよね！」

　キヒヒと笑う娘に、フィーロは首をかしげながら答えを返す。

「……いや、それはどうだろう」

　──クローディアの知り合いかな？　映画の共演者とか。

　そう思いながら、とりあえずフランクな調子で答えを返したのだが──

「私のシャー君を可愛いって言ってくれてありがとう！　……ところで、あなたとは初めましてよね？　やっぱりフィーロおじさんのお友達？」

「えっ」

　クローディアの言葉を聞いて、フィーロは自分の予想が違っていた事に気付く。

　──違うのか。ただの通りすがりか……クローディアのファンとかか？

　そう思いながら、クローディアがあっさりとこの奇き妙みような少女と自分を結びつけた事に対し、フィーロは一いつ瞬しゆん抗議しようかと思ったが──

「あら、違うの？　だって、こういう素す敵てきな格かつ好こうする人って、フィーロおじさんのお友達に多いから……」

「う」

　頭の中にアイザックやミリア、クリストファーと言った面子めんつの顔が思い浮かび、黙らざるを得なくなる。

「ええとね？　ずっとあの鮫が気になってたんだけど、みんなが、あの鮫はあなたの友達だって言ってるから、その、触ってもいいかなって思ったの。えと、あと、ごめんなさい。みんなは貴女あなたが凄い人だって言ってたけど、私はあなたの事こと知らないから、その、ごめんなさい」

　──いや、それは一いち々いち言わなくていいだろう。

　要よう領りようを得ない事を言うゴス調娘むすめに、フィーロはクローディアが不ふ機き嫌げんになったのではないかと横を見る。

　しかし、映画スターである少女は自分を知らないという相手に腹を立てるどころか、まるで子供のようにキラキラと目を輝かせていた。

　クローディアは、フーンと言いながら相手を見つめ、ニカリと笑いながら年上と思おぼしき娘の腕を取る。

「まあ私の事を知ってるかどうかなんてどうでもいいわ！　その服ふく可愛いし、何よりシャー君を可愛いって言ってくれたから……きっと貴女はいい人ね！」

「わわわ」

　そして、そのままゴシック調の娘を引き連れて、鮫の方へと向かっていく。

「来て！　背中に乗せてあげる！」

「えっ……い、いいの？　ねえねえ、背中に乗って、背びれとかに抱きついていいの？」

「キスまでなら許してあげる！」

「ええっ！　そんな！　大だい胆たんだよう！　んーと、ええと、あ、ありがとう！」

　ホワンと顔を赤くする奇き妙みような娘を連れて、クローディアはずんずんと鮫さめの方に近づいていく。

　その背中を見送りながら、フィーロは呆あきれたように独り言を呟つぶやいた。

「な……なんだったんだ……」

　──キスだの抱きつくだの……あの鮫にか？

　色々と他にも突っ込みたい所はあったが、全て一言で済ませられると気付いて黙り込む。

　──クローディア……性格と行動力が無む茶ちや苦く茶ちやクレアに似てきたな……。

「そもそも……シャー君ってなんだ」

「……あの鮫の名前。……姉ねえさんがつけた」

　答えたのは、いつの間にかフィーロ達の側に寄ってきていたシャロンだった。

「あ、そうなのか？」

「……」

　コクリと頷うなずいたまま直立姿し勢せいで動かなくなる少年を見て、フィーロはやはり呆れたように溜ため息いきをつく。

「お前は、もうちょっと喋しやべれよ。確かにお前の曾ひい婆ばあちゃんから始まって、お前の家か系けいには無む口くちな奴やつが多いけどさ……お前はシャーネの次ぐらいに筋すじ金がね入りだぞ」

「……キースさんは、もっと無口です」

「あれはもう無口とかそういう問題じゃない。でも、電話だと結けつ構こうベラベラ喋るぞあいつ？」

「電話しているのは……キースさんじゃありません……。電話の精せい霊れいです」

　力強く言い切る少年に、フィーロは冷ひや汗あせを搔かきながらもそれ以上何なにも言わない事にした。

　──こいつの無口はシャーネ譲ゆずりじゃないな。キース譲りだ。

　幼少の頃、シャロンはよくキースの家に預けられていたと聞いている。

　小さな裏うら組織のボスであり、フィーロ、クレアと共通の幼おさな馴な染じみである男──キース・ガンドール。

　これでもかという程ほどに寡か黙もくな男の中にどのような憧あこがれを見出したのかは解わからないが、結果としてシャロンは無口な少年として育てあげられた。

　何を考えているのかは今ひとつ解らないが、クローディアの暴走を止める最後の砦とりでとして見ているので、落ち着いているのならばフィーロとしては願ったり叶かなったりである。

「賑にぎやかな旅になりそうですね」

　横で微笑ほほえむエニスの言葉に、フィーロは複雑なものを感じていた。

　賑やかなのはいいが、これではいつもの日常となんら変わらないのではないかと。

　折せつ角かくならば、エニスと二人きりで思い出を作りたいと思ったが、そんなのは自分達らしくないのではないかという疑ぎ念ねんもある。

　結局答こたえが出せないまま、フィーロは横にいた妻に対して、同じように笑って見せた。

「ああ、そうだな」




　そして、まるでそれを待っていたかのように──

　船内の全てに、出しゆつ航こうを知らせるアナウンスが流された。




　　　　⇔




船内通つう路ろ




　──まったく……よりによってクローディアがいるなんて。

　出航のアナウンスを聞きながら、チェスは一人で船の中を見て回っていた。

「やっぱり、あの家か系けいはどうも苦にが手てだ……」

　燃えるような赤あか毛げを見る度たびに、70年前に味わった恐怖を思い出す。

　クレア・スタンフィールド。

　伝説の殺し屋と呼ばれる男で、通つう称しようは『葡萄酒ヴイーノ』。死を超える痛みと恐怖を味わわされたチェスにとって、未だにその男はトラウマである。

　何な故ぜかフェリックス・ウォーケンと名前を変えた後も──彼の子や孫は、総じて彼に似た性格の者が多かった。

　そうした者達と相あい対たいする度に、過去の恐怖を思い出してしまう。

　あのクローディアにしても然しかりで、彼女の外見がまだ自分よりも年下の頃から、チェスは『蜂の巣アルヴエアーレ』に遊びに来た彼女に引きずり回されていた。

　年々曾そう祖そ父ふに性格が似ていく彼女に脅きよう威いを覚えてはいたのだが──

　──まさか、こんな所に来てまで会う事になるなんて。

　船内の通路を歩いていると、あの時の事を思い出す。

　フライング・プッシーフットで起こったあの忌いまわしい事件を。

　──どうも私は、旅行にはあまり良い縁えんがないらしい。

　そう思いながら歩を進めていると、ドスリ、という感かん触しよくが体を襲おそい、自分が何かにぶつかったのだと気が付いた。

　視線を上げると、そこにあったのは、一人の男の体だった。

　白いシャツの上に黒いジャケットを纏まとっており、真夏だというのに汗あせ一つ搔かかずに涼しげな雰ふん囲い気きを保っている。黒いズボンに浅あさ黒ぐろい男の肌はだも合わさり、白いシャツが一ひと際きわ目立っている。

　南なん米べいというよりも、スペインかどこかの系けい譜ふだろうか。

　情熱的な雰ふん囲い気きを、自らを戒いましめる氷の壁で閉じこめている──そんな雰囲気の目をしていた。

　──やばい。

　チェスは、一ひと目めで理解する。

　目の前の男が、何か堅かた気ぎとは違う──どこか、別の日常からやってきたのだと。

　不ふ死し者とも違う、どちらかというとフィーロ達のような『裏』の日常のどこかからやって来たとでもいうような、そんな雰囲気の男だった。

　切れ長の目に青いサングラスを着け、シャロンとは別種の無む表情を貼はり付けている。

　──どうする、逃げるか!?

　気が付けば、そんなことを考えて──自然と体が退ひいていた。

　そんなチェスの怯おびえを感じ取ったのか、男は口元に僅わずかな笑えみを浮かべ──

「済まなかったな、坊ぼう主ず。船は慣れていないんでね……よそ見をしていたらしい」

「あ、あの……こっちこそ、ごめんなさい！」

　慌あわてて謝り直すチェスに、男は『気にするな』と言って階段の方へと進んでいった。

　比ひ較かく的安あん価かな客室がある下層へと降りていく男を見送りながら、チェスは安あん堵どの溜ため息いきを。

　──……なんだったんだろう。

　──私の気のせいならいいが。

　明らかに堅気ではない男が船に乗っているのを見て、チェスの脳のう内ないに、より強く一つの光景が思い出される。

　──あの事件も確か、私がジャグジーにぶつかったのが最初だったな。

　大陸横おう断だん鉄道、『フライング・プッシーフット』。

　不死者。

　殺人狂きよう。

　テロリスト。

　不ふ良りよう集団。

　そして──『線路の影をなぞるものレイルトレイサー』

　異常な面子めんつが乗り込んだ、あの異常な事件を鮮せん明めいに思い出し──

　チェスは静かに心を震わせる。

　──馬鹿な。考えすぎだ。

　あの事件は完全な偶然の積み重ねによって起こった事だ。

　そんな偶然など、１００年、いや、３００年に一いち度ど体験すれば済む事だ。

　恐らく密室となる乗り物での長なが旅たびという事で、必要以上に神経を尖とがらせているのだろう。

　チェスはそう自己判はん断だんし、今し方の男の事をひとまず忘れる事にした。




　だが、チェスは男を忘れるよりも前に──もっと別の、大事な事を忘れていた。

　彼の周りには、１００年に一度どころか──

　毎年のように、そうした事件に巻き込まれる者が数多くいると。

　そして、自分もそうした運命に巻き込まれてしまっているのだと。




　例えそれが、偶然であれ──意い図と的であれ。













間章







『そっちはどうだい』

「ええ、こっちの船はとっても快適よ！　ミサオの方はどうなの？」

『はは、快適に決まってるだろう？　ヒロコの乗ってるのと同じ型の船なんだから』

「それにしても、本当にタイミングが悪かったわねえ、すれ違いになっちゃうなんて。私がアメリカにいる時に来たら、ご飯ぐらいは奢おごってあげようと思ってたのに」

『まあ、それは止めた方がいいだろう』

「なんで？」

『俺の方は、まだ君に未み練れんが残ってる』

「……考えすぎよ。別れた夫婦がご飯を食べるぐらい、こっちじゃ普通よ？」

『まあ、いいじゃないかその話は。「すれ違い」のイベントの時に君が見える事を祈るよ』

「本当に未練たらたらね。こうして行き違いになっちゃうのも何かの運命かしら」

『かもな。まったく……俺の友達のカメラマンが、２ヶ月連続で福ふく引びきの特賞を当てやがってさ、なのにそいつも「アメリカから客が来る予定だから」とか言ってチケットを俺に売ってくれたのさ。まったく、タイミングのいい奴やつだよ』

「あら、カメラマンって、あの熊くまに襲おそわれた彼？　アメリカ人に友達がいるようには見えなかったけど……ああ、前の特賞って、確かＮＹ旅行だったんだっけ？」

『ああ、まったく、貧乏なくせにこういうとこだけは本当に運がいいんだからな。今度はデパートの福ふく引びきで特賞当あてたって聞いた時は、悪あく魔まにでも魅み入いられてるんじゃないかって思ったぜ』

「そうね……それにしても、この船に乗れないのはちょっと可哀かわい想そうかもね」

『そういや、「エントランス」にゃあ誰か変わった奴とか乗ってるのかい？』

「映画俳はい優ゆうと監督が乗ってるわ。何かイベントをするんですって。そっちにも誰か有名人が乗ってたりするの？」

『有名人はよくわからんけど、どっかの民族の仮か面めんみたいなのを被かぶってる奴とかはいたよ』

「なにそれ？」

『他にもいろいろ変な奴は乗ってたけど……ああ、プロレスラーみたいな大おお男おとことか、手て品じな師しとか……ちょっと不ぶ気き味みな感じの連れん中ちゆうとかも乗ってたけど、やっぱり海外のコメディアンかもな。まったく、日本発の船だってのに大たい半はんが外国人だから言葉が大変でさ』

「だから電話してきたってわけ？　電話はいいのに食事は駄だ目めって、おかしな人ね」

『声を聞くと安心するけど、顔を見ると涙が出る』

「子供ねえ」

『ああ、済まない。そろそろ切るよ。船旅を邪じや魔まする気は無かったんだ』

「別に私はかまわないわよ、それよりも、電話代とか大丈夫なの？」

『ああ、船の衛星回かい線せんを使ってるから10分電話するだけでえらい事になるけど……』

「じゃあ、そろそろ切った方がいいわね。貴方あなたも仕事を始めたばかりでお金はそんなに無いんでしょう？」

『……明日の夜、また電話していいかな』

「いいわよ」

『明後日あさつての夜……「すれ違い」のイベントの前にも、君と電話したい』

「その時は私からかけるわ、どうせ、イベントの間ずっと喋しやべりっぱなしになりそうだから」

『ありがとう。船旅に楽しみができたよ』

「それじゃまた、明日の夜……っていっても時差があるからね……それじゃまた、24時間後ごに、でいいかしら？」

『ああ、24時間後に。それと、48時間後に。あ、最後に一つ』

「なに？」

『よい船旅を』

「……ボン・ボヤージュ」
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航こう海かい一日目　夜




　海の上を、小さな船が進む。

　小さい、と言ってもそれは豪ごう華か客船と比べればという話だ。

　レジャー船にしてはやや大型の部ぶ類るいに入るであろうその船は、かなりの速度で海を進む。

　周りに見える船は無い。

　三六〇度、全てが海。

　星空だけが異い様ように綺き麗れいで、写真で見るような天然のプラネタリウムが広がっていた。

　陸地が全て沈んでしまったのではないかというその空間の中で、その船はただ、何かを目指して進んでいく。




　やがて──船は一つの影を捉とらえる。

　遙か前方、星明かり以外の光が海の中に浮かんでいた。

　近づくにつれ、それは小さな島か何かではないかと思える程ほどの光量を携たずさえている事が解わかる。

　それが一いつ隻せきの豪ごう華か客船であると判はん別べつできる距離まで来たところで、船は速度と明かりを落とし、忍しのび寄る形で船の方へと向かっていった。

　通常ならば、豪華客船の方が速度は上である。

　それを見み越こして、船の針路を読んで、先回りとなってゆっくりと距離を詰める小型船。

　と──

　いよいよ船との衝しよう突とつも考えなくてはならないという時に、船から一つの影が放たれる。

　それは、一つの黒い固まり。

　両手に小型の推すい進しん装置のようなものを握る──前進を黒いラバースーツに覆おおった人間が、船に向かって静かに進む。

　何も見えぬ深い闇やみと化した海中を、まるで魚ぎよ雷らいのように。




　近くで見る豪華客船は、想そう像ぞう以上のスピードが出ている。

　あの巨大な船体を持ちながら、時に船は時速50キロを超える速度で航行するのだ。

　衝突すればひとたまりもないし、やり過ごせば今度は巨大なスクリューに巻き込まれ、誰にも気づかれぬままミンチとなる恐れもある。

　しかし、その人ひと影かげは何も恐れぬまま船に近づき──

　実に自然な動きで、ぺたり、と船せん壁へきに張り付いた。

　腕についているのは、巨大な吸きゆう盤ばんか何かであろうか。

　どのような仕組みになっているのか、その人影はぺたり、ぺたりと、吸盤を交互につけたりはがしたりを繰り返し、昆こん虫ちゆうのように船の壁面を上っていく。

　やがて、ちょっとしたビルの屋上ほどもある高さの外壁を上りきった人影は──最さい下か層そうの客室のバルコニーにたどり着いた。

　『エントランス』の場合、船の前部に集中しているセミスイートルームでは、それぞれの部屋に独立したバルコニーがついている。

　その中に降り立った男は、黙もく々もくと作業に取りかかった。

　背負っていたケースから小型のウィンチを取り出し、自分の腰から海面にまで伸びているロープをそれに取り付ける。

　そして、おもむろにロープの先に浮かんでいるケースの引き上げにかかろうとした瞬しゆん間かん──

　背後から、船室に続くガラス扉とびらの開く音が鳴り響ひびいた。

　中から現れた人影は、バルコニーにいた男を見て息を吞む。

　全身を特とく殊しゆ部隊のような黒いコンバットスーツに包み、顔の全面をシリコン性のマスクで覆おおった上、さらに暗あん視しゴーグルまでつけている男。

　そんな明らかに異常な存在が、自分のバルコニーに現れたのを見て──

　船室の主あるじは、息を吐きながら言葉を紡つむぐ。




「脅おどかすなよ、『生ライブ』、ノックぐらいしろ」




　と──『ビジネスマン』の言葉に、肌はだを一ミリたりとも見せていない男は淡たん々たんと声をあげた。

「時間通りのはずです。むしろあなた方がバルコニーで待機していないことに驚きました」

　機械のような、淡々とした声。マスクのせいか、だいぶくぐもって本当の声とは変へん質しつしているのだろうが、かろうじて若い男だろうということは聞き取れる。

「ドヤドヤ待機してたら周りの部屋の連れん中ちゆうに怪あやしまれるだろうがよ」

「上下左右、十五部屋は我々の関係者のはずです」

　冷静に指し摘てきしてくるライブに、客室の主はベランダから海に唾つばを吐き捨てた。

「細かい野や郎ろうだなあ……やっぱり死んだ『死デス』の奴やつが一番だぜ」

「確かに、彼は一番の実力者でした。彼が死んだということは我々はもうお終しまいでしょう」

「縁えん起ぎの悪いことを言うな」

「そもそも、大おお仕事の前の小仕事で最高戦せん力りよくが死んでは話にもなりません。私は社長に言われるままこの作戦に参加しましたが、正直成せい功こうの見込みは薄いと考えています」

　嫌になるほど淡々と事実を突きつけてくる仲間に、ビジネスマンは苛いら立だたしげに息を吐く。

「うるせえな、お前ら『四し苦く』は黙って俺らの言うこと聞いてりゃいいんだよ。ちゃんとブツは持ってきたんだろうな」

「確認したいなら、可か及きゆう的速やかに引き上げ作業を手伝っていただきたいのですが」

「ちっ……」

　不満を露あらわにしながらも、素直にライブの荷物引ひき上げを手伝うビジネスマン。




　数分後、引き上げられた重い二つのケースを開き──

「……完かん璧ぺきだぜ、ライブ」

　ニヤリと笑いながら、ビジネスマンはそれまでの苛立ちをすべて無かったことにする。

　ケースの中に収納された、大量の『商売道具』。

　統一された大量の銃じゆう器きと、複数の手しゆ榴りゆう弾だんらしき固こ形けい物ぶつ。

　その他、一見すると何に使うのか解わからない物まで、これから戦争をするつもりでもあるかのような装そう備び品ひんの数々がそこに存在する。

　そして──彼らは実際に、戦争を始める気だった。

「なんだあ？　対戦車砲ＲＰＧまで持ってきやがって、船を沈める気かよオイ」

　ひときわ目立つ筒つつを取り出しながら、部屋の主は呆あきれたように笑う。

「そういった事態になれば、それもありえるでしょう」

「はっ！　知ってるか？　こういう武器を船だのなんだのに持ち込んだ悪あく役やくってのはなぁ、最後は主人公にこれを使われて脱出用ようのヘリごと撃うち落とされる運命なんだぞ」

「そんな事にならないように、慎しん重ちように行動していただきたい」

「俺よりもイルネスに言え」

　そんな捨て台詞ぜりふを吐き出しながら、男はライブに背を向ける。

「他の連れん中ちゆうを呼んでくる。イルネスのアホは映画館に入り浸びたってる筈はずだから後回しでいい」

「……」

「んだよ、どんな表情で俺の事こと見てるのか知らねえが、もっと気を大きく持てよ。この船の中でこんな武器を持ってるのは俺たちだけだ。何かあるとすりゃ、船の警けい備び員いんが持ってる暴ぼう徒と鎮ちん圧あつ用ショットガンかクレー射しや撃げき用の銃だけだ。最近テロへの警けい戒かいが無む茶ちや苦く茶ちや厳きびしくなったからな、乗客がこっそり持ち込んでるなんてのもありえねえ」

　自分たちがこの瞬しゆん間かん、船を蹂じゆう躙りんする事のできる怪かい物ぶつになったんだぜと笑いながら──

「やっぱり、こういうエイリアンみてえな蹂躙する側の立場ってのは楽しまなきゃよお！」

「ゲームの対戦でチートズル行為をするような気がして心苦しいですが」

　初めて冗じよう談だんめいた言葉を返すライブの声に、男は鼻で笑いながら部屋を後にする。




　残されたライブは、残りのケースの中身も順じゆん次じ確認しながら、小さな声でつぶやいた。

「蹂躙する側……ですか」

　皮ひ肉にくの込められた言葉だったが、その顔の下が笑ったのかどうかは解わからない。

「最後の最後に、英雄に倒されなければよいのですが」

　そう言ってライブが開いた次のケースの中には、およそ武器やシージャックとは縁えん遠どおい物が含まれていた。

「あなた方は決してジェイソンやフレディではなく……あくまで、シージャックをしにきた悪役なのですから」

　イタリアの都市部のカーニバルで使われるような、純白の仮か面めんが、幾いく重えにも幾重にも折り重なって。

「思想も無く理り念ねんもなく、今回のシージャックの目的も社長から知らされず、ただ、ビジネスのために他者の未来を奪う、理念無なき悪あく党とうに過ぎないんですから。私も含めて」

　それはまるで、素す顔がおを見せないライブの姿を無む限げん鏡きように映しているようだった。

　ライブはその仮面を一つ取りながら、自じ戒かいの言葉を口にする。




「……独り言を言いすぎた。我ながら気持ち悪い」




　　　　⇔




同どう時刻　船内カジノ『トレヴィの泉』




「なんだこりゃ……」

　そのスペースに入るなり、フィーロは静かに息を吞む。

　花火や鳩はとまで使った派は手でな出港式しきの後、フィーロはタキシードから動きやすいジャケットに着替え、エニスやチェスと共に船内を回ってみた。




　基本的に、船内にはなんでもあった。

　なんでもというと語ご弊へいがあるが、フィーロが『船にあればいいな』と思うものは大たい抵ていそろっている。

　レストランは高級料理だけでなく、安価なハンバーガーショップまで揃そろえられており、その他にもイタリアンから和食、中華、オーストラリアの大だい自然料理と称して蜜みつ蟻ありの躍おどり食いを出す店まであるらしい。

　ショッピングに至っては、まるで巨大なモールが一つまるまる入っているかのようだった。流石さすがに食材の販売は限られるが、高級ブティックからスポーツショップ、本屋、玩具おもちや屋や美容院、ゲームセンターまで存在する。船の中央には大きな吹き抜けがあり、その空間を囲むようにして円形に何層も商店街が並んでいる感覚だ。吹き抜けの天てん井じようは透明なアクリル屋根となっており、昼時は鏡かがみなどを利用して吹き抜け内に日光を取り込んでいる。

　さらに豊富なのがレジャー施設で、流石に観かん覧らん車しややゴーカートは無いものの、船の上で波のプールを見た時はなんとも言えない違い和わ感かんに包まれた。

　他にもテニスコートやクレー射しや撃げきの設備まで備え、フィーロの『エントランス』に対する印いん象しようは、『移動する城』から『移動する町』へと変わりつつあった。

　初日はとりあえず部屋に慣れようという事で、ルームサービスを取って夕食をすませた。

　そして、エニスはチェスに言われて女性用のエステサロンに顔を出す事になり、フィーロはそれを待っている間、カジノでも行ってみるかと足を向けたのだが──




　小さくとも賭と場ばを仕切るフィーロの目から見た、船の中のカジノ。

　絢けん爛らん。絢爛。まさに絢爛。

　優ゆう雅がな船内の中で、そこだけは俗ぞく物ぶつ的な臭においがすると思われた。

　しかし、フィーロの目から見て、その偏へん見けんは簡単に吹き飛ばされる。

　──ちょっとしたラスベガスだな、こりゃ。

　天てん井じようから下がるいくつものシャンデリア。

　その光が部屋中に広がるチップやカードに反射し、艶あでやかな明るさを見せている。

　ポーカーやＢＪブラツクジヤツクはもちろんの事、ルーレットやスロット、バカラ台まで用意されている。

　賭かけているのはゲームセンターのメダルなどではなく、もちろん後に現金へと引き替えられるチップ。この空間の中で唯ゆい一いつの真実であり、絶対的な力。

　クレジットカードでチップを精せい算さんし、後で支払う形なのだそうで、フィーロはとりあえずマルティージョ・ファミリーの賭と場ばの参考になればと１００ドルほどチップに換えてきた。

　金が金を呼び、一いつ瞬しゆんのイカサマやほんの僅わずかな運が人生そのものを左右する。

　なめた真ま似ねをした客の爪つめなどをはがした事があるフィーロとしては、賭場とはまさに人生の縮しゆく図ずと考えていたのだが──

　そこにはあまり、賭場独どく特とくの緊きん迫ぱくした空気は見られない。

　しかし、確実に人生の縮図ではあった。




「よし、じゃあ次は親にチップ全部だ」

　そう言って、フィーロの手持ちの30倍はあろうかというチップを移動させる紳しん士しがいた。




「来るまでやるわ、来るまでね！」

　そう言って、一枚１０００ドルのチップをルーレットの『00』に張り続ける淑しゆく女じよがいた。




「いやあ、今日は負けましたなあ！」

　と、ポーカーの差し馬ですべてのチップを取られた男が、取った男に笑顔を向けていた。




　無む論ろん、この会場にいるのがすべてそうした金使いの荒い人間達というわけではない。きちんと10ドル程度の勝ち負けに一いつ喜き一いち憂ゆうしている客もいるのだが──そうした面めん々めんは、居い心地ごこちが悪いのか、隅すみの方でつつましく参加しているような状況である。

　──ああ、そうか。

　悔くやしがりながらも笑ったりしている参加者達を見て、フィーロはなんとなく理解する。

　──こいつらにとっては、本当にゲーセンのメダル感覚なんだなあ。

　完全に損そん得とくの勘かん定じよう抜ぬきで賭け事を楽しんでいる面子めんつを見て、フィーロはここはここで彼らの人生の縮図なのであろうと理解する。

　ならば。

　ならば、ここで自分の培つちかってきた経験を試してみるのもありなのではないだろうか。

　純粋に自分が賭け事として、この場所でどこまで金の山に食らいつけるか確かめてみるのも悪くはない。

　そう考えてニヤリと笑い──フィーロは、静かに一歩踏み出した。




　　　　⇔




同どう時刻　デッキ




　夜も更ふけたというのに、船せん首しゆ近くの甲かん板ぱんには人が多く集まっていた。

　設置された巨大な鮫さめのオブジェを見物している者達や、純粋に風にあたりに来たり星空を眺ながめに来た者達だ。

　船首なので揺れがやや大きいという事をのぞけば、海辺近ちかくの公園となんら雰ふん囲い気きは変わらず、船の縁へりに立って抱き合っているカップルも見受けられる。

　そんな光景を遠とお目めに見ながら、ボビーは苛いら立だち紛まぎれの舌した打うちをする。

「くそ……あのフィーロって奴やつはどこにいるんだ？」

「一つの巨大なデパートのようなものですからね。闇やみ雲くもに動き回って見つかる可能性は少ないでしょう。……いっそ、乗員名めい簿ぼでも盗ぬすみますか？」

「トロイは黙ってろ。お前の冷静な声がなんか今は余よ計けいにいらつく」

　横にいた黒人の少年の言葉を否定しつつ、ボビーは後ろにいた仲間達に目を向ける。

　パソコンの不ふ正せいソフトウェア『トロイの木もく馬ば』を集める事を趣しゆ味みとしているトロイ。

　背の高いトール。

　太ったハンプティ。

　全員ボビーがつけた渾あだ名なであり、単純で呼びやすいのでボビー自身は気に入っている。もっとも、つけられた方は不満を丸出しにしているのだがあえてボビーは黙もく殺さつしていた。

　そして──今、もっとも困っている事は──彼らの隣となりに立つ少女の処しよ遇ぐうについてである。

「どうなさったのですか？　誰かを捜してるようですけれど……」

「いや、あのよ。その前に一つだけはっきりしておきたい」

「はい、なんでしょう」

「お前は誰だ？」

　声も出せない状況が何時間も続いた後、機を見てようやく非常用の救きゆう命めい艇ていから抜け出したボビー達。その声も出せない状況を作った少女は、申し訳なさそうにうつむいた。

「すいません、私は密みつ航こう者で、カルネアっていいます」

「それはさっき聞いた。忘れてたけど！」

　理り不ふ尽じんな事を言いながら、少年は静かに問いかける。

「で、なんだって密航なんか？」

「皆さんと同じで……人を探しているんです」

「人？」

「ええ、この船に乗っているのは確かなんですが……私の父のような人で……」

　うつむいたまま語る少女。よく日に焼けている肌はだとは対たい照しよう的に、いささか内ない向こう的な性格のようである。

「親代わり？　なんだよ、旅行に連れてってもらえなかった腹いせか？」

「いえ、そういうわけではないんですけれど……私は、その人を止めに来たんです」

「止めに？」

「ええ、彼は──」

　言いかけた所で、「ちょっと待て」と、ボビーがカルネアの口を塞ふさぐ。

「もごご」

「悪い、続きは後で聞く」

　皆を壁の陰に隠かくれさせ、ボビーは視線をデッキの中央に向ける。

　鮫さめのロボットを眺ながめている、子供用タキシードに身を包んだ少年。

　ボビー達よりもかなり年下と思おぼしき少年は、誰も連れずに一人で船内を見て回っているようだった。

「あいつ……あいつだ。フィーロの弟だぜ」

「ほう、間違い無いですね。流石さすがですボビー。ボビーのくせによく見つけましたね」

「そうだろ？　もっと褒ほめろトロイ」

　馬鹿にされている事にも気付かず、少年はニヤリと笑い、チェスの尾び行こうを始める事にした。

「よし、後をつけるぞ」

「あのう、あの子の後をつけて……どうするつもりなんですか？」

　不安げに尋たずねるカルネアの言葉に、ボビーは悪あく人にんそのものの笑えみを貼はり付けたまま──

「そりゃあ当然……どうしてやろうか？」

　と、トロイやトール、ハンプティ達に尋ねかける。

「人ひと質じちに取ると言っていましたが、あなたにそんな交こう渉しようができるとは思えませんね」

「そもそも、人質に取った後どうするんだ？　どこに監かん禁きんすんだよ」

「あ、あの子を捕まえる前に僕らが船員さんに捕まるかも」

　消極的な意見のオンパレードに、ボビーは悪人笑いのまま固まり──

　よりによって、カルネアに向かって問いかけた。

「……どうしたらいいと思う？」

　と、先の全く見えない一言を。

「あの……その子供をいじめるのが目的なんですか？」

　身を引きながら尋ねるカルネアに、ボビーはあわてて首を振った。

「まさか！　そうじゃなくて……あいつの兄あに貴きが悪いマフィアの幹部でよ、俺達はそのマフィアに酷ひどい目にあったから、復ふく讐しゆうしてやるんだ！」

　あからさまな逆さか恨うらみではあるが、ボビーは正義は我にありといった顔で話し続ける。

「あいつら、俺達が苦労して働いて手に入れたものを上からかっ攫さらっていく最低の連れん中ちゆうだ！　だから、あいつらに思い知らせてやるんだ、俺達はただの家か畜ちくじゃない。抗あらがう知恵も牙きばもちゃんと持ってるんだってな！」

　観光客からカメラをかっ攫っていった事は完全に棚たなにあげ、さも、自分は悪の組織に対抗する英雄であるかのように謳うたい上げる。

「そうだったんですか……」

　カルネアは、そんな高らかな宣言を余よ所そに、どこか寂しげに呟つぶやいた。

「どこも、同じなんですね」

　だが、テンションのあがったボビーの耳には届かず、その小さな声は、他の三人の少年達の耳の中にだけ消えていく。

　彼らは互いに顔を見合わせたまま、とりあえず事の成り行きを見守る事にした。

　そして、見守るべき対たい象しようである彼らのリーダーは、敵の『弟』の後を追うべく歩き始める。

「ほら、何ぼーっとしてんだお前ら！　あのガキを追うぞ！」




　　　　⇔




「……やりすぎたかな」

　カジノに足を踏み入れてから２時間後ご。

　フィーロの挑ちよう戦せんは思っていた以上に成功してしまった。

　イカサマをした訳ではない。話わ術じゆつや相手の顔色を窺うかがったり、あとは基本的な各ゲームのロジックに従って行動を続けただけなのだが──

　結果として、彼の手元には10万ドル分のチップが積まれる事となった。

　あれから客層をさらに観察すると、金持ちな上にギャンブル慣れしている猛も者さも何人か存在した。そうした面々は資金力を持った化け物なので、極力相あい手てをする事は避ける。

　その金持ち相手にカモられて笑っている相手を見つけては、少しずつ勝ったり負けたりを繰り返し、ここぞというところで大おお勝負を持ちかけた。

　そんな事を繰り返していたら、結果的にチップの山が積み上がる状態となってしまった。

　──やりすぎた。

　──冷静になってみりゃ、完全な賭と場ば荒あらしじゃねえか。

　自分の店ならば、そろそろ自分が出て行って『私がお相手しましょう』と言ったり、イカサマをしてないか探りを入れたりするところだ。

　だが、これだけ一人勝ちしているにも関わらず、カジノ側も周りの客も、対たい戦せん相手も素直に自分を賞しよう賛さんしている始し末まつだ。

　誰も被害を受けていないのに、何な故ぜかだんだん罪ざい悪あく感を覚えてきて、この辺りで引くか、先せん刻こく見かけたギャンブル慣れしている金持ち達を相手にするかと思っていた所──

　隣となりの席に、一人の男が座る。

「やるね、お兄にいさん。私とサシで賭かける気はないかい？」

　黒いジャケットに黒い革パンの男は、穏おだやかな雰ふん囲い気きでそう言った。

　だが、一見して堅かた気ぎでないとわかる。

　格かつ好こうの問題ではない。その男の全身にまとう雰囲気が、彼が自分と同じ側の人間だと即そく座ざに気付かせる。しかも──もしかしたら、自分よりもより深い側にいるタイプの人間。クレアやキース、あるいはマルティージョの上級幹かん部ぶ達たちと同じぐらいの暗く鋭い空気を感じさせる。

　フィーロはなぜこの船にこのような男が乗っているのかと疑問に思ったが、自分も人の事は言えないと気付き、そのまま相手の話を聞く事にする。

「いえ、少々ついていただけですから、あなたの眼鏡めがねにかないますかどうか」

　普段の『幹部』としての言葉遣づかいになりながら、フィーロは相手の出で方かたを待った。

「謙けん遜そんするな。ツキか技術か……おっと、イカサマって意味じゃないが、そうした積み重ねがあるか無いかは見れば解わかる」

「……」

「娯ご楽らくのためだけの施設かと思っていたが、あんたみたいな人がいるとは思わなかった」

　スペインか南なん米べい系けいだろうか。浅あさ黒ぐろい肌はだに、情熱的なイメージの目め鼻はな立だち。イメージだけで言えばおそらく女にはもてるタイプだろう。

　フィーロがそんな事を考えていると、男はディーラーに『カードをくれ』と指示し、受け取ったカードを自分で切り始めた。

　刹せつ那な──フィーロは見た。

　男が目にもとまらないカード捌さばきの中で、一枚、袖そでから滑らせたカードをシャッフル中の札の中に潜もぐり込ませるのを。

　周囲の人間は気付いていない。ディーラーも、あの位置からでは気付いていないだろう。

　そのカードをうまく切りながら、手て札ふだの一番上に移動させた所でシャッフルを終えた。

　──たいした腕うで前まえだ。

　素直に感かん嘆たんしながらも、フィーロは今の行動の意味を考えていた。

　イカサマとしてはあまり意味がない。この時点では、親はおろか、なんのゲームを始めるのかも決まっていない。

　そもそも、彼の腕前ならば、自分にも気付かせずに札を加える事は可能だったであろう。

　フィーロはそれでも彼が自分に見えるようにイカサマを行ったのは、自分に敢あえてそれを見せるようにしたからに他ならない。

　もっとも、普通の人間ならば目の前で見せられても全く気付かなかったであろうが。

　──俺を、試してるってわけか？　その程度のイカサマを見み破やぶれるかどうかってよ。

　フィーロは苦く笑しようしながら、切り終わってテーブルに置かれたカード束を手に取った。

「では、次は私が切る番ですね」

　胸ポケットから伊だ達て眼鏡めがねを取り出したフィーロは、それをかけると同時にニコリと笑い──

　先せん刻こくの男を上回る手つきで、カードを自在にシャッフルする。

　パラパラパラと派は手でな音を立てながら、カードが様々な方法で混ぜられていく。

　そして──

「おっと、失礼」

　両手を舞うカードの中から、一枚が黒ジャケットの男の前にこぼれ落ちた。

　そこでしくじったというように苦笑し、フィーロはその落ちた一枚を拾おうともせずに、カードの束をそのまま相手の前に置く。

　男は、そこで自分の前にこぼれたカードを拾い上げ──にやりと笑うと、再びカードを切り始めた。

　次の瞬しゆん間かん、フィーロがわざと落としたカードを、本来それがあった場所──自分自身の袖そでの中へと戻していく。

　そんな技を再びフィーロに見せつけた後で、男は静かに笑いながら言った。

「さて、なんのゲームを始めようか？」




　結論から言うと、その後に始めたＢＪブラツクジヤツクはフィーロの勝ちに終わった。

　最初は熱い駆け引きによる真しん剣けん勝負が行われていたのだが──

　いざ大たい金きんをかけた勝負となった瞬間、男がいとも簡単に21越えバーストしてしまったのだ。

「完敗だ。流石さすがとしか言いようがない。あなたは最後まで冷静だった」

「……それはどうも」

　内心では笑っているが、フィーロの心しん中ちゆうには疑問が残る。

　──わざと負けたようにしか見えないんだが……。

　いぶかしみながらも表面上は微笑ほほえむフィーロに、男は静かに手を差し伸べてきた。

「自己紹介が遅れました。私はアンジェロ。貿易商しようをしています」

「これはどうも。私はフィーロ・プロシェンツォ。レストラン経営に携たずさわってる者です」

　とりあえずその手を握り返すと、アンジェロと名乗った男は申し訳なさそうに首を振り──

「最後の勝負、私の方のチップをあなたの勝ち分がオーバーしてしまったようですね……。もしよろしければ、部屋で酒でもおごりますが、いかがですか」

「……少しなら」

　あからさまに、こうした流れになることを狙ねらっていたと思われる。

　──んんー？　俺、南なん米べい系けいとかスパニッシュに恨うらみを買うような真ま似ねしたかな。

　一度、ラック・ガンドールと共にメキシコの小さな組織を一つ潰つぶした事はあるが、もう50年以上も前の話だ。今いま更さら復ふく讐しゆうをされるとも思えない。

　様々な疑問が胸きよう中ちゆうをよぎる中──フィーロは好こう奇き心しんに負け、相手の思おも惑わくに乗る事にした。

　ここで下へ手たに相手を探らぬまま、後でエニスやチェスと共にいる所を撃うたれでもしたら彼女らに合わせる顔がない。

「解わかりました、それでは、お伺いするとしましょう」

　手元のチップを現金に換えるようボーイに言いながら、フィーロはゆっくりと立ち上がる。

　下げ船せん時じにこの旅行の船ふな賃ちん以上の金が手に入る事も忘れ、ただ一つ、フィーロは不安に思う。




　──これでもし、こいつがただの同どう性せい愛あい者だったら……どうやって逃げようか。




　　　　⇔




　イルネスという少女は、その名の通り病んでいる。




　それが周囲の判断だったし、彼女自身もそれを望んでいた。

　病んでいるから。

　自分は病気だから。

　私は普通じゃないから。

　病んでいるのならば、今の自分がやっている事を受け入れられると信じていた。

　それが妄もう想そうに過ぎない事も知っていた。

　だから彼女は人間たろうとしたが、周りはそれを否定する。

　何をしても『お前はおかしい』『異常だ』『まともじゃない』という言葉を並べ立てる。

　そういう時は怒るものだと知っているから、イルネスはいつも怒るのだが──

　誰もそれをまともな行為だと受け取らない。

　自分が病んでいると思うのは逃とう避ひだと思っていた。逃げだと思っていた。

　だが、周囲の反応や言葉を聞いているうちに、彼女の内心には恐れが生まれる。

　──もしかしたら、私は本当におかしいのかな？

　と。

　実際に彼女がおかしいのかどうかは、周囲の反応から言えばイエス。

　もっと広い視点か、彼女自身から見ればイエスともノーとも言えない状態だろう。




　彼女は思う。

　元々自分は、生まれた時からおかしかったのだと。

　自分ではなく、周囲の環かん境きようが。

　そして、自分を生み出した両親の目的が。




　イルネスの体には、目に見えない所に無数の『痕あと』がある。

　殴なぐられた、切られた、というレベルのものから、『抉えぐられた』『千ち切ぎられた』というレベルのものまで様々だ。

　だが、彼女の両親はそれを正しい事だと言っていた。

　周りの人間達もそう言っていた。

「お前が何か悪いことをしたわけじゃないんだよ」

　両親は彼女にそう告げる。

「だから、安心していいんだよ」

　そして、彼女は笑顔の父親の手によって──背中の皮を剝はがされた。




　それは、森の中の御お伽とぎ話ばなし。

　森の奥の洋館で行われた、恐ろしい御伽話。

　昔むかしの御伽話。

　７年も前の、古い古い御伽話。




　御伽話は、幼い少女の悲鳴で始まる。

　そのほとんどは、言葉にすらならない悲鳴だった。

　たまに何かを叫ぶ事ができても、そこに意味は生まれない。

　痛い苦しい辛つらい痒かゆい熱い寒い寒い寒い寒いと叫んでも、周りの人達はただ祈るだけだった。

　彼女の無事を、ではなく──彼女の悲鳴そのものを信しん仰こうの対たい象しようとして祈り続けた。

　自分達が幸福でありますようにと、今日は幸せでした、感謝しますと。

　苦痛にあえぐ少女の前で、彼らはただ、彼女の苦痛に祈り続けた。

　それでも、少女は助けてと言わなかった。

　助けるという単語は、自分が他者にすべきことだと教えられたからだ。

　まだイルネスという名前すら無かった少女は──

　本当の意味で、『助けて』という叫びの意味を知らなかったのだ。

　だから彼女は、自分のやられている事の意味になど気付かなかった。

　自分の知らない、痛くも熱くも苦しくもない世界があるなどとは知らなかった。

　爪つめをはがされなくてもいい世界を知らなかった。

　体中を抉えぐられずにすむ世界を知らなかった。

　肋ろつ骨こつを抜き取られて、文字を彫ほった後にまた戻されなくてもよい世界を知らなかった。

　２週間の断だん食じきの後、死なない程度の毒が入ったごちそうを食べずとも良い世界があると。

　一年間共に過ごしてきた同い年の少女を殺せと命じられなくてもいい世界があるなどと。

　イルネスの手で殺されかけた少女は、寸すん前ぜんで周りの人々に助けられる。

　今度は、イルネスの方が周りの人間に縛しばられる。

　そして、回復した少女が目の前に現れる。

　一年間共に暮らした少女から、復ふく讐しゆうという名の暴力を振るわれずにすむ世界があるなどと。

　彼女は何一つ知らなかったし、知ろうともしなかった。

　そもそも、それ以外の世界があるという可能性や思し考こうすら奪われていたのだから。







　彼女が９歳さいの時、『聖せい域いき』に忍び込んできた、少し年上の子供達に会うまでは。

　彼らと仲良くなるまでは。

　彼らが自分の事を『おかしい』と言ってくれるまでは。

　彼らが自分の周りにいる大人おとなを『許せない』と言ってくれるまでは。

　彼らが自分を救おうとしてくれるまでは。

　彼らが新しい世界を教えてくれるまでは。

　彼らがあと一歩という所で周りの人々に捕まり──無む惨ざんに殺されるまでは。




　──殺したのは、私。

　──私があの子達に言ったから。

　──痛くなくてもいい世界がうらやましいと思っちゃったから。

　──あの子達に、『助けて』なんて言っちゃったから。

　──だから、あの子達は私を助けに来て、みいんなみいんな死んじゃった。




　──それなのに、あの子達は最後まで私を助けようとしてくれた。

　──私のお父とうさんが、最後に生き残った子供に言った。




「あれはかわいいかわいい私の娘さ。あの子の片かた眼めを抉ってくれば、君の命は助けてあげよう」




　──だけどあの子は

　──だけどあの子は、私に逃げろって言って、渡されたナイフでお父さんを斬きりつけた。

　──お父とうさんは銃を持ってた。

　──それで、その子のお話はおしまい。




　だが、森の中の御お伽とぎ話ばなしは終わらない。

　──お父さんが言った。私の泣いてる顔を見てお父さんが言った。

「我々は間違っていた」

　硝しよう煙えんを纏まといながら、父親はすまなかったと少女に詫わび、皆に詫び──

　その後、彼女は世界を知った。

　この森の外の世界の事を、様々な事を教えられた。

　テレビも見せられた。絵本も見せられた。日本のコミックというものまで見せられた。

　音楽も映画も与えられ、世界がどれほど希望に満ちているか、周りの子供達がどんな暮らしをしているのかも教えられ、そして──

「無む知ちとは、苦痛をやわらげるのだなあ」

　そして──彼女は、いままでと全く同じ事をされた。

　人々は、そんな少女をありがたいと言って祈り続けた。

　彼女は人ではないと。

　彼女は神の子であるのだと。




　一年後。

　両親は突とつ然ぜん洋館にやってきた男達に撃うち殺される。

　後で聞いた話によると、一年前に殺された少年の父親がどこか大きな企業の重役だったらしく、その依い頼らいによって、彼ら『仮か面めん職人』が仕事に来たとの事だった。

　両手足と舌を鎖くさりに繫つながれた少女を見つけた男は、銃じゆう口こうを突きつけながら言う。

「……どう見ても被害者っぽいが、どうするかな。一応この中にいる人間はみんな殺せっていう話だったからなあ」

　そんな話を聞きながら、少女は自分の両親や周りの大人おとな達、子供達までが死んだ事を知り、彼女はただ、よかったと思った。

　自分のように苦しまないで死んでよかったねえと、ただ漠ばく然ぜんとそんな事を思い続ける。

　憎にくいという感情は覚えた筈はずなのに、少年を殺された時に泣いた筈なのに、彼らを憎まない、ざまあみろとも思わない自分はきっとおかしいのだろう。

「何か遺ゆい言ごんでもあるか？」

　銃を向ける男の言葉に、少女は答える。

「ねえねえ、私って、人間なの？　それとも神様？」

　すると、男は困ったように笑いながら、

「なるほどなるほど。人間は殺せと言われたが、神様を殺せとは言われてない」

　そう言って──彼女はその洋館から連れ出された。

　森の中の話は、それでおしまい。




　彼女は知っている。

　その後の話も、さして楽しい話ではないと。

　『仮か面めん職人』と言われる組織に所属した彼女は、そこで生きる為ために様々な事を教えられた。

　辛つらくはあるが、あの森の中で行われたような痛みとは違う事を。

　人を殺す為の訓練。

　そこは確かに森の外だったが、彼女が知っている『新しい世界』とも違っていた。

　だが、可能性を知った彼女は、のたれ死ぬ事も嫌だった。

　人を殺すのが嫌だと言えば殺されるだろう。それでなくとも、ここを追い出されて生きていく事など不可能だろうと思われた。




　自分が病んでいるのか病んでいないのか考えるたびに、イルネスはこうした過去を思い出す。

　そして、やはり自分はおかしいのだろうと確信する。

　彼女は信じている。自分は間違いなく病んでいるのだと。

　彼女は信じている。正常な人間は、自分の命惜おしさに他人を殺したりしないと。

　彼女は信じている。自分と同じ選択を迫られた時、人間は迷わず死を選ぶ事ができるのだと。

　彼女は見てきたからだ。見てしまったからだ。

　彼女にとっての救いは、自分を助けようとしてくれた子供達。

　そして、その少年達の死。




　彼らは、彼女にとって世界の象しよう徴ちようだった。

　それに沿わない行動をしている自分は、死にたくないと思っている自分はなんとおかしな人間なのだろう。

　彼女は自分こそが病んだ人間であると信じながら──今日も覇は気きなく仕事に向かう。




　　　　⇔




船せん内ない映画館




「ひぐっ……ひぐっ……」

　イルネスという少女は、その名の通りどこか病んでいる。

　彼女を知る人間はそう思っていたし──

　現在の彼女を見れば、周囲の者もどこか体の調子が悪いと思うだろう。

　船内の後方に位置する、巨大なシネマコンプレックス。

　七つの小劇場が合わさっているこの劇場では、この航こう海かい中に限り、『シャーク・フライト特集』と銘めい打うって、クローディアの過去の代表作やジョン・ドロックス監督の過か去こ作品などが上映されていた。

　彼女が見ていたのはクローディアの代表作の一つである──

　『アタック・オブ・ザ・キラーエジソン』だ。

　エジソンの晩ばん年ねん開発していた霊れい界かい交信器が現代によみがえった！　だがしかし、それには恐ろしい悪あく魔まの女王がとりついていたのだ！　次々と悪あく霊りようが憑ひよう依いし、人々を襲おそい始めるエジソンの発明品達！　気を付けろ！　電球は敵だ！

　……という、誰が見ても馬ば鹿か映画のそしりを受ける代しろ物ものなのだが、それの主演がクローディアと発表されて世間は衝しよう撃げきに包まれた。しかも、幼き姿をした悪魔の女王役として。

　前作『風をくぐる山やま犬いぬ』で、警官に両親を殺された少女の役を演じて世間の喝かつ采さいを浴び、演えん技ぎ派女優としての道を進み始めた矢先の出来事だった。

　しかしながら、その馬鹿映画でも見事な子こ悪女を演じきり、世間は『何でも屋』クローディアという名めい誉よなのか不ふ名誉なのかよくわからないあだ名をつける。

　ともあれ、この映画はクローディア主演の中でも際きわ物ものの一つとされ、クローディアマニアの間ではこれを十回以上見るのが紳しん士しのたしなみと言われていた。

　そんな自他共ともに認める馬鹿映画のクライマックス──ニコラ・テスラの霊の攻撃で、地じ獄ごくへと堕おちていく悪の女王が、最後の切り札としてこの映画を見ている人々を人ひと質じちに取ったと言い出すシーン──を見て、イルネスはグズグズに泣いている。

「ひぐっ……ひぐぅ……」

　いったいどこに泣く要素があるのか解わからない他の観客にとっては、彼女がお腹なかでも痛がっているのではないかと心配したが──彼女の奇き妙みような格かつ好こうに気け圧おされて、なかなか声をかけられない。

　やがて映画が終わり、スタッフロールが始まると同時に、イルネスは大きな拍手をスクリーンに向かって打ち鳴らす。

　何がなにやら解らない観客達は、映画の終了と同時に席を立っていくが──

　イルネスは、相変わらず涙ぐんでスクリーンを見つめたままだった。

　とうとう一人になり、映画館に沈ちん黙もくが訪れたかと思ったその時──

「大丈夫？　お姉ねえちゃん」

　と、近寄りがたい彼女に声をかける者がいた。

「うぐっ……だあれ？」

　涙を拭ふきながら的まと外れな返答をするイルネスに、眼前の少年はクスリと笑いながら答える。

「僕の名前はトーマス。……っていうのは噓うそで、チェスワフ・メイエル。チェスって呼んで」

　そう言いながらハンカチを渡すチェスに、イルネスは泣きながら微笑ほほえんだ。

「えぐ、ありがとね、チェスくん。なんでトーマスって噓うそついたのかよくわかんないけど」

「気にしないで。儀ぎ式しきみたいなものだから」

「？」

　首をかしげながらハンカチで涙を拭くイルネス。

　アイシャドウが落ちるかと思われたが、涙なみだ程度ではまったく崩れない。

　それを見たチェスは、もしかして本物のクマか入れ墨ずみなのではないかと気になったが、敢あえて尋たずねるのはやめる事にした。

「どうして泣いてたの？」

　少年に言われて、イルネスは涙の理由を思い出す。

　だが、なぜ泣いているのか自分でもよくわからない。

　脳みそをフル稼か働どうさせたイルネスの記き憶おくに浮かぶのは──

　夕方に交わした、とある映画スターとの会話。
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　　　　⇔




　──きっと貴女あなたはいい人ね！

　なんの忌き憚たんも躊躇ためらいも無く言う映画スターに、イルネスは喜びと共に罪ざい悪あく感かんを感じていた。

　このままでは、彼女は確実に事件に巻き込まれる。

　自分達が起こす事件──この船を占せん拠きよするという事件に巻き込まれる。それはこの船に乗っている限り確実な事だ。

　──あああああ、あああああ、どうしよう。どうしようかなあ。

　今までにも、こういう事は何度かあった。

　何とかしようとした事もあった。

　しかしその度たびに『死デス』や『生ライブ』が「お前はプロ意識に欠けている」と言って、彼女の行動を阻そ止ししてきた。

　──プロじゃないもん。アマチュアだもん。

　──だから、助けたい人は助けたっていいんだもん。

　そんなどこか歪ゆがんだ事を考えつつも、彼らや社長には逆らえず、自分の命を優先させて自じ己こ嫌けん悪おに陥るのだが──

　今日は違う。

　無む論ろんこの船に社長は乗っていないし、『死デス』は死んだ。『老エイジング』はもう一つの船の方に乗っているし、『生ライブ』はあとから来るそうだが、今はいない。

　──だったら、いいよね？　いいよね？

　余りにも短たん絡らく的に。

　余りにも何も考えず。

　これから仕事として船のジャックを企たくらむ謎なぞの組織の一員であり、船上の仲間の内では最さい高こう戦力である彼女は、言ってしまう。

　あまりにもあっさりと、言ってはならない言葉を。

「あのねあのね、クローディア」

「なに？」

　自信に満ちた笑顔を浮かべるクローディアに、生せい気きの無い顔の少女は言う。

「クローディアは、今から船を降りたりできないかな？」

「？　どうして？」

「んーとね、理由は言えないけど、大変な事になるかもしれないから。もし無理なら、なるべく救命ボートの近くにいたほうがいいよ？」

　イルネスは、自分に気軽に話しかけてきてくれた、自分の事を『いい人だ』と言ってくれた少女に対し、サラリととんでもない事を口にする。

　組織に対する裏切り行為だが、彼女にとっては裏切りでも何でもない。

　──具体的なことは言ってないもん。

　と、言い訳にもならない言い訳は、既すでに彼女の中では正当な理由となっていた。

「なあに、イルネスって予よ知ち能力者か何か？」

　首を傾かしげるクローディアを余よ所そに、イルネスも困ったように首を傾げる。

　周囲にビジネスマン達が居たら噴ふん飯ぱんどころの話ではないだろうが、イルネスは知った事かとばかりに、それでいて具体的な内容は言わず、ただクローディアに『警けい告こく』する。

「う、ううん。そうじゃないけど、ええと……あー、言えないよ。それは言えないけど……。とにかく、大変な事になるの！」

　腕をブンブンと振りながら言い、あとは忘れようと鮫さめの方に向き直った。

　そして、何もかも忘れたというように、リアルな質感の鮫肌はだに触ってハシャギ始める。

　暫しばしの沈ちん黙もく。

　やがて首を捻ひねっていた映画スターは、息を吸いながら言葉を吐いた。

「ねえ、イルネス。あなたって、いい人？　それとも悪い人？」

　鮫のロボットが間ま近ぢかで動くのを見て感動していると、横に立っていたクローディアが、こちらの顔をのぞき込んできて尋たずねかける。

「え、ええっ？」

「もしかして、貴女あなたがこの船に何かするって事？」

　──わあ、なんて勘かんの鋭い子なんだろう！

　──私は何も言ってないのに！

「ち、ち、違うもん！　私は何も知らないもん！」

　それも事実ではあった。

　シージャックをするらしいとは聞いていたが、彼女は具体的にどのような事をするのか何一つ聞かされていない。

　ただ、『お前は保険だ。もし警察がヘリとか高速艇ていで乗り込んできたら、そいつらを始し末まつするのがお前の仕事だ。つまり、万事上う手まくいけばお前は何もしなくていいって事だ』と、ただそれだけを聞かされていた。

　クローディアの言葉に驚き続けながら、イルネスは両目を激しく泳がせる。

「じゃあ、これだけは答えて、あなたはいい人？　悪い人？」

　とんでもない核かく心しんをついてくる少女に、彼女は焦りながら答えを返した。

　彼女の問いかけなど比べ物にならないぐらい、核心をついた答えを。

「ええと……人を殺すのが悪いことなら、とっても悪い人かなあ……」

「……」

　──あれ？　私、今なにかまずい事言っちゃったかな？

　冷静になりかけた所で、自分の言った言葉の意味に気付き、恐ろしい程ほどに体をガクガク震わせる。

「あっ。ええと、あのね……」

　もう駄だ目めだ。

　具体的に何が駄目だったのか完全に理解するよりも前に、彼女にはとにかく『駄目だ』という結果だけが思い浮かぶ。

　明らかに今、自分は常識外はずれな事を言ってしまったのだろう。

　確実に自分がおかしいという事を自分で証明してしまった。

　と、彼女は元もと々もと不健康そうな顔を更さらに泣きそうに歪ゆがめたのだが──

「ふーん」

　クローディアは、それに輪をかけて『おかしい』少女だった。

「まあ、いい人でも悪い人でも、私、素直な人は好きよ？」

「えっ……」

「それに、私の事を心配してくれたんでしょう？　だったら、貴女あなたは私にとってはいい人よ！　人殺しは悪い事だし、私の大事な人を殺されたら許さないけれど、私の曾お爺さまも伝説的な殺し屋だし、だからこそ曾ひいお婆ばあさまと結婚して子し孫そんである私がいるわけだから、あまり大きな事も言えないのよね」

　赤あか毛げの少女は自信に満ちた笑えみのまま、年上の少女相手に堂々と言い放つ。

「だから、自信を持っていいわ！　世界の全てが貴女を否定しても、このクローディア・ウォーケンだけは認めてあげる！　あなたは私にとってはいい人だから、私が、私の世界の中に受け入れてあげる！　決まりね！　あ、でも一応言っておくわ。これからは悪いことは控えないと駄目よ？　私の世界の一部が警察に撃うち殺されたりしたら嫌なんだから！」

「ええと……」

「殺す時は、私が殺してあげる。だから、無む茶ちやしたら駄目よ？」

　傲ごう慢まんなのか馬鹿なのか解わからない事を力強く言いながら、少女は力強く頷うなずいた。
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　──あんな事を言われたのは初めてだよ。

　少女の言葉が耳に残ったイルネスは、彼女の事をもっとよく知ろうと思い、彼女が出ていたという映画を観みに来たのだが──

　夕方からすでに三本観ているが、それらの中には、それぞれ違う彼女の姿があった。

　クローディアは、自分に無いすべてを持っているように見えた。すべてを知っているように思えた。ただ彼女は演じているだけ。様々なものを演じているだけだ。それは理解している。

　しかし、それでも。

　スクリーンの中の、どれもこれもが輝いていた。

　悪役だろうが悲劇のヒロインだろうが区別なく、それぞれの色で輝くライト。時に暗く、時に鋭く。欠点があるとすれば、脇わき役やくを演じた時に輝きすぎてしまう所だろう。

　世界は、彼女に微笑ほほえんでいる。

　地位も才能も運命さえも、全てに恵まれている。

　しかも──それらは全て、実力で勝ち取ってきたものなのだろう。

　ならば、果たして自分は何な故ぜ涙を流していたのか、

　彼女のような才能あふれる人間に認められたから？

　それとも、自分は見み下くだされるべき人間だと気付いた悔くやしさから？

　考えても答えは出ない。

　ただ、彼女のスクリーンの中での、そして実際に会ったときの輝きを思い出して、イルネスは再び泣けてきた。




「えっ……、ど、どうしてまた泣くの、お姉ねえちゃん!?」

　相手の感情の流れが摑つかめず、慌あわてて慰なぐさめ直すチェス。

　泣き虫ならば昔から一人見み慣なれているが、あれとはまた違うタイプの人間に見える。

　そもそも、チェスとしては映画館で泣いている少女を慰める趣しゆ味みなどはなかったのだが──それ以外に周囲に気になる事があり、それを探る為ために彼女に近づこうと画かく策さくしたのだ。

「ああ、じゃあお姉ちゃんの部屋にまで行こう？　僕、ついていってあげるからさ」

　すると彼女は、涙を拭ふき直しながらチェスを見て、半泣きの瞳ひとみのままキヒヒと笑う。

「ひひっ、女の子をくどくのは10年早いぞ？」

「じゃあ、あと１００年ぐらいしたら改めて口く説どこうか？」

　少女の冗じよう句くに、チェスも己おのれへの皮ひ肉にくがこもった言葉を返した。

「お姉ちゃんが生きてればだけど」




　そしてチェスは、イルネスと名乗る少女の部屋まで同行する事になった。

　前方の下層にあるという彼女の部屋までの道のりは、想像よりもずっと長い。

　途中、いくつかわざと遠回りをしながら彼女を連れ歩いていたのだが──

　階段を下りた所で、確信する。

　──尾行つけられてる。

　人数や背せ格かつ好こうは解わからないが、明らかに二人以上の人間が、自分の事を追ってきている。

　大おお勢ぜいのいる場所では遠巻きから。人の気け配はいが薄れる場所では近くから。

　映画館に来る前からそうした人ひと影かげがちらついており、それが尾び行こうであると確信する為ために、映画館で泣いている少女を利用した。

　うまく彼女の部屋に入り込めれば、そこからうまく外の様よう子すをうかがう事ができるだろう。

　自室に戻るという手も考えたのだが、相手にうかつに自室を知らせるのも気分が悪い。

　無関係な少女を巻き込む形にはなるが、相手の目的などを摑つかんでからフォローすれば済むだろうと考えていた。

　その辺りの思し想そうにはチェス独特の冷たさが漂っているが、それ以上に、今の彼には恐れの感情の方が強かった。

　昼間、通路であの黒い男と会ってから、どことなく不安が続いている。

　どことなく、それとなく──あの列車を思い出すのだ。

　あれから何度も列車や船で旅をしてきた。

　最初のうちはトラウマがあったものの、数年もすればそうした忌き避ひ感は薄れていく。

　それなのに、今回。

　あの列車よりも遙かに広い空間。しかも、信頼できる家族であるフィーロとエニスが共に乗っているというのに、嫌な予感がぬぐえない。

　薄うす気き味みの悪さで言えば、去年北ほく欧おうにある閉ざされた村を訪れた時以来、いや、あの時以上の嫌な予感がある。

　──なんだろう。この、町まち中なかで笑顔のヴィクターに会ったときみたいな寒気は。

　ヴィクター・タルボットはチェスにとって苦にが手てな不ふ死し者しやの一人だ。

　必ずしも実害を受けたわけではないのだが、彼はチェスにとって嫌な過去だろうが容よう赦しやなく抉えぐり、さらけ出す事が多々ある。彼は彼の正義の為にやっているのだろうが、チェスとしてはいい迷めい惑わくこの上ない。

　今回も、そのような──嫌な自分を晒さらしてしまうような事態になるのではないだろうか。

　あるいは、あの列車の時のような、直接的な恐怖に出会ってしまうのか。

　それとも、両方か。

　──ああ、嫌だ嫌だ。あんまり考えないようにしよう。

　──それよりも、今は後ろについてきてる連れん中ちゆうの事を……

　チェスが今後の算段を立てていると、不意に、横を歩くイルネスが立ち止まった。

「どうしたの？」

「あー、ごめんね、チェス君。丁ちよう度ど人の気け配はいが無くなったから言うけどね？」

「な、なに？」

　──まさかここでこの子に襲おそわれるんじゃ!?

　意い外がいすぎる展開を予想するチェス。この場合は喜ぶべきなのか恐れるべきなのか、それは襲う内容によるだろうが──チェスとしては、それに対たい処しよしている間に尾行者達に襲しゆう撃げきされる事だけが心配だった。

　そんな大人おとななのか子供なのか判別し辛づらい心配をするチェスに、イルネスは黒いクマの中に浮かぶ眼めを鋭く光らせる。

「ごめんね、チェス君、私、後をつけられちゃってるみたい」

「え？」

「んー、全員小こ柄がらだね。子供かも。男の子四人に女の子一人かな？　でも、最さい近きん男の子でも女の子みたいな歩き方する子がいるからもしかしたら違うかも」

「ちょっと、どういう事、お姉ねえちゃん」

　チェスは一いつ瞬しゆん相手の話している意味が解わからず何事かと尋たずねかけるのだが、イルネスはクンクンと空中の臭においを嗅かいで、

「ガスとかは流されてないから安心してね？」

　などと言い出している。

　そして、次の瞬しゆん間かん──

「ちょっと、捕まえてくるね？　丁ちよう度ど周りに人、いなくなったし」

　その言葉に、チェスは気付く。

　ここは客室の最さい下層をさらに下に降りた、機き関かん室や倉庫に向かう階段であると。

　──おかしい、私が誘ゆう導どうしていると思っていたのに。

　階段の先には扉とびらがあり、立ち入り禁止の表ひよう示じが掲げられている。

　──彼女が、あえて尾び行こう者をここまで誘導したのか？　しかも……私ごと？

　チェスが疑問に思うと同時に、少女は跳んでいた。

　跳ぶ、というよりも、撃うち出されると言った方が的確な勢いだった。

　彼女はさして広くない階段の手すりに足をかけると、そのまま階段の側壁を蹴けった勢いで──一足で階段の上まであがっていく。

　チェスが慌あわてて階段を駆け上がった時には、すでに彼女は上層階かいの廊下に躍おどり出ていた、

　そのまま、壁をかけるようにタン、タン、と廊下を跳び続ける。

　人間の動きではない。

　一瞬そう思ったが、チェスはすぐに訂正する。

　通常の人間の動きではない。

　彼にとって、ああした映画の中の忍にん者じやのような動きをする人間は何人か心当たりがある。

　ナイル、田でん九く郎ろう、クリストファー、シャロン……

　何人か名前が次々と浮かぶ中で、一人だけ、敢あえて考えないようにしている者がいた。

「アッッハハハハハぁ。アハァーッ？」

　廊下の壁に跳び、

　ドアノブを蹴り、

　逆さまになりながら天てん井じようを蹴けり、

　反対側の壁を蹴って通路に戻る。

　でたらめもいいところだった。

　重力すらも無視したような動きで、廊下を駆け、駈かけ、翔かけ抜ける。

　意味のある動きなのかも怪あやしい。相手が銃でも持っていた場合に、照しよう準じゆんを定めさせない為ための動きなのだろうかと思えるほ程ほどに──彼女の動きは、いや、彼女の軌き道どうはでたらめだった。

　そして、それを見せつけられたチェスはいよいよ思い出したくない名前に辿たどり着く。

　──まるで……

　──レイル……トレーサー……

　呟つぶやくと同時に、寒気が背中を突き抜ける。

　あの時のトラウマが、一気に頭の中にフラッシュバックする。

　かき乱される脳みそを必死に押さえ、チェスは頭を振ってその幻げん覚かくを振り払う。

　──違う、あの娘はあいつじゃない！　あのレベルじゃなくて、まだナイルとかそのレベルの人間だから……

　と、頭の中でしどろもどろな考えを浮かべ始めた時。

「……あれ？」

　チェスはそこで、イルネスが外見以上に特殊な能力を持っているという事実を冷静に確認して──通路の奥から響ひびく悲鳴と、『チェスくーん、とりあえず三人つーかまえたよー』と言う間の抜けた声を聞き、

「……やっちゃった？」

　たった今、自分から非ひ日常に首を突っ込んでしまったのだと今いま更さらながらに気が付いた。
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同どう時刻、船せん内ない通路




　イルネスがセミスイートルームの階層をはね回っていた頃──

　だいぶ離れたノーマルルームの階層では、アンジェロがフィーロを自室へと案内している最中だった。

「では、フィーロさんはスイートルームですか、いやあ、実に羨うらやましい」

「いえ、身の丈たけに合わずに持てあましている所ですよ」

「贅ぜい沢たくな悩みだ。なんなら私のノーマルルームと交換しますか」

　そんな会話をしながら部屋の前まで来た所で──不意に、アンジェロの携帯が鳴った。

「……失礼」

　フィーロから少し離れて電話を取ると、スピーカーから下げ卑びた声が聞こえてくる。

『よう、アンジェロの旦だん那なぁ、調子はどうだい。さっきカジノであんたを見かけた時は驚いたぜ、明らかにカタギじゃねえ奴やつと暢のん気きにカード勝負なんかしてるんだもんよ』

「……ああ、久しぶりですね」

『おっと、近くにそいつがいるんだったな。だが安心して適当な相づちでも打ってろ。ナイスタイミングもいいとこだぜ？　カジノに行く前に、お前の部屋にいい置きみやげをしてきてやったからな。連絡どおり、部屋のドアを少しあけといてくれて助かったぜ』

「ええ、お元気なようなら何よりです。今は船旅の最中でしてね、電話料金は大丈夫ですか？」

　淡たん々たんと話を合わせるアンジェロ。

　電話相手の『解体屋や』は、下卑た笑いと共に無む駄だな会話を口にする。

『違いねえ。同じ船の中から電話してるってのに、いちいち船から衛えい星せいまで経由してんだもんな。こりゃ直接会った方が割安だ』

「ええ、是ぜ非ひまたお会いしたいですね」

『嫌だね。お前あれだけ言ったのにタキシード一つ用意しやがらねえ。カジノの客、お前を映画スターの一人だと思ってたぞ。なんかイベントやるみたいだからな。アントニオ・バンデラスみてえに目立ってるあんたと一緒に歩いて面つらを覚えられるのだけは勘かん弁べん願いたいんでね』

「いえ、失礼いたしました。客きやく人じんを待たせているので、また今こん度ど連絡します」

　電話を切りながら、フィーロに対して苦く笑しようするアンジェロ。

「失礼、あまり仲の良くない叔お父じからの電話でしてね」

「ええ、そんな感じだと思いましたよ」

　フィーロも柔らかい微笑ほほえみを返し、生ぬるい沈ちん黙もくが二人の間に流れる。

　そして、アンジェロはその空気を切り崩す為ために扉とびらを開き──部屋の中へとカタギではない客人を招き入れた。




「これはなかなか」

　フィーロは、ノーマルルームの中を見渡して感かん嘆たんの声を上げる。

　値ね段だんにすれば、フィーロ達のスイートルームの十分の一の料金だ。

　しかしながら、部屋は少し豪ごう華かなホテルの一室の幅を狭めたという感じで、一人で使うならばなんの問題も無いだろう。

　バルコニーが無く、窓だけで外の景色を楽しむ形となっているが、エアコンの効いた室内から夏の海を眺ながめるというのもなかなかに乙おつな趣しゆ向こうと思われた。

　部屋の奥にある丸テーブルの上には、酒さか瓶びん用の木箱が一つ。

「さて、それでは酒をごちそうしますよ。さっき、船のショッピングモールでいいのを買ったばかりなんでね」

　きさくな調子で笑うアンジェロに、フィーロは不敵な笑えみを浮かべて見せた。

「では、チップの不足分だけいただくとしましょうか」

　二人は丸テーブルを挟んで席に着き、アンジェロは無言のまま木箱の蓋ふたに手をかける。

　──酒の木箱、か。

　その光景を見ながら、フィーロは自分が初めて不ふ死し者になった時の事を思い出す。あの木箱に興味を持たなければ、今の自分は無かったのだと思うと中々に感かん慨がい深いものがある。

　しんみりとした気分になっているフィーロだったが、

「ところで……フィーロさん」

　アンジェロから唐とう突とつに発せられた問いかけを聞き、瞬しゆん時じに気持ちを切り替える。

「貴方あなたのレストランの会社なんですけどね」

「はい」

「……『仮か面めん職人』ってな名前じゃありませんか？」

「────」

　何ですかそれは。

　と、即そく座ざに口に出そうとしたフィーロだが──

　彼の記き憶おくが、その動作を停止させる。

　『仮面職人』。

　普通に考えれば、言葉の通りの意味だろう。

　仮面を作る人。ただそれだけの話だ。

　だが、フィーロの持つ記憶は警けい告こくを発する。

　それは特別な単語である、気を付けろ、気を付けろ、そうした唐とう突とつな警告が。

　誰の記憶なのか。

　長い人生の間で、自分が見聞きした記憶か。

　──違う。

　セラードを喰ったときに得た、彼の人生の中での記憶か。

　──違う。

　それよりも、もっと奥深く。

　樹じゆ形けい図ず状になった記憶体たい系けいの中で、セラードという大おお枝えだから連なるいくつもの小こ枝えだ。

　セラードによって喰われた者達の記憶。あるいは、さらにそうした錬れん金きん術じゆつ師しに喰われた記憶。




　　連れん続ぞく殺人鬼き　　　　　イタリア　　　　　　　　女好きの領りよう主しゆ

　　　　　　　　父親が作らせた薬　　　　謎なぞの怪かい人じん　　　　　　　　子供達が犠ぎ牲せいに

　　　　　腐くさり卵たまご　　　　　　　　兄　　　　　　　ベグ・ガロット




　──グレット

　──マイザーさんの弟の……記き憶おくだ。

　決して鮮せん明めいではない記憶を読み取りながら、同時に、もう一人──

　もう一人の記憶の中からも、『仮か面めん職人』の単語が特別な意味として拾われる。




　子供達の悲劇　　　　　　　二人の少年　　　　　　　　二人の少女

　　　　　　　　モニカ　　　　　　　　　　　ニキ　　　　　　　犯罪組織

　　　　傭よう兵へい集団　　　　金　金　金　死　金　金　金　　　　　　　　個にして多数




　──ラブロ

　その名を持つ錬れん金きん術じゆつ師しの記憶だと気付いた瞬しゆん間かん、フィーロはその記憶への深ダ入イりブを遮しや断だんする。

　──駄だ目めだ。

　──ラブロの記憶は覗いてはいけない。

　フィーロは、その記憶を覗のぞく事に対して強い禁きん忌きを感じていた。

　セラードが喰った錬金術師がさらに昔に喰っていた男の記憶な為ためか、他の不ふ死し者に比べて断片的な記憶しか覗けない。自分自身の記憶でいえば、３歳さいから５歳前後の記憶のような感覚。

　それでも、深く潜もぐればより鮮せん明めいに『思い出す』事ができるかもしれないが、フィーロはそのラブロという男を深く知ってはいけないと感じていた。

　──そうだ、あいつの記憶なんて、俺のものにしちゃいけない。

　──何しろ、ラブロは──

　そこまで考えた所で、フィーロは不意に現実に引き戻される。

　仮面職人について考えていたのは、実際にはほんの数秒の事だった。

　しかし、それはアンジェロに疑ぎ念ねんを与えるには十分すぎる時間である。

「やはり、何か知っているらしいな」

　それは、カード捌さばきなど問題にならない程ほどの速さ。

　フィーロの眼前には、黒光りする地じ金がねに、金と赤の派は手でな装そう飾しよくが施ほどこされている拳けん銃じゆうがあった。

　まるで映画のワンシーンのような状況で──

　目の前のガンマンは、ただ、淡たん々たんとフィーロに現実を突きつける。

「じゃあ、『仮面職人』について教えて貰もらおうか」




「お前らのボスと──うちのボスを殺せと依頼した奴やつについて、詳しくな」




　　　　⇔




同時刻　艦かん橋きよう部ぶ




　船長。

　それは、文字通り船の長となって、航海の全てを取り仕切る存在である。

　ただし、通常の漁ぎよ船せんや連絡船、海かい賊ぞく船の船長と違い──この『エントランス』のような豪ごう華か客船の船長は、通常の航こう海かい士しや機き関かん士しとしての能力、船員を統とう率そつするカリスマ性以外にも、非常に多くの能力が必要となってくる。

　巨大なホテルを意味する客室サービス、多種多様な店てん舗ぽを要するショッピングモール、幾いく多たものジャンルに及ぶエンターテイメント施設やレジャー施設。

　そうした船内にあるもの全ての最高責任者が、豪華客船の船長なのだ。

　乗客達に、航海の安全を司つかさどるものとして顔を見せる必要もあるし、時には客からの理り不ふ尽じんな要望にも応えなくてはならない。

　その負ふ担たんを軽減する為ために、各部門には副ふく船長やホテルマネージャーなどのアシスタントを置いて激げき務むに挑いどむのだ。

　映画などでは乗客とワインをくゆらせて歓かん談だんする船長の姿も見受けられるが、それもまた正しい姿である。客を最大限楽たのしませた上で、自らはワインを何なん杯ばい飲もうと酔う事一つせずに周囲の状況に気を配り続けなければならない。




　この『エントランス』の船長であるフォルク・コナーも、そうした心構えで船内の様よう子すを見回っていたのだが──

　艦橋部からの連絡を受けた彼が、心を冷静に保ちながら扉とびらを開くと──

「どうしたのかね、副船ちょ……」

　唐とう突とつに、後ろから銃を突きつけられた。

「はい、御ご苦く労ろうさん」

　そして、船長は気付く。自分に銃を突きつけている男の他に、艦橋内に十人程ほどの「部外者」が存在しているという事に。

　彼らは服装こそバラバラであるが、顔には一いち様ようにイタリアの祭りで使われる流りゆう麗れいなデザインの仮か面めんをつけていた。

　パーティーの最さ中なかに抜け出してきた酔っぱらい達と思いたかったが、残念なことに、船内で仮面舞ぶ踏とう会かいが行われる予定はない。

　さらに、彼らがただの狼ろう藉ぜき者ものではないと示すように──仮面の集団全員の手に、デザインだけで威い圧あつ感を与える銃じゆう器きが握り込まれていた。

　それらが本物であると直感で判断した船長は、動きを止めたまま重々しい声を響ひびかせる。

「レーダーに国こく籍せき不明の大型船が現れたと聞いたが？」

「残念。そんな船は俺たちが副ふく船長につかせた噓うその中にしか存在しませんでした」

　見ると、別の男が副船長の頭に銃を突きつけている。

「なるほど。衝しよう突とつの危険が無くなったのはなによりだ」

　フォルク船長は歯ぎしりをしながらも冷静たろうと努め、押し殺した声で言葉を紡つむぎ出した。

「では、部外者の方々は艦かん橋きようには立ち入り禁止となっているので、御ご退たい席せき頂きたい」

「そういう状況じゃあないってのは解わかるよな？」

　嫌らしい笑えみを浮かべながら、仮か面めんの襲しゆう撃げき者しやの一人が船長の方に歩み寄る。

「後から絶望させるのは好きじゃないから今のうちに言っておくぜ。通信室から先に占せん拠きよしたから、緊きん急きゆう連絡とかは無しな」

「……」

「そう怖い顔しなさんな。別に今から客をホールに全員集めろとか無む茶ちやな事は言わないさ。寧むしろ、客の皆様には何も知らないまま素す敵てきな航こう海かいを続けて頂きたい！　そう！　こういうので客にシージャックの事実を伝えると、たまたま乗ってた特とく殊しゆ部隊の奴やつとかの活躍で外部に連絡されたり妨害されたりするもんだからな」

　軽けい薄はくな笑みと共に軽薄な話をするシージャック犯。

　無む論ろん、シージャックを想定せずに航行している船など無い。

　要よう人じんも多く乗るこの船では、そうした警備も万ばん全ぜんという自負はあったのだが──

「さて問題です」

　それを嘲あざ笑わらうかのように、シージャック犯は船長の前で腕を大きく広げて見せる。

「これだけの大型船を乗っ取るのに、一いつ体たい我々は何人いて、どれだけの武器を持ち込んでいるのでしょーうか？」

「……」

「正解は秘密です。乗客名めい簿ぼで照らし合わせてくれてもかまわないが、俺たちは正しよう真しん正しよう銘めいここの乗客だぜ？　でも大ヒント。後から乗り込んだ人もいます。どうやってかは教えてやらない」

　楽しそうに語るシージャック犯を前に、船長は強く奥歯を嚙かみしめた。

「そして武器は全て本物です。いやー、ほら、去年のアレ以来、テロ対策で警けい戒かい無茶苦茶厳きびしいだろ？　船の中でこれだけの重じゆう装備を手に入れるのは苦労したよマジで」

　そう言いながら、男は自じ慢まんするように手にしたアサルトライフルを振り上げる。

　腰にも予備の銃をぶら下げており、船長は一いつ瞬しゆんそれを奪う事も考えたが、周囲の状況から考えてその程度ではどうにもならないと理解した。

「で、単たん刀とう直ちよく入にゆうに言うとだねえ。俺たちは機き関かん室しつに爆ばく弾だんを仕掛けたんでも、千人もいる船のスタッフを全員縛しばり上げたわけでもないんでね。正直、この時点でこの船の異い変へんに気付いているのはここにいる人間と、通信室と機き関かん室しつにいる連れん中ちゆうだけさ」

「どういう事だ」

　尋たずねる船長に、男達はくつくつと笑いながら一つの事実を突きつける。

「いやなに、俺達が掌しよう握あくしてる最さい重要拠きよ点てんは、船の換かん気きコントロールシステムと、各かく換気口なわけでね」

「なッ……」

「この船すごいよねえ、客室からレジャー施設、倉庫の温度まで全部一つの部屋から空くう調ちよう管理できるんだからね。強制換気システムまでついちゃってまあ」

　言いながら、男はライフルを降ろし、懐ふところから一つの小こ瓶びんを取り出した。

　男性用のオーディコロン。船内でも市し販はんされている有名メーカーの物である。

　その蓋ふたをクルリと一回ひねると、小瓶の中でカチリと妙みような音がした。

「で、まあ、これなんだけど」

　言うが早いか──そのコロンを、手て近ぢかにいた副船長の顔に吹きかける。

「何をッ……む……うッ……が……カカッカッカッカカカカカカカカカッ！　カカカッカッあッ……ッッ……ッッッッッ」

　副船長はその場に倒れ伏し、床を搔かきむしりながら昆こん虫ちゆうのような声を出す。

　窒ちつ息そく寸前の小しよう動物のようにバタバタと震え、死にこそはしなかったものの──落ち着くまでに長い長い時間を要した。

「はい、まあ、一吹き分吸っただけでこの様ざまってわけ。連続で二回吹きかけると致ち死し率りつ九割。で、まあ、換気口こうの話と合わせて、言いたいことは解わかってくれたかな？」

「貴き様さまら……！」

　睨にらみ付けてくる船長の殺気を受け流し、男は静かにきびすを返す。

「だから勘かん違ちがいしないように言っておくぜ。客は、誰も気付いてない。あんたらさえ大人おとなしくしてれば、客は何も気付かないまま目的地にたどり着けるわけだ。でも、警察とか来ちゃったら、まあどうなるかは問題にするまでもないよな？」

「目的はなんだ。金か？」

「そ、金。ビジネスだからねえ。もっとも、うちの社長の私怨も入ってる仕事らしいけど」

　あっさりと言い切った男は、周囲の仲間達と共に笑い合う。

　その笑いが苛いら立だたしくて、船長はおびえる事こと無なく口を開いた。

「我々の会社が、そう簡単に身みの代しろ金きんを払うと思っているのか？」

「ハイ、ダウト」

　パチン、と指を鳴らし、船長の眉み間けんを指さすシージャック犯。

「いやいやいや、親会社に無線とか入れたら一発で警察まで話が行っちゃうっしょ。だめだめ、ＮＯだよ。俺達は、別にあんたの会社から金をかすめ取ろうなんて気は無いんだ。ただね、艦かん橋きようぐらいは制圧しないと、向こうが信じないかもしれないんでね」

「な……に……？」

　いぶかしげに尋たずねる船長を余よ所そに、シージャック犯達の代表は楽しげに言葉を続けた。

「あのさ、映画とかでね、良く思うんだ。こういうシージャックとかハイジャックでよぉ、何な故ぜ失敗するのかってな」

「悪は滅びるものだろう」

「まあそれも正解なんだけどさ、くそ、意い外がいと落ちつているなこの船長。……ま、それはともかく、あれだ、手の届く範はん囲いに、ヒーローがいるってのが原因なんだと思うんだよねえ」

「……？」

　奇き妙みような事を言い出す簒さん奪だつ者しやに、船長はいぶかしげな眼めを向ける。

　しかし、男はやれやれと虚こ空くうに向かって首を振り、淡たん々たんと重要な情報を口にする。

「別にこうなったら隠かくす事も無いから言うけどよ、俺達の交こう渉しよう相手は──その『ヒーロー』って類たぐいの人間さ。いや、別にそいつが正義の味方とかそういうんじゃないけどな。なんか特別な力を持っていて、人ひと質じちを見たら自分の身を顧かえりみないで助けるような連れん中ちゆうがいるらしくてねえ。まあ、具体的にどんな奴やつらか知ってるのは社長だけなんだけどよ」

　ペラペラと喋しやべりながら、男は大おお仰ぎようにポーズをつけ、ずい、と顔を船長に近づけた。

「で、だ。これはこの双ふた子ご船せんじゃなきゃできない事なんだけどよ」

「まさか」

「そう、二つの船を同時に人質にとれば──」

　わざとらしい溜ためを作り、男は心底愉ゆ快かいそうに話の真しん相そうを口にする。

「かたっぽの船にしかいねえヒーロー様は、どうしようもねえだろう？」

　そしてシージャック達はゲラゲラと笑いながら──不意に仮か面めんの奥の瞳ひとみを真剣に光らせて、重々しい口く調ちようで問いかける。

「ところで……最さい重要事じ項こうを尋ねるぜ」

「な、なんだ」

　真剣な顔つきの船長に、やはり真剣な眼をしながら男は言った。




「この船に、最強のコックセガールだの特殊部隊ヴアンダムだのは乗ってねえだろうな？」




　　　　⇔




フィーロ達の船室




　──フィーロは、どこに行ったのだろう。

　エステサロンから戻ってきたエニスは、卵のようにつやつやとした肌はだとなっており、その顔には肌に似に合あわぬ不安の色を浮かべていた。

　──チェス君も戻ってこないし。

　エニスにとって、エステサロンというのは初めての経験だった。

　ホムンクルスである彼女にとって、美容や健康は特に求めるものでも無かったが、自分の体に人間と同じ美容法などが通じるのかには興味があった。

　もしかしたら、プロのエスティシャンには肌の微び妙みような張りの差などから『貴女あなた、人間ではありませんね』と言われてしまうかもしれない。そうなったらどうしようという不安を余よ所そに、エスティシャン達は『とても綺き麗れいな肌ですねー、羨うらやましいぐらいですよ』と言うばかりで、彼女へのエステ療りよう法ほうは合計３時間にわたって続けられた。

　内面的には変わったかどうか良くわからないが、とりあえず肌に艶つやは出ており、髪かみもいつもよりしなやかになっている気がする。

　──変ではないだろうか？

　肌がいつもの自分の肌ではないような感覚に、エニスはフィーロかチェスに意見を聞こうと思っていたのだが──部屋に戻っても、二人はまだ戻ってはいなかった。

　チェスは「夜は映画館とか回ってるから、いなくても心配しないで」と言っていたし、フィーロはカジノの様よう子すを見てくると言っていた。

　そこで、エニスもカジノを今しがた見てきたのだが、フィーロの姿はどこにも見あたらない。

　部屋に戻ってきてからまたしばらく待つが、やはり二人からの連絡は無い。

　──探さないと……。

　そう思って立ち上がった所で、扉とびらの外からカードキーを通す音と、続いて扉が開く音が聞こえてくる。

　次の瞬しゆん間かん、その向こう側から現れたフィーロの姿を見て、エニスは安あん堵どの息を漏らす。

　だが、フィーロの服に弾だん痕こんと思おぼしき穴があいているのを見て、吐き出した息を吞み込んだ。

「どうしたんですか！　フィーロ！」

「ああ、いや、心配しないでくれ。一いち応おう解決したよ、一応な」

「一いつ体たい何が……」

「いやー、まあ、商売柄がらこういう事は慣れてるっちゃ慣れてるんだけどな」

　フィーロは苦く笑しようし、胸元からグチャグチャに壊れた伊だ達て眼鏡めがねを取り出した。

「あーあー、高かったんだけどなあ、これ」

　傷一つない体だが、酷ひどく疲れた表情になって、一家の主あるじは肩を竦すくめながら言葉を紡つむぐ。

「誤ご解かいを解くってのは、いつでも苦労するもんだなあ」

　ソファーにどかりと腰を落としたところで、部屋に取り付けられた内ない線せん電話が鳴り響ひびく。

　エニスが慌あわててそれに出て、しばらく何かを話していたが──

「あの、フィーロ」

「どうしたんだ？」

「チェス君なんですけど……今晩は知り合いと過ごすから、部屋に戻らないので気にしないで欲しいって……」

「知り合い？」

　誰の事だろうかと、フィーロはしばし思し案あんする。

　クローディアかシャロンにでも捕まったのだろうか。あるいは、自分たちの知らない古くからの知り合いとでも出会ったのだろうか。

　チェスも永い時を生きている身だ、この船に乗るような知り合いが一人や二人いてもおかしくないだろう。

「まったく、せっかくの家族旅行だってのにな」

　そう呟つぶやいた途と端たん、ふと、フィーロは乗船時のチェスの言葉を思い出す。




──『僕、船の中ではなるべく二人を邪じや魔ましないようにしてあげるし』

──『夜は映画館にでも籠こもっててあげるからさ』




　ブフリ

　何も含んでいない口から魂たましいを吹き出し、顔を真まっ赤かにして息を荒あらげるフィーロ。

「どうしたんですか！　やっぱりどこか体が……」

　心配したエニスが顔を近づけてくるが、今のフィーロには逆ぎやく効果だ。

　ますます顔を赤くするフィーロに、エニスもますます心配そうな顔になる。

「大丈夫ですか、顔が真っ赤ですよ！　不ふ死し者でも細菌や毒にやられれば一時的に熱を出す事はあるんですから、気を付けないと……」

「ち、違う、そういうんじゃないから！」

　ブンブンと首を振り、なんとかして呼吸を落ち着かせるフィーロ。

　エニスは不ふ思し議ぎそうに首をかしげていたが、とりあえず顔色の戻っていく夫を見て自分も落ち着く事にしたようだ。

　そんな妻に対し、フィーロは──

「そういやエニス、なんか顔とか腕とか、艶つや々つやしてるな」

　と、改めてエニスの顔を見て、エステに行ったという効果に感想を述べる。

「えッ」

　それに、今度はエニスの方が戸と惑まどったようで、困ったように眼めを逸そらす。

「あ、あの……変……ですか」

「いや、綺き麗れいだ」

　単純に、感想だけを口にする。

　先せん刻こくは酷ひどい目に遭あったが、しっとりとしたエニスの髪かみや肌はだ、そして照れた表情を見ているだけで救われる気がする。

「き、綺麗……ですか」

　頰ほおを桜さくら色いろに染めるエニスを見て、ああ、照れた表情もかわいいなあと思いながら、フィーロは今日の所はこれでよしとするとしようと満足する。

　奥おく手てな夫と純じゆん真しんな妻の初日は、こうして傍はた目めには何事もなく更ふけていった。




　その裏で、事件が静かに進行しているなどとは知るよしもなく。
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間章







翌日──




「もしもし、フライングよ、ミサオ。まだ20時間しか経たってないわ」

『あ、ああ、すまないヒロコ、ちょっと不安になってね』

「どうしたの？　ホームシック？」

『いや……その、そっちは何か変わった事は無いかい？』

「え？　こっちは何も無いわ。おかげさまでいい目覚めよ」

『そ、そうか……それならいいんだ』

「どうしたの？　なんかすごく疲れてるみたいだけど」

『い、いや……なんていうか……その、おかしいんだ』

「おかしいって何が？」

『俺の船に乗ってる連れん中ちゆうがさ、その……漠ばく然ぜんとしてるんだけど、なんか変なのが多いんだ』

「昨日きのう言ってた仮か面めんの人とか？」

『あ、いや、あの仮面の奴やつとかじゃなくて……もっと他の、普通の連れん中ちゆうがおかしいっていうか』

「どんな風ふうに？」

『いや、だから、漠ばく然ぜんとしてるんだって……。時々変な歌声だかお祈りの声とか聞こえてくるし、なんか生せい気きのない面つらした奴が多いし……』

「それってみんな外国人？」

『あ、ああ、外国人の客と、なんかスタッフにそういうのが多いんだけどさ』

「貴方あなた、外国の人を見慣れてないからそう思うだけよ。気にする事無いと思うわ？」

『そうだといいんだけどな。そっちも何かあったらすぐに連絡してくれよ』

「まったくもう、心配性なのも相変わらずね」

『ありがとう、少し安心したよ。ああ、でもあれだな、変だと思ったのがもう一つあってさ』

「今度はなあに？」

『いや……妙みように同じ服装の奴が多くてさ、黒と赤のコートみたいな』

「ボーイスカウトか何かかしら。でも豪ごう華か客船に乗るなんて変ね」

『だろ？』

「なにかイベントをやるんじゃない？　こっちでも映画のイベントを船全ぜん部ぶ使ってやるみたいだしね。あー、もうやってるかも」

『見に行かないのか？』

「私が人混みとか嫌いなの知ってるでしょ？」

『そういえばそ──────────────────────────』

「もしもし？　もしもし？　ミサオ？　ミサオ？」




「……あら、圏けん外がいになってるわ。おかしいわね。衛えい星せい通信の筈はずなのに」




「嫌ね、寒気なんて……ミサオの弱気が移ったかしら？」




「……今の音……」




「まさか、銃じゆう声せいじゃないわよね……？」




　そして──時間はしばし遡さかのぼる。
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航こう海かい２日目　夕刻　セミスイートルーム




　チェスワフ・メイエルは、昨晩可か憐れんな少女の一人部屋で夜を明かしたのである。

　と言えば、聞こえは実に艶つやっぽいのだが──実際は彼女が捕らえた少年達を縛しばり上げて見張っていただけの事なので、気き苦労だけが勝る一晩となった。

　鮮やかすぎる手て際ぎわで三人の少年を拘こう束そくしたイルネスに、チェスは自分がどうしようもない地じ雷らいを踏んでしまっていると気付きつつ、毒を食らわば皿までという気分で状況に付き合う事にした。

　これが町まち中なかでの出来事ならばその場を逃げ出して済む話なのだが、船という閉へい鎖さ的な空間では航こう行こう中にいつ再会するとも限らない。

　ならば、徹底的に状況を知っておいた方が得だと考えたのだ。

　──もう、正体の解わからない物に振り回されるのはたくさんだよ。

　そう思って、チェスはストレートに少女に尋たずねかけた。

「お姉ねえちゃん、一体何者なの？」

　だが、少女はキヒヒ、と可愛かわいらしくも不ぶ気き味みな笑えみを浮かべて答える、

「秘密だよ、怒られちゃうから！」

「誰に？」

「社長に！」

「何の？」

「うちの会社の！」

　秘密に関わる質問事じ項こうの割には、妙みように自身満々に答えるイルネス。

　それ以上つっこんだ事を聞くと『秘密！』か『私も知らない！』という答えしか返ってこないので、堂々巡めぐりとなる前に質問を切り上げた。

　あの時捕まえた少年達は三人。

　残りは少年一人と少女一人らしく、イルネスは『探してくる！』と昼間から船内をうろついている状況だ。

　チェスは半分暇ひまを持てあましているのだが、かといって捕らえた少年達から眼めを離すわけにはいかない。

　──全く、ロニーさんのせいでこんな事に巻き込まれるなんて。




　最初は黙もく秘ひを続けようとしていた少年三人だったが──

　不意にイルネスが『拷ごう問もんならきっと私でもできるよ？　私が昔されてた事をすればいいんだって社長が言ってたもん！』と言って微笑ほほえみ、ぺろりとドレスを彼らに向かってたくし上げた。

「ちょッ……な、何してるのさ!?」

　スカートを一気に胸元近くまで引き上げる少女を見て、彼女の背中側にいたチェスは眼を丸くして声を上げる。

　だが──

　彼女の前にいた少年達は彼女の下着の他に何を見たのだろうか、

「「ひぃぃぁぁぁッ！」」

　長身と太めの少年は顔を青ざめさせて震えだし、背の低い黒こく人じんの少年は冷静な顔のまま、

「……素直にしゃべった方がよさそうですね。下へ手たに隠かくし立てするとボビーとカルネア嬢じようまでえらいことになりそうです」

　と呟つぶやき、洗いざらい船に乗った目的を吐き出したのだ。




　──それにしても、こんな子供にまで『勝てるかも』って思われているなんて……。

　トール、ハンプティ、トロイと呼ばれる三人の少年。

　マルティージョ・ファミリーの縄なわ張ばりでヤンチャをしているボビー・スプロットの一党だという事だが、強ごう盗とうなどをしている割には本当に子供だ。

　そんな子供にすら、ギャングだと理解された上で『勝てる』と思わせるとは、恐るべきはフィーロの童どう顔がんである。と、チェスは自分の事を棚たなに上げて考える。

　──フィーロには、黙っておいた方がいいかもしれない。

　チェスは大きくため息をついて、眼前に転がる少年達に話しかけた。

「何にせよ、お兄にいちゃん達はもうお終しまいだね。もしかしたら、ボビーって子達も、もう船員さん達に捕まってるんじゃないかな？」

「う、うるせえこのガキ！　お前、ちっこいくせに生なま意い気きだぞ！」

　長身の少年がチェスに叫ぶが、両手足を縛しばられた状態では説得力が無い。

　しかもご丁てい寧ねいに、後ろ手で親おや指ゆび同士も一緒に縛るという縄なわ抜ぬけ困難な縛り方だ。

「生意気でもいいよ。大きい子相手に勝ち誇れるなんて快感は、小さい子だけが味わえる特とつ権けんだからね」

「うわあこのガキ、なんか嫌な奴やつだぞ!?　大人おとなびた上に嫌な奴だ！」

　トールはじたばたと暴れているのだが、ハンプティは諦あきらめムードで、

「うう、ボビーが無計画だから結局こんな事になったんだなあ」

　と呟つぶやいており、トロイに至っては次のように言葉を紡つむぐ。

「私は、ボビーが何かやると言った時点ですでに諦めてました。人生を」

　──なんでこの子達は、そんなボビーにくっついてるんだろう。

　純粋にそう疑問に思ったが、ボビーの血けつ縁えんであるジャグジーはそれどころではない情なさけなさと、反はん比例する人じん望ぼうを持っていた。そう考えるとボビーのような無む鉄てつ砲ぽうな少年に同い年の子供達が惹ひかれるのはまだ自然なのかもしれない。チェスはそう分ぶん析せきし、おとなしくイルネスの帰りを待つ事にした。

　結局イルネスには関わりのない尾び行こう者しやだったのだが、彼女は「ううん、いいよ。なんか色々うまくいってるみたいだから、私、今は暇ひまだし！」と言って、チェスの遠い関係者であるボビーと、通りすがりの密みつ航こう少女を捜す事を申し出たのだ。

「それにしても、その女の子っていうのは気になるね」

　チェスが呟くと、少年達がそれぞれ言葉を返す。

「俺達だって気になってるさ」

「ぼ、ボビーの奴、僕らをあっさり見捨ててあの子の手を取って逃げたんだな」

「仕方ないでしょうね。潜せん行こう場所で彼女と体を密着させてから、内心では気になっている様よう子すでしたから。近所の年下好きの娼しよう婦ふにいいように弄もてあそばれて以い来らい女性を寄せ付けなかった彼ですが、ようやく春が来たと思っていいのではないでしょうか。密航者同どう士し、いいカップルです」

　三人の話を吟ぎん味みして、チェスはとりあえず思った感想を口にする。

「……トロイ君だっけ？　なんかわざとボビー君を脅きよう迫はくするような材料を僕に教えてない？」

「とんでもない、我々の将来の為ために、ボビーの無計画野や郎ろう様さまにはそろそろ人生を学んで頂くべきかと判断しただけです。昨日きのう貴方あなたを尾び行こうすると事を急いだのも、きっと彼女に対していいところを見せようとしたのでしょう」

「ふ、ふーん……」

「彼は興味の無いフリをしていますが、バレバレです。カルネア嬢じようの小麦色に焼けた肌はだは昔彼が好んで切り抜いていたグラビア雑誌の女優群と共通するものがありますから」

　本当に忠ちゆう誠せい心しんがあるのか無いのか怪あやしくなってきた所で、チェスは静かにイルネスの帰りを待つ事にした。

　──そう言えば、昨日はさっそくエニスとフィーロで二人っきりになったはずだが……

　──少しでも親密になってくれれば、私も安心できるというものだ。

　彼らが進展しないのは自分と同居しているせいかもしれないという負い目のあったチェスは、二人の進展を祈りつつ、皮ひ肉にくげな笑いを浮かべてテレビをつけた。




　　　　⇔




船内ショッピングモール




「いやあ、それにしても夕べはよく眠れたなあ、エニス」

「ええ、なじまない環かん境きようなので不眠になるのではと心配でしたが、ベッドと枕まくらの質でああも寝やすくなるものなんですね」

　人々の往おう来らいをベンチに座って眺ながめながら、フィーロとエニスはしみじみと呟つぶやきあった。

　チェスが聞いたら肩を落とすような内容の会話ではあったが、幸せそうな二人を見たらおそらく何も言えなくなる事だろう。

　彼らが今いるのは、吹き抜けとなった円形ショッピングモールの最さい下層にある噴ふん水すいの前だ。

　船の中に噴水があるというシュールきわまりない光景だが、船の揺れされ考えなければ陸地にある通常のショッピングモールの光景と変わらない。

　そこで二人は、様々な店てん舗ぽの看かん板ばんなどを眺ながめていたのだが──

「悪いな、待たせたか」

「いや、ついさっき来たばかりだ」

　彼らの前に現れた黒い男──アンジェロの言葉に、フィーロは苦く笑しようしながら立ち上がる。

「紹介する、妻のエニスだ。エニス、こいつが昨日話したアンジェロだ」

　それぞれフィーロに紹介され、互いに言葉を交わす初しよ対面の二人。

「あの、どうも……」

「おお、これは美しい奥さんだ。羨うらやましいな、うちの女によう房ぼうと取り替えたいぐらいだ。……っと、怖い目で見るなよフィーロ。取りはしない。羨ましいのは本当だが」

「そ、そんな、お世せ辞じは止めてください」

「いやいや、昨日きのうは君の旦だん那なの服を穴だらけにして済まなかった」

　和わ気き藹あい々あいとした調子だが、話の内容は物ぶつ騒そうだ。

「ほんとだぜ。撃うたれたのなんざ何年ぶりの事かと思った」

「こっちも弾だん丸がんを無む駄だにした。それでイーブンだろう」

「……あんた、結けつ構こう無む茶ちやなこと言うよな」

　苦く笑しようするフィーロに対し、アンジェロは鋭い目のまま口元だけで笑う。

「しかし、いいのか？　奥さんまで巻き込むってのは、俺としては……」

「なに、エニスは危険な目には遭あわせないさ。ただ、女でしか入れないようなとこをちょっと見てきてもらうだけだしな。そいつらの仲間には女もいるんだろ？　それに……正直俺おれらとしても、そんなわけの解わからない連れん中ちゆうが船の中にいるってのは気持ち悪いしな」

「まあ、そうなんだが……」

　言いよどむアンジェロに、フィーロは相手を逆に安心させる為ために、言うべき言葉を口にする。

「それに、俺らが協力するのはあくまで探すまでだ。その後ドンパチが起ころうがそれはノータッチにさせてもらうぜ。俺も勝かつ手てになんかの組織と敵対できる身じゃないしよ」

「解ってる、それこそ大事な家族もいるしな」

　アンジェロの返事に『そういう事さ』と頷うなずき、言葉を続けるフィーロ。

「ま、そいつらがこの船を沈めるとか言い出したら、流石さすがに俺もドンパチに参加するけどな」

「うちの『解体屋や』に、船を沈めないように気を付けろと言っておこう」

　そんな軽かる口くちもほどほどに、フィーロとアンジェロはとりあえず今後について話す事にした。

　やや真剣な顔になって何かを話し合っている二人を見て、エニスはしばし考える。

　昨日、一体何があったのか──エニスは、詳しい事は聞かされていない。

　聞いてもいない。

　フィーロが『仮か面めん職人』という誤ご解かいを受け、銃を突きつけられた所までは聞いた。

　だが、その後の事は話そうとはしなかった。服に開いた穴だけ見ても、最低四発は撃うたれている事が解る。

　だが、フィーロは撃たれた時の具体的な話も、どうやって誤解を解いたのかも話していない。

　ただ、誤解はうまく解けたという事、不ふ死し者であるという事を知られてしまった事──

　そして、『ちょっと、あんな話を聞いたら手伝わないわけにはいかない……って話を聞いちゃってさ、本当に悪い！　明日あした一日だけ、そいつの手伝いをしていいかな!?』と頼み込んできた事。せいぜいがそのぐらいだった。

　だが、エニスにはそれで手伝う理由には十分だった。

　フィーロはカモッラの幹部としてクールたろうとしているが、その実はかなり感情で動く部分が多い。フィーロが撃うたれた事に対して思う所が無いわけではないが、フィーロが笑って許している以上は何も言いようが無いし、詳しいその時の話を聞かなければ具体的に怒る事もできない。

　──だいたい、フィーロはいつも自分で背負いすぎです。

　１９３４年に、自分の罪を帳ちよう消けしにする為ためにアルカトラズに投とう獄ごくされたと知った時から、いや、自分の話でセラードに対して怒りを向けた時からのフィーロのそういう性格は解わかっていた。

　そして──自分はフィーロのそんな所に惹ひかれたのだという事も。

　だからこそ、怒りはしないのだが──せめて、自分も一緒にその荷物を背負えるように、できるだけ一緒に生きていこうとエニスは思い──それが、彼女にとっての幸せでもあった。

　そして今日も、彼を手伝ってここに来る事となったのだが、エニスはアンジェロと話し合うフィーロの横顔を見て思う。

　フィーロは、肝かん心じんな事は話さずに、人を使うのは実にうまい。

　人使いがうまいというよりも、人に「手伝おう」と思わせるのがうまい。

　それが計算なのか自然体なのかは解らないが、この70年間でフィーロはそうした所は非常に洗せん練れんされたように思う、

　裏うら社会の幹部としてふさわしい技能なのかもしれない。

　だが──たとえどんな理由だろうと、今の自分を必要としてくれる、必要が無くても、ただそばにいてくれるフィーロの事が好きだった。

　一度だけチェスにそれを話した事があるのだが、その時は、

「なあんだ。そんなの、フィーロお兄にいちゃんだって同じ事を思ってるよ。なんだかんだ言って似たもの夫婦なんだねえ」

　と言って笑われた。

　──そうなんだろうか。

　エニスはそれを確かめる為ため、フィーロに『結婚しよう』と言われた時の事を思い出し──




「どうしたエニス？　なんか顔が真まっ赤かだけど……もしかして、熱とかあるのか!?」

　と、昨日きのうと逆の心配をされる結果となった。




　　　　⇔




船内イベント専せん用よう倉庫




「よ、よし。ここなら暫しばらく隠かくれてられると思うぜ」

　様々なイベント用器き具ぐが並ぶ薄暗い倉庫の中を歩きながら、ボビーは安あん堵どしたように息を吐き、右手の中にあるカルネアの手を強く握る。

「いたッ……」

「あ、わ、悪いな！」

　慌あわてて手を離しつつ、しまったという顔をするボビー。

「いえ、私は大丈夫です。ごめんなさい、大きな声を出してしまって……」

　小声で謝るカルネアの姿に、ボビーは思わず顔を赤くしそうになる。

　だが、こんな状況で女相手に色気を出すなど最低だぜ、と心の中で自分に強がり、感情を抑え込みながら淡たん々たんと言葉を吐き出した。

「まったく、気を付けろよな。いいか、足手まといにだけはなるなよ」

「は、はい」

　申し訳なさそうに返事をするカルネア。

　その声を聞いて心の中で『俺の馬鹿』を二十三回繰り返すボビー。

　彼らはほぼ休み無しで船内を少しずつ逃げ回り、もう歩くのも辛つらいという状況だった。

　ようやく周りから完全に人ひと気けが無くなった事を確認し、ボビーとカルネアは、何か大がかりなセットの裏側に回って座り込む。

「ここなら……あいつらも、追ってこない……といいけどな」

　そう言って、ボビーは大きなため息をついた。

　カルネアも頷うなずきながら息を吐くが、怯おびえの為ためか、呼吸が僅わずかに震えている。

　二人が感じている恐怖や焦しよう燥そうは、イルネスという少女の不ぶ気き味みさに向けられたものではない。

　船員達に捕まって警察に引き渡されるという事実に向けられたものでもない。




　彼らは今──

　イルネスでも船員達でもない、第三者に追われていた。




　　　　⇔




数時間前まえ




「よしよしよし、ここなら暫しばらく隠かくれてられると思うぜ」

　イルネスや船員の目から逃げ続けたボビーとカルネアは、『設備故こ障しよう中ちゆう』の札が掲げられたリネン室の中に入り込んだ。

　豪ごう華か客船なのに故障とは粗そ末まつな話だと思うより先に、二人はとりあえず人の来なさそうな空間がある事に感謝した。

　しかし、いつまでもここに隠かくれているわけにはいかない。

　何か身を隠す方法は無いかと周囲を見渡していると──

　ボビーは、天てん井じよう近くにある、小さな格こう子し戸どを発見する。

　格子さえ外せば、人の通れそうな換かん気き口こうだ。

　恐らくは換気関係でトラブルがあった場合に業者が内部に入り込む為ための入り口だろう。

「だとしたら……」

　周囲を見回すと、ご丁てい寧ねいに部屋の隅すみに梯はし子ごが横たわっている。

「しめた！」

　自分はなんと幸運なのだろうと神に感謝し、密みつ航こう者の少年は迷わずその梯子に手をかけ、少女と共に隠れられる絶対安全な場所を見つけたと喜んだ。

　思ったよりも広い換気口を進んだ先で──

　赤い発光ダイオードが点てん滅めつする、奇き妙みような機械を見つけるまでは。




　　　　⇔




艦かん橋きよう




「あん……？」

「どうした？」

　ノートパソコンらしき端たん末まつで何かの画面を見ていた男の声に、横にいた男が問いかける。

「それがよ……『生ライブ』の仕掛けた装置の一つに、誰か触ってやがるぜ」

「……待ってろ」

　シージャック犯である『仮か面めん職人』達の一人が、腰から無線機を取り出し、特定の周しゆう波は数すうに対して呼びかける。

「おい、ライブ、聞こえるか、ライブ」

【なんでしょう】

「お前今、どこにいる」

【換気口内の中ちゆう枢すう部ぶですよ。三番ブロックです】

　ライブの返答を確認し、仮面の男は真剣な声こわ色いろで問い直す。

「53番の前にはいないんだな？」

【遠くは無いですが、少し離れてますね。どうしましたか？】

「今……53番の装置に触ってるネズミがいるらしい」

【……ＯＫ。本当にネズミがコードを囓かじってると祈りましょう】




【それでは、すぐに見てきます】




　　　　⇔




換かん気き口こう内部




「？　なんだこれ？」

　這はいずりながら進んだ先で、ボビーは奇き妙みような機械を発見する。

「どうしたんですか？」

　後ろから聞こえるカルネアの声に、ボビー「何か変なのが」とだけ答え、その機械をそっと触ってみる。

　うかつに上を通り越したりして、警けい報ほうか何か鳴っては堪たまらない。

　慎しん重ちようにその機械を見てみるのだが、見れば見る程ほどなんの装置か解わからなくなってくる。

　どこかに線が繫つながっているわけではなく、どうも単独で動いているようだ。電源コードすら無い事から、恒こう久きゆう的に使うものではないのかもしれない。

　小さなプラスチック製のボトルが取り付けられていて、中に何かの液体が揺らめいている。

「ねえボビーさん、どうしたんですか、何かあったんですか？」

「うーん」

　暫しばらくその機械を眺ながめたりつついたりしていたボビーは、首をひねりながら一つの結論を導きだした。

「たぶん、ネズミ避けの臭においを出す機械かなんかだな！」

　と──




「ネズミは君達です」




　ボビーの眼前の闇やみから、突然くぐもった声が響ひびき渡る。

「うわあ!?」「ひッ!?」

　後ろにいたカルネアも闇の中の存在に気付いたようで、悲鳴を上げながら後ろに下がる。

　機械が発していた僅わずかな赤い光に照られされた相手の顔は、暗あん視しゴーグルとマスクによって覆おおわれた奇妙な男で、ボビーの映画や漫まん画がで見た知識で言えば、確かにこうした狭い場所にぴったりの外見をしていると言えた。

　だが、そんな感想を整理している暇ひまはない。

「いけない子供達だ。お仕し置おきしなくてはいけない」

　ボビーは慌あわてて後ろに下がろうとするが、それよりも先に暗視ゴーグルの男の手が伸びる。

「ボビー君！」

　後ろからカルネアの声が聞こえたのと同時に、ボビーは悪あがきのつもりで眼前の機械を思いきり相手に押し撥はねた。

「うわッ」

　取り付けられたボトルが外れないように、暗あん視しゴーグルの男は両手を使って投げられた装置を押さえ込む。

　その隙すきに、ボビーは素早く後退し、リネン室の中へと抜け出してしまった。




　まんまと子供達に逃げられた『生ライブ』は、装置の安全を確認してから「ふむ」と息をつき、少年と少女が出て行った出口に向かう。

　暗視ゴーグルのスイッチを切り、通常のカメラに切り替えた視線の先に映るのは、リネン室を飛び出している少年と、それに手を引かれた小こ麦むぎ色の白はく人じん少女。

　ライブはしばしその場で何かを思し案あんしていたが──

「さてさて、彼らは我々の危き惧ぐすべき英雄か、それとも単なる被害者か……」

　再び独り言を呟つぶやきながら、ライブは無線機を取り出した。

「ああ、私です。ネズミは二人の子供です。そしてすいません。逃げられました」

【お前！　逃げられましたで済むと……】

「……ネズミ達が警けい備び員に報告するかどうかは解わかりませんけどね？」

【何？】

　訝いぶかしげに言う相手に、ライブは淡たん々たんとした調子で自身の判断を伝えていく。

「こんな所に潜もぐり込んでいるぐらいですから……私の見立てでは、恐らく密みつ航こう者でしょう」

【……】

「自分達も逮たい捕ほされるのを覚かく悟ごして騒いだりする前に、処理しておいた方がいいと思いますよ」

【特とく徴ちようは】

「14、５歳さいぐらいの短たん髪ぱつの少年に、同い年か少し下ぐらいの……綺き麗れいなブロンドの髪かみと、やっぱり綺麗に日焼けした白人の女の子ですよ。日焼けした金きん髪ぱつの少女と普通の少年って組み合わせで探すといいかもしれませんね」




　こうして──わかりやすい特徴を持つ二人の密航者は、すぐに船内中の『仮か面めん職人』の間に知れ渡る事となった。




　　　　⇔




　そして、時間は再びイベント用倉庫に戻る。




　呼吸を整えながら、ボビーはここ数時間の事を思い返す。

　あの換かん気き口こうでスパイのような男と出会ってから、明らかに彼らは危険な状況となっていた。

　彼らを執しつ拗ように追い始めたのは、ゴシックドレスの少女でもなく、密みつ航こうに気付いた船員達でもなく──明らかに普通に客の格かつ好こうをした、それでいてどこか危険な雰ふん囲い気きを持つ男達だった。

　あの暗あん視しゴーグルの男が追ってくるのではないかと警けい戒かいしていた所で、自分たちに向かって一直線に近づいてくる男達を見つける。

　こんな時に、ＮＹの町まち中なかで警官達から逃げ続けたボビーの経験が役立つ事となった。

　長年悪あく事じを重ねてきた結果、ＮＹのブロードウェイの中でも、周囲を見渡せば自分達を追ってくる警官や私し服ふく警官、あるいは盗ぬすまれたものを取り返しに来る男達を判別する事ができる。

　全く褒ほめられた技能ではないが、この状況ではそれが奇き跡せき的に功を奏した。

　慌あわてて逃げた先では──また別の乗客が数人、自分達を追い始める。

　まるで、船中の乗客が敵に回ったような感覚だった。

　密航者として船員に捕まるならば、まだ警察に捕まるだけで済む。

　あのゴス少女に捕まればどうなるかは解わからないが、命までは取られない気がする。

　だが、あの連れん中ちゆうは危険だ。

　ボビーの短い人生で得てきた経験が、本能と合わさって激しい警けい報ほう音を鳴らしている。

　──あいつらに捕まったら、たぶん、死ぬ。

　同じような直感をカルネアも抱いていたようで、周りに人の気け配はいが無くなった途と端たんに本当に安心した顔で肩を上下させていた。

「ここまでくれば安心さ、とりあえずはね」

「そ、そうですね……キャアッ!?」

　顔を上げたカルネアが悲鳴をあげ、ボビーは思わず全身をこわばらせる。

　反射的にカルネアの視線の先を追うと──

　そこには、巨大な顎あぎとがあった。

　10メートルを超える頰ほお白じろ鮫ざめ──を模もして作られたアニマロイドだ。

「び、びっくりしました……」

「こ、これ、甲かん板ぱんにあったロボットの鮫かよ……」

　見ると、横には『モード・ギアーズ』シリーズの主人公である『ザ・ギア』の特殊スーツが置いてある。歯車が多く金属的だが、どうやら通常の着ぐるみと同じように着込む事ができるようだ。

　周りには、他にも『モード・ギアーズ』シリーズに関係する小こ物ものやセットが並んでおり、座る時は気付かなかったが、ここは映画のイベントの為ための道具を置いてある区画のようだ。

「昨日きのうまでは外にあったのに……なんでここに」

　ボビーはカルネアに話したつもりでその疑問を口にしたのだが──

「……これから、噴ふん水すいでイベント」

　端たん的てきな言葉が聞こえてきて、二人の密みつ航こう者は再度全ぜん身しんをこわばらせる。

　声のした方に顔を向けると、そこには金色の目を冷たく輝かせる少年の姿があった。

「な、なんだよ、お前」

　どうやら追っ手ではないらしいが、目の前の少年は、顔は少女と思えるような顔立ちなのに、不ふ思し議ぎな威い圧あつ感を放ちながらボビーとカルネアに語りかけてくる。

「……関係者以外……立入禁止……」

　ぼそりとした声だが、はっきりとした意志のこもった声だ。

　──吞まれる。

　目の前の少年に気け圧おされたボビーは、いつも町まち中なかでそうするように──腰のポケットから折り畳たたみナイフを取り出し、派は手でな音を立てて抜き放つ。

「ぼ、ボビーさん」

　怯おびえと非ひ難なんが混じったカルネアの声が聞こえてくるが、今いま更さら後には引けない。

「大人おとなしくしろ。大丈夫だ、騒がなけりゃなにもしねえよ」

　使い慣れない脅おどし文句。普ふ段だん観光客から物をひったくる時は、適当に叫んで相手が混乱している間に無む理り矢や理り荷物を奪うボビーにとっては、こうした駆け引きは不ふ慣なれである。

　そんな様よう子すを見て何を思ったのか、少年はなんの躊躇ためらいもなくボビーへと歩み寄った。

「さ、騒ぐんじゃ……」

　慌あわてたボビーは、脅しのつもりでナイフを下から突き上げた。

「……騒いでるのは、君」

　呟つぶやきながら、少年は拳こぶしを握った両手をクロスさせ、そのままナイフに覆おおい被かぶさるようにして下へと突き降ろす。

「えッ」

　ナイフを握ったボビーの手は、交差した相手の手首に止められた。

　刃は先さきは意図的に開けられた両手と腹ふつ筋きんの間の空間を薙なぎ、そこで微び動どうだにしなくなる。

　そのまま流れるような動きで、いつの間にか握られていたボビーの手首が謎なぞの少年の方へと引き寄せられ──入れ替わるように、少年の体自体はボビーの後ろへと回り込んだ。

「あれ？」

　──逆らえば折れる。

　理性がそれを認にん識しきする前に、相手の体が自分の右手を持ったまま背後に消え──気付けば、後ろに立たれて腕を捻ひねりあげられている状態となっていた。

「……あッ……ががッ」

　──痛みが来る。
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　そう判断したボビーの神経は、とっさに手をゆるめてナイフを空中にこぼし落とす。

　少年は無言のままそのナイフの柄えをつかみ取り、何事も無かったように折り畳たたんで自らのポケットにしまい込んだ。

「あ、ああ……」

　腕を放された反動でぺたりと座り込んだボビーの中で、音を立てて何かが折れる。

　──もう駄だ目めだ。

　相手が敵か味方かも解わからぬまま──もしも自分一人だったら、そう口にしていたに違いない。

　しかし、今はカルネアも共にいる状況だ。どうにかして打だ開かい策さくを考えなければ。

　ボビーがそうして知恵を振り絞しぼるのを嘲あざ笑わらうかのように、運命は彼らに試し練れんを与え続ける。




「おい、こっちの倉庫じゃねえか」

「広いな……だが向こうの倉庫にはいなかったからな……そっちから回れ！」




　倉庫の奥から、自分達を探しに来たと思おぼしき声が聞こえてきた。

　多くの物や棚たなに遮さえぎられて姿は見えないが、確実にこちらに近づいてくる。

「か、カルネアだけでも逃げろ！」

「だ、駄目です、捕まったらボビーさん、殺されます！」

　小声で叫ぶボビーと、やはり小声で嫌な事実を叫ぶカルネア。

　ナイフを奪った少年は、冷たい目つきのまま二人の会話と倉庫の奥から聞こえてくる声に耳を傾けていた。

　そして少年はおもむろに一歩踏み出し──

　ボビーとカルネアの腕を摑つかんで、二人を力強く引き寄せた。







「いたか」

「いや、こっちは……お？　おい！　そこの小こ僧ぞう！」

　倉庫の先に見えた小こ柄がらな人ひと影かげに、『仮か面めん職人』の一員である男は声をあげる。

「こっちを向……あ？」

　そして、薄暗い明かりの中で相手の顔を確認し、悲鳴に近い叫びをあげた。

「シャ、シャロン！　シャロン・ウォーケンじゃねえか！」

「なにぃ!?　マジか!?」

　世界的に有名な少年スタントマンである少年に気付き、二人の追っ手は仕事を一いつ瞬しゆん忘れて声を震わせた。

「おおおお、マジか、ファンなんだよ、いや、本当に会えて光栄だよ」

「……」

「すっげえ、本当に写真のまんまの面つらしてんのな！」




　一気に緊きん張ちよう感かんの薄れた空気の中──

「……」

　冷ひや汗あせを搔かきながら、ボビーは一人で緊張感を保ち続け、震えていた。

　追っ手のすぐ横にて、直立不ふ動どうの姿勢を保ちながら──

　『ザ・ギア』の着ぐるみの中で、絶望的な表情で震え続ける事しかできなかった。




　先せん刻こく、シャロンはとっさにボビーとカルネアの腕を摑んだかと思うと、カルネアを軽々と持ち上げて鮫さめの口の中に入れ、ボビーには手て近ぢかにあった『ザ・ギア』の着ぐるみを纏まとわせたのだ。

　鮫の口の奥は意い外がいに広く、実際に撮さつ影えいで『ザ・ギア』が丸吞みにされるシーンを撮影したこともあって、カルネア一人だけならば余よ裕ゆうで隠かくれられるスペースがあった。

　一方、ボビーの方も完全に着込もうとしていたのだが──無む論ろんそんな時間はなく、上じよう半身だけが歯車オバケで、下か半身がジーパンという奇き妙みような格かつ好こうのまま直立している状態である。

　いくら倉庫内が薄暗いとはいえ、じっくりと見られたら間違いなく気付かれるだろう。このままではまずいと一人ひとり緊張していたのだが──

「お、おい、名残なごり惜しいけど行かねえとよ」

「あ、そうだったな、なあシャロン君よお。こっちに子供が二人来なかったかい？」

　シャロンはそれを聞いてコクリと頷うなずき、彼らが入ってきたのとは別の出入口を指さした。

「あっちか！　畜ちく生しよう、通り抜けただけかよ！」

「悪いな、いや、あいつら俺達の財さい布ふをスった連れん中ちゆうでね」

　そんな事を述べながら、足早にその場を去ろうとしたのだが──

　二人のうち一人が足を止め、再びこちらを振り返る。

「っと、やべえ、俺ってなんて間抜けなんだろうな」

　──バレた！

　──もう駄だ目めだ！

　男の声に心が凍り付いたボビーだったが、

「俺、手帳とペン持ってたじゃん。手帳にサインもらってかまわねえかな？」

　そう言って手帳を取り出す男の様よう子すに、思わず膝ひざから落ちそうになって、既すんでの所で踏みとどまった。




「ああ、いいな畜ちく生しよう！　あ、じゃあ俺もこれにサインしてくれ」

「お前、それは……」

「いいじゃねえか！　っしゃぁ！　これで後で自慢できるぜえ！」

　そんな会話を終え、男達が倉庫を去った後──ボビーは大きく息を吐き出し、今度こそ膝からガクリと崩れ落ちる。

「あ、あ、ありがとう、助かったぜ」

　一方のシャロンは、首を傾かしげながらボビーに対して口を開く。

「……スリ？」

「違う！　信じてくれよ、今日はやってねえ！」

「……」

　ボビーの声に、シャロンはコクリと頷いた。

　無む口くちで気味が悪いが、自分達を救ってくれた少年に素直に感謝するボビー。

「悪かったよ……俺、ナイフまで向けたってのに」

　気まずそうに言うと、シャロンはフルフルと首を左右に振り、

「……外……見てくる」

　と言って、男達が出て行った出口の方に向かっていった。

　その姿を見送りながら、ボビーは『ザ・ギア』の面の中で大きく深しん呼吸を開始する。

　同時に、鮫さめの方を見ると、口の奥からほんの僅わずかにカルネアが顔を出していた。

「た、助かったんですか、私たち」

「……ああ……でも、これからどうしようか……」

　困ったように呟つぶやき、いっそ船員に自首しようかとすら考える。

　だが、あの男達と船員が繫つながっていないとも限らない。

　換かん気き口こうの機械の話をすぐに信じてくれればいいが、もしかしたらもうあそこの機械は片付けられている可能性もある。

「どうすりゃいいんだ……」

　履はき損ねた『ザ・ギア』の下か半身のパーツを手にとりながら、途と方ほうにくれたように俯うつむくボビー。とりあえず、万まんが一いちシャロンよりも先に奴やつらが戻ってきた時の為ためにと、全身歯車オバケになるべくパーツを装着し始めたのだが──

　完全に着替え終わろうかという直前、唐とう突とつに倉庫内の電気が全てつけられた。

　同時に大きな搬はん入にゆう口ぐちが開き、ドヤドヤと大おお勢ぜいの人が入ってくる。

「ひッ……」

　最後のパーツである右足のブーツを履いている状態で、ボビーは金かな縛しばりにあったように動けぬままでいたのだが──

　そんなボビーを見て、集団の中央にいた男が声を上げる。

「マ────────────ヴェラス！」

　──なんだなんだ!?

　突然浴あびせられたハイテンションな叫びに、ボビーの精神は悲鳴を上げた。

　次から次へと襲おそいくる『状況』の波に心がついていかなくなり始めている。

「中々戻もどってこないから呼びに来たら、既すでに『ザ・ギア』の衣い装しように着替え終えているとは！　正まさに君こそザ・ギアの化け身しん！　歯車の申し子！　それでいて社会の歯車にならぬ君は何者か？　そう！　君こそはシャロン！　シャロン・ウォーケンに他ならない！　実にグレイト！　正にパーフェクト！」

　太った黒こく人じんに続いて、どやどやと映画スタッフらしき人々が倉庫に雪な崩だれ込んで、まだ奥にカルネアが隠かくれている鮫さめのロボットを移動させ始める。

　──ああっ。

　止めようとしても、迂う闊かつに声を出せば間違いなくバレる。

　バレなかったとしても、なんと言って止めればよいのかが解わからない。

　あたふたしている彼を余よ所そに、この状況のまとめ役らしき黒人の男は、テンションを高くしたまま歯車オバケの肩を叩たたく。

「さあ行こうか！　クローディアが既に会場をあっためてくれてる筈はずだから、あとはもう君が動くだけでドッカンドッカンだ！」

　主しゆ演えん女優に場を暖めさせるというとんでもない事をサラリと言ってのけながら、監督は中にボビーの入った『ザ・ギア』の手を引いた。

　断る事も否定する事もできず、ボビーはただ、流されるままに倉庫の外へと連れ出される。

　その先に何があるのか、想像する暇ひまも与えられぬまま────




　　　　⇔




ショッピングモール最さい下層　噴ふん水すい前カフェ




　噴水から僅わずかに数メートルの距離。

　船内に作られたカフェテラスにて珈コー琲ヒーを飲みながら、三人の男女が一つのテーブルを囲んでいる。

「しかし、船のこんな奥でカフェテラスってのも変な気分だな」

「でも、屋内でのカフェテラスというだけなら、モールなどでもよくありますから……」

「仕事が片付いたら、舳へ先さきに立って酒でも飲もうじゃないか」

「悪わる酔よいどころか、海に落ちるだろそれ」

　そんな雑談も交えつつ、これから何ど処こを探すか、あるいは『仮か面めん職人』達の特とく徴ちようなどについて話し合っていたフィーロ達だったが──

　にわかに、周囲が騒がしくなった事に気が付いた。

「なんだ？」

　そちらに意識を向けると──聞き慣れた少女の楽しそうな声が、モールの噴水の向こう側から響ひびいている。

「ありゃ、クローディアか？」

「そういえば……今日は噴水前のイベントステージで、映画のプロモーションイベントをやるような事を聞きました」

「へえ……こんなに客と間ま近ぢかでやるのか？　あいつらしいな」

「デビュー前からこういう事が好きでしたからね」

「子役の癖くせにマネージャー無しで直接映画依い頼らい受けるからな、あの姉弟……」

　微笑ほほえみながら彼女について語り合う二人を見て、アンジェロは興味深げに尋たずねかける。

「なんだ君達。あのクローディア・ウォーケンと知り合いなのか？」

「あの姉弟の家系とは、ちょっとした腐くされ縁えんなんだ」

「そうか……羨うらやましいな。私は彼女の映画では『風をくぐる山犬』が好きでね」

　フフ、と珍しく柔らかい笑えみを浮かべた後──その表情のまま、自然な動きで視線を周囲に巡らせる。

「おい、どうしたんだ？」

「いや……『彼ら』がこのイベントを見に来ているかもと思ってな」

「流石さすがにこんな大おお勢ぜいの前には出てこないんじゃないか？」

　苦く笑しようしながら言うフィーロに、アンジェロは真剣な口く調ちようで言葉を返す。

　ただし、自分でもあり得ないと思っているのか──

「いや、奴やつらは映画好きな様よう子すだったからな。本当にほとぼり冷ましの為ための旅行だとしたら、安心してこのイベントを見に来てる可能性もある」

「なるほどね」

　フィーロもそう言われて納なつ得とくし、それとなく周囲を見渡してみる。

　仮か面めん職人とやらのメンバーの顔はまだ詳しく聞いていないので、フィーロはとりあえず堅かた気ぎでは無さそうな者がいないかを見てみる事にした。

　70年間幹かん部ぶを続けてきた身として、縄なわ張ばりの中に来た人間が堅気かそうでないかの区別ぐらいは勘かんで何となく解わかる。無む論ろん、そうした空気を巧たくみに隠かくす者も多く存在するのだが、アンジェロの話を聞く限りではそうした類たぐいの人間というわけでもなさそうだ。

　──俺も、隠せてる人間だと思ったんだけどなあ。

　昨日きのうアンジェロにあっさりと裏の人間と看かん破ぱされた事が悔くやしいのか、フィーロはなんとしてもその裏うら社会のビジネスマン達を見つけ出してやろうという気分になっていた。

　しばし、そんな調子でイベント周辺の様よう子すを探り続けるフィーロ達。

　すると、一ひと際きわ大きな歓声が起り、ショッピングモールと船せん内ない倉庫を繫つなぐ通路から、巨大な鮫さめが姿を現した。

「うわ、あの鮫ロボット、中に持ってきたのか？」

　外見も蠢うごめきも本物と差さ分ぶん無い鮫の横には、全身に歯車を取り付けた異い形ぎようのヒーローが佇たたずみ、歓声に対して両手を大きく振っていた。

「おお、シャロンの奴やつも気き合あい入ってるなあ」

「なんだか少し、動きがぎこちないですね」

「いやあ、あいつもこんなイベント初めてだろうから緊きん張ちようしてるんだろ」

　異い変へんに気付いたエニスとは対たい照しよう的に、柔にゆう和わな笑えみを浮かべて歯車オバケを眺ながめるフィーロ。

「あいつにもそういう人間らしい所があって、ちょっと安心したよ」




　　　　⇔




船せん外がい上部　プールサイド




　セレブの男女が水着姿すがたでくつろぐ屋外プール。

　夕暮れの中、海水に囲まれた場所で真水を浴びるという贅ぜい沢たくを味わう者達の間を──あからさまに場違いな、黄色と黒のゴス少女が通り過ぎる。

「いないなあ、いないよう」

　明らかに探す場所を間違えている彼女は、結局半日探さがした今も密みつ航こう者に出会えておらず、同じ頃に彼らを追っていた『仮か面めん職人』の仲間達とも接せつ触しよくしていない。

　予定では、もうシージャックをこなしている筈はずの時間だが、自分に連絡は来ていないし、船の乗客達も幸せそうに船旅を過ごしている。

「きっと、全部上う手まくいったんだね。よかったよかった。めでたしさんだねえ」

　そう言いながらフラフラと船せん外がいを歩いていたイルネスだが──

　ふと、プールサイドにある時計を見て、彼女はふと思い出す。

「あ、そういえば、クローディアのイベントが始まるんだった！」

　一いつ瞬しゆんで彼女の思し考こうは『密航者』から『クローディア』へと切り替わり、トテトテという似に合あわない音を立てながら、脇わき目めもふらずにプールサイドから駆け去っていった。




　　　　⇔




噴ふん水すい前　ステージ上




　──どうしよう。

　世界一狭い密室の中に閉じこめられ、その密室を動かして手を振るボビー。

　全身を冷ひや汗あせが包み込み、異常な湿気が更さらに彼の精神を摩ま耗もうさせる。

　結局出るに出られぬまま、スタッフ達に連れられて会場入りしてしまった密航少年。

　すぐ横でヒレや顎あごを蠢うごめかせている鮫さめの中には、未だにカルネアが入っている筈だ。

　内部のモーターなどに絡まってケガをしたりはしないだろうかと心配しながらも、今の自分にはどうすることもできなかった。

　着ぐるみの中から、周囲に集まった人の波を見る。

　自分が立つステージの前だけでなく、噴水を取り囲む巨大なショッピングモールの各かく階層からも多くの視線が集まっていた。

　自分の人生の中で、ここまで注目される事などあったであろうか？

　過去には確実に無い、未来にも恐らく無い。

　人じん生せい最大の山場を、他人として迎えている少年。

　しかし今の彼には、一いち々いちそんな事を考える暇ひまなど無い。

　──な、なんだか知らないけど、喋しやべらなくてもいいらしいな。

　真まっ白しろになった頭を振り絞しぼり、なんとかこの場を乗りきる方法を模も索さくする。

　──とりあえず適当に手を振って、コクコク頷うなずいてれば……

　そう思いながら再び周囲を見渡すと──

　観客の中に、先せん刻こくまで自分達を追いかけていた男達が何人かいる事に気付き、再び頭が真まっ白しろになりかけた。

　──なんであんなヤバそうな奴やつらが、こんなイベントにいるんだよ！

　抗こう議ぎの声を上げそうになったが、自分にできる事は何も無い。

　恐ろしいのは、横で何かを喋しやべっている少女や太った監督に『じゃあ、お面めんを取って』と言われる事だった。

　しかし、今のところは何事もなく時間が流れ、ボビーは自分がこのまま永久に見せ物になるのではないかという錯さつ覚かくに囚とらわれつつあった。

　もしかしたらこれは夢なのかもしれない。

　実はまだ自分は救命ボートの中で寝ていて、この歯車スーツの圧迫感も、もしかしたらハンプティやトールが自分に寄りかかっているからかもしれない。そう思いかけたが、それではカルネアも夢の存在となってしまう。

　──嫌だ、カルネアはいてくれ。

　──でも、この状況は夢であってくれ。

　──そうだ、カルネアが潜もぐり込んで来た後に見た夢って事なら──

　そんな、自分でも無理があると思う事を望み始めた瞬しゆん間かん、

　彼女ではない少女の言葉が、少年を強制的に現実に引き戻す。

「あなた……シャロンじゃないでしょう？」

「──っ」

　写真撮さつ影えいという事で、自分と同い年ぐらいの少女が自分の後ろから首くび筋すじに腕を絡ませている。

　彼女の顔と自分の耳元が接近した所で、マイクを離した少女は、ボビー以外の誰にも聞こえぬような声で呟つぶやいた。

「全くもう、私から見たらバレバレよ。監督も気付いてるっぽいけど、面白そうだからカメラを回し続けてるみたい」

「……ぁ……」

「貴方あなたが私を殺しに来た暗殺者とか、狂信的なファンだったらどうするつもりなのかしらね、監督ったら。……でも、そんな連れん中ちゆうにシャロンがこの服を奪われるわけはないって信じてるから、きっと何か事情があるんだろうけどね？」

　クスリ、と力強く笑う少女は、正体も解わからぬ相手を全く怖おそれずに微笑ほほえんだ。

「いいわ、私も暫しばらく黙っていてあげる」

「えっ……」

　思わず少女の方を向き直りそうになるボビーを『そのまま』と小声で制し、ステージ上の主役である少女は、スーツの中にいるボビーに一つの『命令』を投げかける。

　その純粋だが力強い笑顔は、まるで自分が世界の支配者であるかのように。




「代わりに、そのスーツを着てる間は──ちゃんとヒーローを演じきって頂ちよう戴だいね？」




　　　　⇔




「ははは、シャロンの奴やつ、相当緊きん張ちようしてんなあ」

　やはりどこかぎこちない動きの『ザ・ギア』を見て、フィーロは楽しそうに微笑ほほえんだ。

　だが、その横で同じような表情で周囲を見ていたアンジェロは、

「……いた。ビンゴだ」

　と、フィーロとエニスにだけ聞こえる声で呟つぶやいた。

「……マジか？」

　フィーロとエニスは、できるだけ自然な表情を保ったまま、意識だけを静かに変えていく。

　アンジェロは静かに頷うなずき、『落ちついて聞いてくれ』と言うと──

　視線だけを、静かにそちらに向け、言う。

「……たった今、俺達の隣となりの席に来た奴らだ」







「ああ畜ちく生しよう、こっからじゃ後ろ姿しか見えねえよ」

「しっかしなあ、羨うらやましいよなあケビンとバームの野郎。ちゃっかりシャロン・ウォーケンのサインを貰もらってやがるんだからなあ」

「それにしても、やっぱ今からじゃステージの前には回れそうもねえぜ。上の階にいくか？」

「そうだなあ。くそ……それもこれもあの密みつ航こう者のガキどものせいだ」

　先日レストランを襲しゆう撃げきした『仮か面めん職人』のうちの二人は、そんなことを呟き合いながら視線をステージ上に集中させていた。

　アンジェロ達はそんな彼らの様よう子すを後ろから窺うかがっていた。

　今の会話の流れから、彼らが二階に向かう事があればその後をつける事にしようと小声で打ち合わせていた。

（後は私の仕事だ、ここまでで構わない）

（まあ、結果だけは見届けさせてくれよ）

　そんな会話をしつつ、フィーロは思ったよりもあっさりと済みそうだな、と安あん堵どする。

　あとは、アンジェロのお手並みを拝はい見けんする事にしようと、椅い子すに深く寄りかかった瞬しゆん間かん──

　周囲の空気を全て狂わせる声が、カフェテラスの中に響ひびき渡った。

「あああーっ！」

　どこか幼さを残した少女の叫び声が、フィーロのすぐ横から発せられた。

「あなた！　この前の格かつ好こういいガンマンさんだ！　そうだよね？　ねえ、そうだよねっ!?」

　フィーロ達が慌あわててそちらに視線を向けると、そこには昨日きのう見かけた黄色と黒のゴス少女が立っており──目を丸くしてアンジェロの事を指さしている。

「すっごい偶然だね！　あっ……そ、それとも、もしかして、やっぱりみんなを殺しにきたの？」

　驚いたように叫ぶ少女の手には、カフェで買ったと思おぼしきココアのカップが握られている。

　ここでイベント中に何かを飲み食いしようと思えば、今はこのカフェが一番てっとり早い。

　他にも店は何軒けんかあるのだが、遅れて会場にたどり着いた少女が入れる店は、ステージの反対側のここしかなかったという顚てん末まつなのだが──

　そんな事は知るよしもなく、フィーロ達は突然の闖ちん入にゆう者しやにとまどい──ハっと気付き、勢いよく反対側を振り向いた。

　するとそこでは、既すでに銃を抜き始めている『仮か面めん職人』の姿があった。

　アンジェロも既に懐ふところに手を伸ばしている。彼の早はや撃うちならば二人を仕留める事はできるだろうが、その前に向こうの銃じゆう弾だんも発射される事だろう。

　と──考えている間に、既にフィーロは椅い子すを蹴けりながら飛び出していた。

　銃じゆう声せいが響ひびく。

　フィーロに覆おおい被かぶさられながらも、アンジェロは正確に二人の敵の肩を撃ち抜いていた。

　弾だん丸がんが肉を抉えぐり、二人を突き抜けた弾丸はそのまま船の壁に突き刺さる。
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　一方、『仮か面めん職人』の撃うちはなった弾だん丸がんは、アンジェロの頭部に二発とも突き刺さるかと思われたのだが──

　間かん一いつ髪ぱつで割り込んだフィーロの肩に食い込み、小口こう径けいの弾丸はフィーロの体内になんとか止まった。

「フィーロ！」

　その状況にいち早く反応したエニスが、自分達が座っていたテーブルを蹴けり上げると同時に立ち上がり、その足を下ろさぬまま、浮き上がったテーブルをそのまま二人の敵に蹴りつける。

　テーブルに押し倒される形となった二人組。

　そこでようやく、今いまし方がたの音が銃じゆう声せいだと気付いた乗客達の悲鳴が鳴り響ひびく。

　噴ふん水すいの周りは瞬しゆん時じにパニックへと陥り、映画スタッフのボディーガード達の手によって、クローディアや監督、そして『ザ・ギア』が搬はん入にゆう通路の方へと退たい避ひさせられていった。

　フィーロはクローディアが無事に脱出していくのを見み届とどけて安心しながら、さてどうしたものかと思し案あんする。

　──このまま警けい備び員にはこの二人にいきなり撃たれたとでも証言して……アンジェロの事は知らぬ存ぜぬで通すしかないか？

　そう思いながら、近くに船員か警備員がいないか見回し──

　代わりに、逃げる人々の流れに逆らって、こちらを睨にらみ付けている乗客を見つける。

　明らかに堅かた気ぎの類たぐいとは思えない。

　しかも、その手は既すでにスーツの懐ふところへとのびている。

「おい、マジか？」

　肩から全身に走る激げき痛つうが、再生によって徐々に和らいでいくのを感じながら──フィーロは、エニスを連れてカフェの店内に飛び込んだ。

　続いて、アンジェロもカフェの中に転がり込む。

　やや遅れて銃声が鳴り響き、カフェの窓が派は手でな音を立てて砕け散った。




「くそっ！　あああっ！　撃たれた！　畜ちく生しよう！」

　その一方で、テーブルをぶつけられた男達は肩の傷口を押さえて床を転がり回っていた。

「大丈夫？」

　と暢のん気きな声で言うイルネスを見て、彼らは猛もう烈れつに腹立たしくなり、痛みを怒りに変えて全て少女に投げつける。

「うるせえ！　引っ込んでろ」

「この疫やく病びよう神がみが！」

　理り不ふ尽じんな事を言われ、少女は銃じゆう撃げき戦の最中だというのに、プウ、と頰ほおを膨ふくらませる。

「疫病神じゃないよ！　私が叫ばなきゃ、貴方あなた達きっとガンマンさんに蜂はちの巣すだったもん！　それに、私だって銃じゆう撃げき戦なら手伝えるよ？」

　やはりどこか緊きん迫ぱく感の無い答えに、男達はますます腹を立てて叫びあげた。

「黙れ、丸まる腰ごしの手前てめえに何ができる！」

「丸腰じゃ役に立たねえんだから、とっとと装備もって来て援えん護ごしやがれ！」

　そんな言葉を投げかけられたイルネスは──

　泣きそうなのか、それとも怒りに満ちているのか解わからない微び妙みような表情を浮かべ──

「知らない！」

　と、子供のような事を叫んでどこかに駆け出して言った。

　彼女の姿は発はつ砲ぽう現場から逃げようとする群ぐん衆しゆうの中に紛まぎれ、すぐにその行方ゆくえは解らなくなる。

　そして、少女の退場と入れ替わりに、乗客に紛れた数人の『仮か面めん職人』達がモールに現れ、余りにも唐とう突とつすぎる銃撃戦が幕をあけた。




　　　　⇔




艦かん橋きよう




「おい、どうした？」

　仲間からの無線を受けた仮面の男が、緊迫した様よう子すを感じて真剣な声を出す。

　そして、報告を聞くにつれ──仮面の下の顔色が、徐々に青く染まり始めた。

「……あのガンマンが、この船にいるだと……？」

　更さらに、既すでに銃撃戦が始まっているという事実に舌した打うちをし、部下に対して淡たん々たんと指示を下す。

「……暫しばらく、そいつを足止めしとけ。こっちは通信室と連絡して、客のＳＯＳを遮しや断だんする。その間に──」




「今、『生ライブ』をそっちに向かわせる」




　　　　⇔




「悪いな、結局撃うち合いに巻き込んじまった」

「気にするなよ。あんたのせいじゃない」

　銃じゆう声せいと悲鳴が響ひびく中、カフェの店内に身を隠かくしたフィーロ達がモールの様子を探り見る。

　店内にいた客や店員は裏うら口ぐちから既に逃げ出しており、このカフェの内部にいるのはフィーロとアンジェロ、エニスの三人だけだ。

　しかも銃を持っているのはアンジェロ一人。フィーロとエニスは丸腰という状態である。

「肩は大丈夫か？」

「大丈夫なもんか。俺、この旅行で何着服を駄だ目めにすりゃいいんだよ」

　苦く笑しようするフィーロを見て安心したのか、アンジェロは「すまん」と苦笑を返し、壁の陰から腕と顔を出して数発弾だん丸がんを撃うち放つ。

　モールの奥から呻うめき声が聞こえた。恐らくは敵に命めい中ちゆうしたのだろう。

「殺したのか？」

「いや、腕を撃った。すぐに血止めしないと出血多た量りようで死ぬだろうがな」

「腕を撃った、って、軽く言うなあ」

　この状況で、拳けん銃じゆうで相手の腕を狙ねらうなど正気の沙さ汰たではないし、それが実行できるというのも正常な腕前を超えている。

「簡単に死なれちゃ困るんでな」

　あっさりと言い放つアンジェロに、フィーロはやれやれと首を振って「うちの用心棒ぼうとして雇やといたいぐらいだ」と、ちょっとした本ほん音ねを呟つぶやいた。

「悪いな、昨日きのう言った通り、俺は今のボスに忠ちゆう誠せいを誓ちかってるんでね」

「ああ、解わかってるよ。正直、あんたのボスが羨うらやましいと思っただけさ」




数分後──

「くそ、何人いやがるんだあいつら？」

　モールの各方向からこちらに向かってくる銃じゆう弾だんに、フィーロは静かに息を吞む。

　何人かは既すでにアンジェロの弾丸で戦せん闘とう不能、もしくは死し亡ぼう状態となっている筈はずだが、次から次へと敵が湧わき出てくるような感覚だ。

　それでも、アンジェロは冷静にその数を減らし続ける。

　あとはアンジェロの弾丸と敵の数、どちらが上回っているかという引き算の勝負になるかと思われたのだが──

　その静せい寂じやくを崩す轟ごう音おんが、モール全体に響ひびき渡る。

　アンジェロが様よう子す見みの為ために顔を出した瞬しゆん間かん、彼は何を見たのか、慌あわてて顔を引っ込めた。

　刹せつ那な、バラララ、という激音が周囲に鳴り響き──

　店の入口あたりの床の表面が、勢いよく削けずり取られた。

「……おいおい、拳銃はともかく、あんなもんどうやって持ち込んだんだ？」

　窓からそっと覗のぞいたフィーロの視線の先──

　下から見上げる形となったモールの四階部分。高級ブティックの店の前に、アサルトライフルを構えた一つの影があった。

　それは、こちらを攻撃してくるからには『仮か面めん職人』の仲間なのだろうが──あまりにも他の面々とは異い質しつな外見をしている。

　全身を黒いコンバットスーツに包み込み、顔かお全体を覆おおうシリコンマスクの上から機械的なゴーグルを装そう着ちやくしている。

　肌はだは一切露ろ出しゆつしておらず、サイボーグだと言われても納なつ得とくしかねない格かつ好こうの男だ。

「エニスは下がってた方がいい。新あら手ての変へん態たいだ」

　フィーロはげんなりとして隣となりにいたエニスに言い、反対隣にいるアンジェロに問いかけた。

「おい……あのテレビゲームに出てきそうな格好の野郎はなんだ？」

「……この前襲しゆう撃げきされたレストランにも二人ばかしいたな。その内一人は私が消したが……あれはまた別の奴やつのようだ」

「つまり、最低でももう一人はいるって事か？」

「ああ、ぬいぐるみでも抱いてる方が似に合あいそうなお嬢じようちゃんだ。さっき君も会ったろう」

　──なに？

　──さっきのって……あのゴス服の嬢ちゃんか？

　フィーロは詳しく聞き直そうとしたが、そんな場合ではない。

　店の外に出れば狙ねらい撃うちにされそうな状況であるし、かといってここで籠ろう城じようを続けるわけにもいかない。

　再び窓の外を見ると、暗あん視しゴーグルの男はブティックの前の柵さくを左右に移動しながら様よう子すを窺うかがい、時とき折おり姿を隠かくしている。

　このまま裏うら口ぐちから一いつ旦たん逃げるか、それともあの男をここで倒しておくか、フィーロはアンジェロがどう決断するのか、それに任せる事にした。

　どちらにせよ、エニスは裏口から逃がす事は決めていたのだが。




　迅じん速そくな判断を迫られたその時──不意に、アンジェロは携帯の振しん動どうを感じ取る。

　アンジェロは自分の懐ふところから携帯を取りだし、画面に『解体屋や』からの着信であると表ひよう示じされているのを見て、迷わず電話に出る事にした。

『いよう、アンジェロの旦だん那な。調子はどうだい？』

「どうせどこかで見てるんだろう。いいように見えるか？」

『いいや、大ピンチに見える。つーか、なんで昨日きのうのカジノの兄にいちゃんと一緒にいるんだ？』

「後で話す。援えん護ごできないなら時間の無む駄だだ、切るぞ」

　壁に身を隠しながら会話するアンジェロに、『解体屋』は下げ卑びた笑い声を上げた後、一つの解決策を紡つむぎ出す。

『援護か。要は、四階にいる暗視ゴーグル野郎を止めりゃいいんだろ？』

「できるか？」

『ああ、丁度あの辺に一般人がいなくなったんで、今、この瞬しゆん間かんならできる』

「……何？」

　ギヒャヒャと笑う相あい方かたの声を聞き、アンジェロの心しん中ちゆうに猛もう烈れつに嫌な予感が走る。

「おい待て、お前まさか──」

『船中に仕掛けたから、あいつらが慌あわてふためく姿を楽しみに見物してな、旦だん那な！』

　直後、通話が切れ──




　同時に──激しい爆発音が、船内の吹き抜けに鳴り響ひびく。




　炎えん上じようした様よう子すは無いものの、衝しよう撃げきによる風はフィーロ達の間にも吹き抜けた。

　轟ごう音おんは吹き抜けの構造となったモール内に大きく響き渡り、銃じゆう声せいに動けずにいた近場の乗客達は、我われ先さきにと自分の船室や甲かん板ぱんに逃げていく。できるだけ、ショッピングモールから離れるように。

　フィーロがそっと顔を出すと、煙の立ち籠こめる中──さっきまで暗あん視しゴーグル男が居た空間──四階のブティック周辺が大きく崩れ、奥の通路との行き来が遮しや断だんされていた。

　ゴーグル男の姿は見あたらない。

　恐らくは瓦が礫れきの下になっているか、通路の奥に退たい避ひしたままこっちに来られなくなったかのどちらかだろう。

　それを合図として、一いつ旦たんショッピングモールから銃声が収まった。他の『仮か面めん職人』のメンバーも一いつ旦たん退ひいたのか、フィーロが顔を出しても銃じゆう撃げきされるような事はなかった。

　フィーロは念のため店内に戻ると、アンジェロに対して問いかける。

「おい……今いま電話してたのはアンタの相方か？　一体何をしでかしたんだ？」

　電話を潰つぶそうかという勢いで握り締めながら、アンジェロは忌いま々いましげに答えを返した。

「……あんな爆ばく弾だんを船中に仕掛けたから安心しろ、だそうだ」

「……あんたの相方、後で殴なぐっていいか？」

「私が撃うつのが先だ」

　無表情で答えるガンマンに、フィーロは何も言うまいと再びモールを振り返る。

　そして──

「えっ……シャロン!?」

　銃声の消えたモールの最さい下層で、噴ふん水す前に置かれた鮫さめのロボットに走る歯車オバケ。

「ばか、あいつ、危ないぞ！」

　思わず飛び出したフィーロに向けて、背後からアンジェロとエニスの声が浴びせられる。

「おい！」

「フィーロ！」

　だが、フィーロは足を止めずに噴水を回り込み、鮫の口に手を伸ばしている『ザ・ギア』の肩を摑つかむ。

「何やってんだシャロン！　ここは危ないからはやく──」

　すると、『ザ・ギア』の着ぐるみは、ビクリと震えて「ふぃ、フィーロ！」と小さく叫ぶ。

　──あれ？

　──シャロンの声じゃ……ない？

　そして、フィーロは見る。

　『ザ・ギア』が手を伸ばしていた先、鮫さめのロボットの大口の奥に、華きや奢しやな少女の体が覗のぞいているという事に。

「なっ……なんだ、おい、大丈夫か!?」

　──なんでこんなとこに女の子が!?

　フィーロは慌あわてて手を伸ばし、鮫の顎あごの中から少女の体を引きずり出した。

　鮫ロボの歯の部分で傷つけないように慎しん重ちように抱え、そっと鮫ロボの下に少女を降ろす。

「大丈夫か？」

「だ、大丈夫かよ！」

　フィーロと『ザ・ギア』が同時に叫び、そこでフィーロは、横にいるのが完全にシャロンとは別人であると確信する。

　少女は爆音にショックを受けているのか、虚うつろな目でフィーロと『ザ・ギア』の顔を見上げている。

「ここはいつ銃じゆう弾だんが来るか解わからない、いいからあっちに運ぶぞ」

　そんな少女の体を両腕に抱え、自分達のいたカフェに駆け出すフィーロ。

　『ザ・ギア』の着ぐるみを着た何者かも、それを追ってカフェに滑り込んだ。




　店の奥に少女を寝かせた所でアンジェロとエニスがやってきた。

　何な故ぜかアンジェロは呆ぼう然ぜんと目を見開いている。彼がそんな表情をするとは思わなかったので、フィーロは何事かと思ったが──

「う、うう……」

　ショックを受けていた少女の意識がハッキリしてきたようで、とりあえずそちらを優先する。

「おい、しっかりしろ」

　だが、少女もまた、フィーロの背後に視線を向けて、その両目を大きく見開き──

「アンジェロ！　ああ、ああ、本当にアンジェロなんですね！」

　と、ガバリと起きあがってアンジェロに抱きついた。




　その光景を横から見ていた『ザ・ギア』の中身である少年は──

　──え？　な、なんだ？　どういう事だ？

　──このオッサンが……ええと……

　そこで少年は、彼女がこの船に乗ったという目的を思い出す。

　──そうだ、確か親代わりの人を探してるとかなんとか……。

　──じゃ、じゃあ、このワイルドなオッサンが？

　事情が上う手まく吞み込めず、やはり目を白しろ黒くろさせている少年だったが──

　次にアンジェロと呼ばれた男が紡つむいだ一言で、いよいよ混こん迷めい極まる結果となる。




「そんな……どうして……」

「よかった……無事で本当に良かったです！　アンジェロ！」

　アンジェロは目を見開いたまま、震える少女の肩を強く抱きしめてやり──

　それでいて、信じられないと言った口く調ちようで一つの事実を紡ぎ出した。

　フィーロやエニスも、纏まとめて目を丸くさせる一言を。

「どうして……」




「どうしてボスが、ここにいるんですか！」




　　　　⇔




艦かん橋きよう部ぶ




「船長！　何な故ぜ連絡に──なっ……あっ……」

　部屋に入ってきた船員に、銃を突きつける仮か面めん姿の男達。

「おいおい、ここはゴキブリ取り器じゃねえんだよ。いい加か減げんにしてくれないとよ、縛しばったお前ら転がすスペースが無くなるじゃねえか、なあ？」




　銃じゆう撃げき戦が始まったという報告から僅わずかに５分あまり。

　艦橋の状態を知らない乗組員達が、次々と船長室にやってきては新たな人ひと質じちとなっていく。

　船内の連絡系けい統とうは混乱しており、外部に通信ができなくなっている状況がパニックに拍はく車しやを掛けていた。

「ったく、通信室に言って外部への衛えい星せい通信を遮しや断だんさせたのはいいけどよ……こりゃ、そろそろ隠かくし通すのは無理な状況かね」

　疲れきった溜ため息いきをつく仮面の男に、傍そばで縛られていた船長が忌いま々いましげに吐き捨てる。

「……何が『客には手を出さない』だ。このペテン師どもめ」

「客はまだ撃ち殺してねえし、そのつもりもねえよ。銃を持ち込んでる危き険けん人物を排除してやろうとしただけさ」

　鼻で笑いながら紡つむがれた言葉に、船長は心しん中ちゆうで呪のろいの言葉を唱え続けた。

　そんな船長の殺意から目を逸そらしつつ、仮か面めんの男達は気だるげな調子で語り合う。

「とはいえ、だ。ちょっとまずい展開になったなぁー」

「まさかあのガンマン野郎、ここまで追ってきてるたぁな」

「ああ……俺はいなかったけど、『死デス』を殺したって奴やつか？」

「何で俺達がこの船に乗るってバレてんだよ。御ご丁てい寧ねいにあいつ、銃まで持ちこんでやがる」

「糞くそ、やっぱり敗因は、俺達の中にハンニバル・レクターアンソニー・ホプキンスがいなかった事だな。間違いない」

「レクター博士が居たら、確実に俺おれ達たち全員喰くわれてるけどな」

「キャラクターも喰われてるし、体も喰われてる」

　緊きん張ちよう感かんの全く無い会話が続くと思われていたのだが──

「……イルネスも、そこにいたって話は確かか？」

「ああ、どっかに消えちまったらしいが」

「そうか、まあ、今のあいつは丸まる腰ごしだしな」

　最初にライブから武器を引き取った男が、真剣な声こわ色いろになって周囲の仲間に指示を下す。

「……イルネスを呼んでこい。フル装備で……いや、私服のままでいい、武器だけ渡そう。あのガンマンを足止めさせる」

「ライブでも手こずってる奴やつをか？」

　先日のレストラン襲しゆう撃げき事件に関わっていなかった仲間から不安の声があがるが──

　『死デス』を初めとする仲間数すう人にんが殺された現場にいた男は、仮面の奥で嫌らしい笑えみを浮かべて言った。

「あのかっこいいガンマン様は、古こ風ふうな事に女おんな子供を殺さないらしいからよぉ」




　　　　⇔




数分後ご　イルネスの客室




「おいイルネス！　寝てるのかこの野郎！」

　無線に出ないイルネスに業ごうを煮にやした『仮面職人』の一人が、艦かん橋きようから持ってきたマスターキーでドアを開く。

「おい、イルネス！　出番……だ……？」

　と──その中では、椅い子すに座る少年が一人と、その前で縛しばられている少年が三人。

「な、なんだガキども！　何ど処こから入った!?」

　不ぶ気き味みと言えば不気味な光景に、男はひるみながらも少年達に強い調子で問いかける。

「まさかあの密みつ航こう者どもの仲間じゃねえだろうな！」

　密みつ航こう者という単語に、少年達は何事かと互いに目を合わせたのだが──

「お兄にいちゃん、だあれ？　僕ね、プールにいたら、お姉ねえちゃんが遊ぼうって言ってきたの！」

　一番幼いと思われた少年が、無む邪じや気きな微笑ほほえみを浮かべて口を開いた。

「あのねあのね、イルお姉ちゃんが、後でこの子達と遊ぶから、見張っててって僕に言ったの」

「なにぃ……？」

「そうすれば、あとで僕にだけ、とっても素す敵てきなご褒ほう美びをくれるんだって！」

　少年の言葉から、何を想像したのだろうか──男はギリギリと歯を鳴らした後、

「あ、あのメスガキ、病んでるとは思ったが、色の方までキチガイか！」

　と呻うめきを上げる。

「おら、残念だったな！　遊びは終わりだ、とっととママの所に帰れ！」

　男は縛しばられている少年達の縄なわを次々に解ほどき、シッシという動作で部屋から追い払った。




「あのアマ、部屋の中に無む線せん置きっぱなしじゃねえか……！　しかも電源切きってやがる！」

　そんな事を叫んでいる男を尻しり目めに、チェスは少年達の後を追って部屋を出る。

　無言のまま走っている三人に追いつくと、チェスは真剣な表情を浮かべて言った。

「なんだか厄やつ介かいな事になってるみたいだから、一いつ旦たん逃げるよ」

「えッ……」

「死にたくなかったら迂う闊かつに動かない方がいいかもね。僕の部屋で良ければ貸すよ」

　とても少年とは思えない言葉使いになったチェスに、トールは目を白しろ黒くろさせながら叫ぶ。

「お、お前、大人おとなびてるだけじゃなくて、なんかマジで大人びてるんだな！」

「言葉として成立していません、トール」

「うるせえぞトロイ！　大人びてる一号は黙ってろ！」

「喧けん嘩かはやめようよお」

　少年達は好き勝かつ手てな事を叫びながら、とりあえずチェスについて逃げていく。

　チェスは少年達を引き連れて走りながら、心の中で大きな溜ため息いきをついた。

　──やっぱりだ。なにか嫌な予感がしていたんだ。

　──くそ、去年のあの村といい、21世紀に入ってからろくな事が無い！

　船に乗ったときから感じていた違い和わ感かんを思い出し、その違和感は全て現在の状況に繫つながったのだろうと考え──

　再び、寒気が背中を襲おそう。

　──……？

　──なんだろう。

　──まだ、何か……気持ちの悪い違和感が抜けないような……。

　──いや、よそう。

　単なる錯さつ覚かくだろうと首を振り、とりあえず自分にできる事をする為ために走り出した。

　少年達を自室に隠かくし、フィーロやエニスと合流する。

　チェスは損そん得とくを考える暇ひますら与えられず──

　ただ直感に従って、弾だん丸がんの飛び交う状況に一歩足あしを踏み入れた。

　この先、自分自身に待ち受けている運命を知ることもなく。




　　　　⇔




数分後ご──




　船のどこかから響ひびく銃じゆう声せいに、船上の人々が不安を感じていると──

　唐とう突とつに、あまりにも唐突に、船内のありとあらゆるスピーカーから下げ卑びた男の声が聞こえてきた。




『ハイハイハイ、ここで突然ですが館かん内ない放送です。英語オンリー。外国語の吹き替えも字じ幕まくも出ないから英語知らない人は映像だけで雰ふん囲い気きを楽しんでくれると幸いだ。アー、俺達は謎なぞのシージャック犯なのでよろしく。ブラジャーからミサイルまで何でも揃そろえるけど飛行機だけは勘かん弁べんな。目的も正体も乗客のみんなには一切秘ひ密みつだ！　どうだい？　ワクワクしてきたろ？』




　妙みようにハイテンションな男の声に、人々の多くはまだ、これはジョン・ドロックス監督のイベントの一いつ環かんなのではないかと考えていた。

　だが、先せん刻こくから続く銃声や喧けん噪そうに、誰もが心の底では理解している。

　これがイベントやジョークの類たぐいではないと。

　彼らはそれでも信じていたかった。

　自分達の船旅だけは、安全であるのだと。

　しかし──その幻げん想そうは、あまりにも脆もろく打ち砕かれる。

　彼らの見せた、ほんの些さ細さいなデモンストレーションによって。




『ハイハイハイ。この船には爆ばく弾だんが仕掛けてあるとか毒ガステロの用意があるとか分かり易やすい事を言っても、乗客の皆さんはあんまり実感できないでしょうから──手っ取り早く、我々が船を占せん拠きよした証しよう拠こをお見せしましょうハイ拍手ーっ！　……それでは観客の皆様！　窓の外を御ご覧らん下さい！　左さ舷げんの御客様は左を、右う舷の御客様は右を！　つまり船の横を見ろってな事で御ご座ざいますからとっとと見やがって下さい！』




　口く調ちようが安定しない放送の声は、更さらにテンションをあげながら観客に指示を出す。

　そして、言われた通りにした者達が窓の外に目を向けると────

「お、おい！　あれ」

「あれって……救命ボートじゃないのか!?」

　船の横から専用のクレーンに釣つられ、全てのボートが無人のまま海面に降ろされている。

　それだけでも十分パニックに陥るに値する光景だったのだが、スピーカーの向こうにいる興こう行ぎよう主は、更に趣しゆ向こうを凝こらした演出を実行してみせた。




『ハイハイ、それじゃロケット花火の時間です！　夜にゃ早いが惜しみない拍手をどうぞ！』




　刹せつ那な──

　船の何ど処こかから、左右後方に離れていったボートに向かって、光と煙の束が伸び────




　閃せん光こう

　　　爆音

　　　　　　光

　　　　　　　　火

　　　　　　　　　　──そして、炎ほのお




　左右それぞれ一艘そうずつ、救命船が何かで撃うたれて、爆発、炎えん上じようした。

　残りのボートも波に揺られながら離れて行き、もう戻ってはこないだろう。

　観客であり乗客である者達に与えられた情報は、ただのそれだけ。

　どのような武器なのか？　何なん人ぴとの手による行動か？　犯人の目的は何か？

　そんな情報は一いつ切さい無い。

　しかし、観客達が状況を理解する為ためには、与えられた情報だけで十分過ぎた。




『というわけで乗客及び乗務員の皆様、船内を勝かつ手てにうろつかず、船室か自分達の勤きん務む場所で大人おとなしくしている事を願います。ちなみに俺ら、観客の中に何人も仲間を紛まぎれさせてますんで、まあ、せいぜい疑ぎ心しん暗あん鬼きになってて下さいよっと』




　そして、完全に事態が吞み込めてからさらに数秒の時を経て──

　海上を移動する都市の中に、人々の絶ぜつ叫きようが響ひびき渡った。




　　　　⇔




艦かん橋きよう部ぶ




　その後、具体的な『警けい告こく』を船せん内ない放送で伝え、とりあえず取ってつけたような船内占せん拠きよ放送を終わらせる。手て際ぎわも何もあった話ではないが、元から彼らにとってこちら側のシージャックは『イグジット』に乗っている本命への交こう渉しようであり、逃げ道さえあれば厳きびしく管理する必要は無いという考えであった。

　およそプロとは思えない行動ではあったが、あるいは手慣れているのか、仮か面めんの男達はどこまでも余よ裕ゆうの表情を見せている。

「本当はねえ、こんな真ま似ねはしたくなかったんだぜ？　ま、安心しろって、別に乗客の皆みな殺ごろしが目的じゃねえから、ちょーっと船会社が損害賠ばい償しようで倒産するかもってだけだ。ハハハ」

　船内通信のスイッチを切った『仮面職人』の一人は、仮面の奥で苦く笑しようしながら呟つぶやいた。

　縛しばられている船長は無言のまま歯を嚙かみしめている。

　それを見て、仮面の男は満足そうに両手を広げ、首を左右に振りながら言葉を続けた。

「恨うらむなら、船に乗ってたかっこいいガンマン様達を恨むんだな。つーか、俺らが言うのもなんだが、どうやって武器を持ち込んだんだろうなあ？　おいおい、実はこの船、けっこうチェックがザルなんじゃね？」

「黙れ、この外げ道どうどもが……！　皆殺しが目的じゃないだと？　救命ボートを流しておいてよくもそんな事が言える！」

「いやいや、別にこの船を沈めるつもりは無いしさ。俺らは後で脱だつ出しゆつ手段もちゃんとあるし。ただねえ、船内で俺らに対する反乱とかが起こったら──その区画の換かん気き口こうから魔ま法ほうの煙が飛び出す事になるかも知れないけどよ」

「貴き様さまッ……！」

　船長の罵ば声せいを聞き流しつつ、男は鼻歌交まじりで無線機のスイッチを入れる。

「おーい、通信室。そろそろ『イグジット』の方と連絡取とるからよ、衛えい星せい通信の電話、あの船とだけ通じさせる事ってできるか？」

【簡単に言うな。……まあ、できるし、計画通りなら向こうの船も同じ処理をやってる筈はずだ】

「頼もしいねえ。うちの会社のスタッフは」

　そのまま暫しばらく時間をおき、無線で【今なら繫つながるぞ】という連絡を受けた男は、鼻歌を一いつ旦たん止めて携帯電話を手に取った。

「さてと、『老エイジング』の奴やつはうまくやってるかね、と」

　楽しそうに携帯の短縮ボタンを押し、衛星回かい路せんを通じて繫がるのを待っていると──

『おう、わしよ』

「よう！　エイジング！　『イグジット』の調子はどうだ？　こっちはトラブルはあったが、無事に船を掌しよう握あくしてるぜ」

　いけしゃあしゃあとアンジェロの事を偽いつわって報告する仮か面めんの男。

　それに対して、エイジングと呼ばれた電話の相手は、カッカと笑いながら言葉を紡つむぐ。

『それは何より！　いやあ、こっちは楽しくて仕方が無いわい！』

「そりゃ良かった。みんな元気か？」

　──あーあ、向こうは完かん璧ぺきに上う手まくやって、交代でカジノにでも行ってんのかね？

　相手の状況を羨うらやみながら尋たずねる男に、電話の奥の声は、やはり楽しそうに──

『うむ、社長はかろうじて元気だ！　他は全員死んだわい！』

「そうかそうか、そういやそっちは社長も────」

　笑いかけて、その表情が凍り付く。

「何？」

『生き残っとるのはわしと社長だけよ！　どうだ、中々に楽しい状況だろう？』

「おい待て、ちょっと待て」

　冷ひや汗あせを搔かきながら、男は冷静に情報を整理する。

　双ふた子ご船である『イグジット』には、社長も乗るという事も考こう慮りよして、こちらよりも多くの人数を割いていた筈はずだ。

　それが全て死んだとは、一体なんの冗じよう談だんか？

「待てよ……まさかアンタが裏切って、社長を人ひと質じちに全員殺したとかじゃねえだろうな」

『だったら、こんなに楽しかないわい。こりゃあこの前死んだデスの奴やつがみんなを引っ張って行ってるのかもなあ！　クァッハハハ！』

「待てよ！　なんだ!?　何があったんだ!?　そっちにゃスティーブン・セガールかジェット・リーでも乗ってたのか!?　それとも例の奴に、事を起こす前に気付かれたのか!?」

『いやあ、例の奴は、まだわしらの存在を知らんのじゃないかなあ。それに、知ってたとしても先制して皆みな殺ごろしにするような奴じゃなかろう』

　嚙かみ合わない会話。外れる推すい測そく。

　焦しよう燥そうを積み重ねながら、仮面の男は更さらに言葉を浴びせかける。

「じゃあ何だよ！　『ザ・グリード』に出てきたみてえな触しよく手しゆの怪かい物ぶつにでも襲おそわれたのか!?」

『いやいや、まあ、なんというかなあ、そうよの、お前らの好きそうな映画で例えるなら』

　エイジングは、やはり心の底から状況を楽しんでいるといった調子で──

『エントランス』の仲間達に衝しよう撃げきを与え、恐怖に落とし込む言葉を吐き出した。




『ゾンビが二百匹ぐらいに、ジェイソンやフレディが数人。そんな感じよの！　カッハハ！』




　　　　⇔




船せん内ない通路




　イルネスは走っていた。

　ただ、当ても無く。当ても無く。

「ふんだ。なによ、『役立たず』だなんて！　警察が相手じゃなきゃ私の仕事じゃないもん！　絶対に手伝ってなんてやらないんだから！　ガンマンに撃うたれちゃえばいいんだ！」

　船内で起こった状況は大だい体たい理解している。船の外側の通路から、救命ボートの爆ばく破は劇もしっかり目もく撃げきしていた。

「まったくもう！　あいつら！　何が『シージャックはスマートに』よ！　全然駄だ目めじゃない！　救命ボートまで台だい無なしにしちゃったら、クローディア達が逃げられないじゃないかあ！」

　仲間達への怒りを露あらわにしながら感情のままに走るが、目的地など特に設定していない。

　とりあえず走り回り、誰か知り合いがいたらその相手によって行動を決めようと考えていた。

　──ああ、クローディア、大丈夫かなあ。

　──ガンマンさんをどうにかしなくちゃ。

　──チェス君も無事かなあ。

　──あの密みつ航こう者の子達、まだ逃げ回ってるのかなあ。

　──ああもう、どうしたらいいの！　どうしたらいいのよう！

　──全部全部！　あいつらが悪いんだから！

　『仮か面めん職人』の面子めんつに会ったら、まず顔面にドロップキックを入れてやるんだと意い気き込ごんでいたイルネス。

　その腰に付けた携帯電話が震え、一時的に足を止める。

　──あ、そう言えば無線の方、部屋に置いて来ちゃった。

　そんな事を思い出しながら、彼女は廊下の角に隠かくれながら通話ボタンを押し込んだ。

　非ひ通つう知ち設定なのが気になったが、この電話に来るという事は『仮面職人』の人間だろう。

　思いっきり文句を言ってやろうと、息を大きく吸い込んでから受話器を耳に当てるイルネス。

　だが──

　だがしかし、その息がすぐに吐き出される事は無かった。




『……死は、恐れるべき隣りん人じん』




「──────」

　呼吸が止まる。




『……生は、怖おそれるべき肉親』




「────────」

　時間が止まる。




『……懊おう悩のうは光と共に……慚ざん恚いは影の裏側に……私はただその御おん前まえにて……一切れの菜を口にする……』




「────────ッッッ！」

　過か呼こ吸きゆう状態となった少女は、息を整えるよりも先に、手にした携帯電話を壁に叩たたきつける。

「嫌……」

　呼吸が平静を取り戻す前に、悲鳴だけが飛び出した。

「嫌、嫌嫌嫌嫌ぁッぁッぁぁ……ッ……ア……イいぁぁぁ嫌ぁ嫌ッ嫌ッ嫌ァァあぁぁぁぁあ、なんっ……なんでっ……なんっ……でっ……」

　言葉になったのはそこまでだった。

　呼吸が戻ると同時に、彼女は喉のどの奥からドロリとした胃液を吐き出した。

　暫しばらく何も食していない。それでもただ、胃液だけが無む理り矢や理り喉の奥から吐き出される。

　電話越ごしに聞いた、散文詩しのような言葉の羅ら列れつ。

　それが彼女にとって、一体どのような意味があったのか。

　イルネスは数歩よろめいた先でペタリと座り込み、怯おびえたように泣き出した。

　10に満たない子供が、迷まい子ごになった時に不安で泣き叫ぶような声で。

　その泣き声も船の喧けん噪そうの中では目立たないものとなり、幾いく重えにも壁に反はん響きようして消えて行った。

　誰の耳にも届く事は無く──ただ、その場に、彼女の絶望だけを響ひびかせ続けた。
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　　　　⇔




　ガンマン　　　　　　　　　　解体屋や　　　　　　　　そして、彼らの主あるじ

　　　　　　　密みつ航こう者の少年達

　　　『仮か面めん職人』　　　　　　　　イルネス　　　　ライブ

　　　　　　　　　　映画スター　　　　スタントマン　　　　　監督とスタッフ達




　そして──ただ旅行を楽しみたかっただけの、不ふ死し者の家族。




　様々な存在を内ない包ほうして、船は先へと進んでいく。

　どこまでも開かれた巨大な密室は──

　全ての思いを吞み込んで、ただ、海の上をひた走る。

　内ない包ほうした全ての叫びを、海の上に広く響ひびかせながら。




　そして、船の向かう先には──────













間章







「……いや……なによ……なんなのよコレ……救命ボートが爆発って……冗じよう談だんでしょ!?」




「……!?」




「も、もしもし！　もしもし！　ミサオなの!?」

『ひ……ヒロコ、ヒロコか？　良かった……やっとそっちと繫つながった……』

「ええ！　そうよ、ねえ！　き、きき、聞いて！　船が！　私の乗ってる船が……」

『聞くんだヒロコ』

「待って、それどころじゃ……」

『聞くんだっ！』

「ひっ……」

『怒ど鳴なって済まない……いいか、今すぐに、その船から逃げろ』

「えっ……なに、なによ……。どうして……こ、こっちの状況が解わかってるの!?」

『逃げないと……逃げないと……ああ、ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああぁぁぁぁぁあぁ！』

「ちょっと……ミサオ？　ミサオ!?　何、今の……爆発？」

『あああぁぁあ、もう、もうこっちは多分駄だ目めだ！　そっちの船が無事かどうかは解らない。あいつらはそっちにも乗ってるかもしれない！　だが、確実なのは、すぐにその船から逃げろそれしかない逃げるしか早く逃げろ速く逃げろ疾はやくはやくハヤク！』

「落ち着いて……落ち着いてよミサオ！」

『船は、明日の夜じゃない、もっと死を恐れよ、もっと早く死をそっちに、畜生恐れよ！　スピードを上げてやが生を怖れよ　るんだ！　止められない生を怖れよ！　くそ！　この船其の体は死はもうお終いだを受け入れ！　化物が！　化物が！　何其の心はがどうなってるんだ畜生死を望み！　　　それで　　　　も生き続　　　　　ける尊き山羊』

「どうしたの！　何があったよのぉ！　ミサオの声の後ろから響ひびいてる声は何!?」

『狂った連れん中ちゆうの船内放送だ！　だが今はそれはどうでもいい！　いいか、この船は！　この船は！　明日の夕方にはそっちの船に衝突する！　あいつら、どうあっても衝しよう突とつさせるつもりなんだ畜ちく生しよう！」

「えっ……」

『俺はどうなるか解らないが、最後にこれだけは言わせてくれ、ヒロコ、俺は────あ、ああ、なんだ、なんだお前ら！　畜生！　ヒロコ！　逃げろ！　その船から逃げ────』

「ミサオ……ミサオ!?」

『　　　　　　　喰らうべき魂を鎮めよ　　　　　　苦痛を崇めよ　　　　　　　　我らの神は…………』




「ミサオ、ミサオォォォォ！　いや、何よ……何が、何がどうなってるのよ！　いや……いや……いやあああぁぁぁぁぁぁあッ！」





バッカーノ！　２００２　【Ｂ　ｓｉｄｅ】へ続く　















余章Ａ







　そして──事件の最さ中なか。

　人ひと影かげはその成り行きをどこかから眺ながめ、携帯電話のメモ欄らんに、独り言の歌を綴つづり出す。




　　　　⇔




　私の名前はコピーキャット模倣犯。

　私は単なる模倣犯コピーキヤツト。

　私はしがない犯罪者。




　さあ、繰り返そう、繰り返そう。

　あの事件を繰り返そう。

　弾だん丸がんの庭は用意した。

　ここはすぐに、硝煙けむりに塗まみれることでしょう。

　血の安あん息そく日びを迎えよう。

　生いけ贄にえはすでに用意した。

　もうすぐここに着くだろう。

　もうすぐここを突くだろう。

　二つの船を一つにしましょう。

　絶望を大おお海原で煮に込こみましょう。




　私の名前はコピーキャット模倣犯。

　私は単なる模倣犯コピーキヤツト。

　私はしがない犯罪者。

　コピーすべきは個人にあらず。

　写すべきは行動にあらず。

　模も倣ほうすべきは、悪意と偶然。

　偶然を模倣した時、私は何かになるのでしょうか。

　神のコピーになるのでしょうか。

　神なら世界を作りましょう。

　再現しましょう。再現しましょう。

　一つの世界を再現しましょう。

　あの時の豪華列車世界を再現しましょう。

　閉じられた世界を再現しましょう。

　ただし、ここに希望はありません。

　弾丸の庭船に希望はありません。

　希ア望イをザ演ツ出クし＆たミ人リ人アは、今回船には追いつけない。

　会ったことはないけれど、今回彼らは乗っていない。

　さあ、再現しましょう、再現しましょう。

　絶望だけを再現しましょう。

　もしも上う手まくいったなら、静かに両手を叩たたきましょう。

　彼らの為ために、彼らの為に。

　彼らを嘲わ笑らう手て拍子を。




　タンタタ　タタン　タタタタ　タタタ
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成なり田た良りょう悟ご

アニメも始まりその出来がもの凄く良くて毎週楽しみにしつつ、『あれ、俺こんなに残酷な描写書いたっけ？』と思って読み直したらしっかり書いていて落ち着け自分と思う27歳。画像はテニス大会で放映が２週間休みと知って驚愕する著者の図。噓です。
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イラスト／エナミカツミ

広島県出身の東京在住。映画好きなので、キャラ起こしも自分の記憶にある俳優に照らし合わせて描くことがポイントらしい。多彩な画風で注目を集めている実力派。









[image: ]電撃文庫





バッカーノ! 2002 【A side】




Bullet Garden








成なり田た良りよう悟ご





発　行　　　　2014年12月18日





発行者　　　　塚田正晃

発行所　　　　株式会社KADOKAWA

　　　　　　　〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

　　　　　　　03-3238-8745（営業）

　　　　　　　http://www.kadokawa.co.jp/


プロデュース　アスキー・メディアワークス

　　　　　　　〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

　　　　　　　03-5216-8399（編集）

　　　　　　　http://dengekibunko.dengeki.com/





本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社KADOKAWAおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





(C)2007 RYOHGO NARITA





※2012年2月23日発行の電撃文庫『バッカーノ! 2002 【A side】 Bullet Garden』13版に基づき制作








[image: ]



item/image/t001.jpg
noo-o ~ ERIER UV KD N
~ BEKROER
o BTSSu S HiniE
+ K —BHEBEWIRD < R0





item/image/p280.jpg





item/image/p290-p291.jpg
BURW

A" ERE I A

SEROS S HKET N oo LN —1 LR D6 4°

[voco—] BREENVSNDREOVONGR SEBIIINEY 400 VB S 50— 15
ERER e N — | OREERI R APAEEER U O 1) QRN S i I °

SR 5 INQ O SSERAR 5 IND & 4% 5 sS4 5 INA R — REE AL H g™ ooy
SR 550 550U RER RSN & O e movm ol U I BREIR RS O S0 R0 O R
PRI S QOO Q L RENIANS Y O/ SN D RIBH S

WOV PESI——e e [ REBQ [TAR—N—] SRERERULH 4L
NP OA”T EIEAVER S VAR 504 S R AL SO 1R [ R~
N IR R & O L VBIQ AR IR T oo
O’ MAQUAGERASLIND OA” WML 545848 O 4 5 INA R — R QER I
[—omm] # MO NE LURL- 510 50U L AR—N\YEBEIE T VA QP I ¢ 8
DR LIRS
17 BRI QMR- ENURY SR AU [LAR—N—] RE— LSS rdon—

HNRNE—QORE” [—oome] (iBLL N ARHART ANEMEONY R — U8 01U50
SOV BHUARE HDINT NG R — 2 RO S5 4284800 — g AU S
AR ol — S QIR AR AR A BRI Y 0 © Y — N E-LHIAUE- 303U W a6,
QW HED SHERRS AT (R = o SR H AW SRR S e —

X EXRE won

L E-2-2Q N BRI RRID O it O NEBMTORENU-” IO IN & Ko NIEgRIR W IRYT
ESINQEK U HOUERIR FRBOIIES KaE RSS2 I wne®

AT LN A KW S S SRS =30 Q421 HREER | 0™ B | R 111H
BN HEIIIENU” AP SR KU LA DI —

DUHERBRRIZ S UL B L 8mire°

R SR F NIRRT N O Y [LAR—N—] QEIBAD VI O I H A RN xU
20

VRIS SN PN R T i WAVERE (TINNRIC &y LR S SRV TN TE S C N NS vz Y8
IERERVRH O -0 01 2ol <xu-2°

G AU EE TR R0 RO R A0 0 (30 O £ RS Q Sk

KAMULAS SR Al YU S A I oo —

NoorfFom

[SOS0VRURO LS R0) BEMRT





item/image/t003.jpg
A ~
miw BIS RGOS VS





item/image/t002.jpg
TRV TSFFRIA G wiw






item/image/p086.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/p199.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/p230.jpg





item/image/hyou4.jpg





item/image/p108.jpg





item/image/logo-dengeki.png





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙



		目次



		エピローグI



		プロローグ



		プロローグ１　映画好きなビジネスマン達



		プロローグ２　睡眠不足の猟犬



		プロローグ３　密航者達は無計画



		プロローグ４　スターは世界を受け入れる



		序　章　　　　黒幕は運命を模倣する



		第一章　　　　奇妙な家族はぎこちない



		第二章　　　　悪い奴らは忙しい



		第三章　　　　全ての乗客達は弾丸の庭で踊る



		余章Ａ



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p055.jpg





item/image/k002.jpg
)/ RaDHR=

[ LI SITE

5 MO R= IRNULHIIX
HREKREERE MoV —|

L8 KM 42 0N—5—
WRLOSD WORSEEN S8 3
A=K ANRHIE R §r0HV— |
Mo <EK O DREHEK RS~ [m<R
W]

[43MMI 0o Q#7 | <P DN\
A —XRNRIBOR= LB R~
HERS— KSHHIvproo0st—|

ERQOPIICEE RSB 10
38200 OV STREO MR OV PN R
QRO RH T e
1R AN |

[387 KMAWINATR TN E N Y — O
REKIQERIC HRRRAINURNN AL
H O ODA ENLIPL- O 2S

EX|
[ INRH DKM 38387 PN IR0
R®~= KM SEIL148°H

DI U HIK 830 5D R Bl N — [
g

RDOS B
TP 4D HII 39 88 12 o 10 i 47

DY — L3P 047 B30 |
32643387 HI IXBEIEQUBIS R -4
OMRDOROLSLIH4C

#38” R VLR KONV T —H
MONSRSRMEMO =K

381850 AL HE #61 \ O KO H 4o 4D

(SN
2590 N — RO 5 T
ELHHEW DRSS #1855

B YKL SIS RORSH N O
hTThBoU&.L.FTiT\gx\@;ﬁ

LS YN SRR T
5D nee m\ﬁ*:nmofaa.k:v V34
th.naTP)tu%@ﬁ@._
[ 20 01 v042 0RO ﬁ@fv

83 i 0 I1-Q 43 G058
[HE 5 R TR 5 B S 5

£ M0~ SSECHUKOMRS”
DY —[D% e R —c |

£2 e NI Wi
- mnmx.«_a,ﬁ_! IR0 347
WO - LS 6%

5848 INUNMAIRNYNS 01





item/image/k001.jpg
1 APOTFINYS

stration Katsumi Enami





item/image/k004.jpg
\

RU—  [SO5RGCEO— MEIHI0MO
MO0 {3— |

“—=  [Eewy]

®U-  [HHESR—]

SANRY [0 MIQDRAB5 - |

BU— [DRLESRETN—|

LN [REBERLO0NS #° KU—Rifa
T30 451 4 20 2K S o O T 1
RV R-0° HIEKLR OV HRIR
L0 RV HRKS v [EIESRVE
NI QIRATDIRN SN S b o |

RU— s

RAINK  [ROBEISOMA0#642 |

BI— . [leeeeneCee i S— o b R RO

SLEWEHIMeV— IO

O RSLHHOLSES H U ENe—

WOMNYT— DS RWEK 49— |

[l 2002 OO RO L5101

23254 |

[EVINEESISEEEH|

[0 O [Z4PHPnI L5

SIS Ro:]

[EEERROM T~ |

[388 - KITIESDI—TREDS

I FOLEEISHOLNS

RGNS B0

N0 LN E R

MRIWII6— |
<Oy [S5RRIBIRETOLSIANE
3 B OIS B SRR
SOSRVFEO# ERMVSRSR
IRQRRE PR QIS SHEL
o b

g
RIER [3€73867 5+ MV D400
B30 RO |
Hl— [ = | R RS
A | 3

—Oy [k E V@S VSRR N0
FHIOPES AEIS H1'RE NDNDH
W— VTS QAP R O K o4
BER Y

D HEPERHTEIIO 000
ﬁk ERR R #6100 B Il





item/image/k003.jpg
TR~ -0 [REHA2 |

[$881 [<KLOSMHE 07 #6301
[RHH] VS Ok R 230RQ D532
o]

WSV SEC 8o <EL 8104
WERELGS VL —NHN L

IO P-RULODRHIRIIOIN
ORD | [KBRNWIORTEN RIS 640

TREHR— 421010 [ <LK (s

LREECR | <R LSS

TRHHI AR EROON RIS TR

W

=)
[y

Vav-Fay s ZARD

B0 RBW— HKHE0 S5
TR~

[Ko30 106 0% 11881 | < S
ABVARKSRIKWN TR
DI 5° 401010 B i e is 6
KA FIRIRRINN G F NS
DEFSERGS KURKIVHIEKLER
HES 600 S 1L BV R0
LAV 8GR0 18
Sl < HRKE WO~ R
41 < S < HWES R &
(SR

RO OB 05 H
KT R T 300 5242 30 o100
L1 ORIV
BRSO ERRe
LKW RS HEIVPMOR
SRSSQWER— WOt RTIRE
-]

[rol” sxsdn’ [EER O SR
IR B0 R 4329045810 [iRiH
W= OV SIS HSE Q15
SIRRS5e @RGSO
SPUIZS N 4D OS5 QOSBRI
L1080 #— JHSRERIME
3 ITITIEIEIT<<—
SN Eea o)






item/image/k005.jpg
o]
8
S
g
s
g
¢
N
=
S






item/image/photo.jpg





item/image/p165.jpg





item/image/p249.jpg





item/image/t004.jpg
NEAFOX ET BN S AR mium






item/image/p009.jpg





